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はじめに

この年報は1991年度に当研究所が行った研究前助と どJ[.o止のうち.主~なものを報告すると共

に.子sr・機憐等の事務的tl旺裂をとりまとめ.当該年度における研究所のあゆみをお1介するも
のである。

研究i活動の中心となる発扶t!;O，¥J査は，11H~í臨I!~T't:f跡発抑制査官1¥が24f!I:， 8. 580m2，平減7i[跡発1~~

;~，'，J :fE i~l\が311!1: ， 15.723m'に及び，その中にはキ11変わらず1m発に伴う緊急別査が多く含まれてい

る。飛鳥i也遺跡・ 市民北プJill跡がその代表で，前者は飛，13地域で初めて大規お!な工房跡を発

見し， 7 世紀末の手工業の尖態を生tIることができた。 その成果を 1 992年秋のjlH~資料館特別民

示 rjltnの工房」で発表している。'，li'J王北方遺跡は従来会く予想されなかった依j(，'に大脱棋な

7:f殿と jLIわれる遺跡が発凡されたもので，その主人公の特定を合め範IJ~ TI'{1l認や保存対策が今後

の大きな課題となった。平械1:(幼;1品j係では第二次';Vli:'.:院京第l剖止を;U，'iJ査しこれで第一泣から

第四立に主る南北棟建物について は全谷をw(:rY1すること がで き た。 また ':vJ~i[:ItUiii方の日Wrにつ

いても式部省とその東方'J'fllijを制査し.東方行llijの下肘造桃が奈良11.¥;代iiij.oj".JYJの式部省で，の

ちに兵部省と対称の佼irl~に移ったことが明らかになった。

なおこうした発技ilN，'，J査に伴う新発見でこの年度の特鍛すべき成果としてトイレ遺構の解明が

ある。藤原京右京七条-I)jから発1ft!されたトイレは 得水の;n存だけでなく科学:分析によって
食物政iN，寄生虫の卯などを検/1¥し， トイレillWt ，~，'，] :tf i.去に新しい技術をv'{Il"i[した。 土中からの

)~f~U.J t抗111 1 '，例として我が国11土初の報符であ る。 早述にそれが1，i::. J日され，平減}~(二条二坊のj)jlII J

路両側俳で不明と されていたj立械が水洗トイレであることも']:IJI則した。恐らくこの方法によっ

て今後会国各地でトイレの存紅が確認され 当lI.fの食生前や生活環境を綱11かく知ることができ

るものと思われる。

そのほか鳥取県上;itJ1t守/1'，土の壁ド!日保有・などのIJfJ発的研究が進み また 11~X~資料館ではIJf.Jr.iÏ

15周年記念特別展として， ;llt山とはゆかりの深い下i i.汚から近年の11'，土 11Jl を il'Oll し て rjlU:~の iJf，(

流」民をIJlHIJiしたのも芯:義深いものであった。また文化財保護にかかわる研究協力の一環とし

て.シベリヤ ・パジリク古.tjt発掘に参加するなど.国際化がーJ¥'f'訂正以したのも特記すべきであ

ろう。

今後とも多くの方々のl暖かい御指導，術11愛媛をI!弘りながら.当研究所の発以を!りjしたい。

19931]:. 2月

公良国立文化I!~研究所長

鈴木嘉吉



飛鳥地域の発掘調査

飛鳥藤原宮跡発掘調査部

1991年度に飛鳥地域において笑施した石和11遺跡 ・坂田寺・飛鳥池遺跡の調査概要を報告する

(10頁の一覧参!!日)。

1 .石神遺跡第10次調査

遺構 今年度から旧飛鳥小学校の敷地 (小字唐木)を調査する予定となった。今回の調査地は第

3次制査区の酉，史跡水浴遺跡;の北にあたる。検出した迫tf，'ltは，大きく AWJ (7世紀中頃 :斉明

lii!J) ， s 則 (7世紀後半 :天武i;引)， C JVJ ( 7 世紀末一 8 世紀初頭 : 藤原宮!~J) にわかれる。

[ A則 ] 飛鳥寺の北に東西大垣SA600が作られ，その北側に石やl'逃跡(斉明ijiリjの饗宴施設)， 

1fj側に水落迫ー跡(斉明六年<660>に中大兄皇子がつくった漏表IJ台=水H寺計)が形成された時期。

SA600は低い基出をもっ掘立柱の一本柱塀で，第3次剖査区で

制査区の策側で、その閲延:長長音剖部|目lの柱擬?形巳を4箇J検検蜘l出Hした。このSA600の凶端の柱穴から西へ約7.5m

の111)に柱穴はないが，そのE則!IJでSA600と方位を揃え，柱間寸法も阿じ2.54m等間で、ある束凶塀

SA1600を7111)分検出した。SA600とSA1600は掬17彩の大きさや柱の径がわずかに異なるものの -

辿の言ITilliにもとづき造営された大垣とみられる。しかし，そのIIIJに柱穴はなく，このIHlは両遺跡

を結ぶ通路として利用されたと考えられる。したがって，今回検出したA則の追桃は，1)東西大

亡』ヨ= ==ー==一一山剛山 垣のiijに広がる水落泣跡に属す遺構，2)水落遺
1 IIIIIh6 11'> 3.}> 山 ~I. ;t， 2次 山納..九 l次"罰iI"3次

飢目。-x

飛1'h地成訓査{立i丘区I(l : 8，000) 

跡と石村l遺跡を結ぶ遺構， 3)東西大垣の北に広

がる石和11遺跡に属す迫m，にわけられる。
A 1 水落遺跡に属す遺構 臼 1600の仙南縁

を|拠り西へ流れる石組li品SD1601と， そのJtjに

広がる石敷SX1630がある。SDl60lは，J"f正幅40

-50cmのiN;に復原できる。iJ!lJ石はほとんど失わ

れているが，基出雨縁を画す玉石が械の北の側

ロ

p 

a 

Q 

石を兼ねた十Jlt造となろう。SX1630の石の敷き

方は，石布11遺跡側の石敷 SX1590・1645・1655

にくらべ丁寧で，石も全体に小型で、ある。

2.水落遺跡と石神遺跡を結ぶ遺構 通路

SX1620，水時計遺構から北へまっすぐ延びる

木樋 Eと小銅管を埋設した掘形 SD277，その

抜取りijYi:SD1595，おなじく北北西に延びる木

樋 Hを埋設した御形SD1625とその抜取りi的

SD297カfある。
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SX1620は， SA600の閣の柱 3111]分を l幅約7.5m の通路としたもの。 木樋と小鋼管を埋設したtkl\~f~

SD277は約12m分を検出し，水H‘I音1・~I:J心古11から 50m 以上延びていることを雌認した。 その抜l収機

SD1595には大1，::の焼土が含まれており SX1610やSA600が焼失 した後に水樋などが抜き取られ

たことを示している。なお.水落iむ跡、の第5次部l査区の所見では，外寸法で、約30cII1のl陥をもっ木

樋 Eと，小剣管を包む]0αn111の木樋は， ~ L、々脱出!tで:'t':l50clI1の 1111附を保ち併設されているが， 今回

の花Jcl祭結果では一方の抜取り決闘;しか認められず，どちらかが水落遺跡の第5次調査区と今回の

制査区との間で東西いずれかの方向に 111 1がっていると ~ft定される。 いずれとも決しがたいが，断

而観祭の結果では，オ寸iillEが北へ延びている可能性が高い。

木樋 Hを埋設した掘形SD1625は約]7m分を検11'1し，木樋Gとの接続点から36m以上延びる。

これも SX1610が焼失した後に本槌を政き取っている。

3.石神遺跡に属す遺構 東西大垣SA600・1600の北に広がる石敷1590・1645・1655，SA1600と

柱列 SX1610にとりっき通路SX1620の凶を回す市北塀SA1640，SA] 600の約 5m北を聞へ流れる

東西石組市 SD1650，前l査区の北辺に沿って検11¥した来四方向の柱列SX]610・1670・1655がある。

SX1590はかなり出なわれているが， SA600とSX1610の111]は，全而にわたって石敷で舗装してい

たとみられる。SX1645・1655もSX]590と!日lじ大きさの川原石を敷きつめたもので，SD1650にむ

かつて緩やかに傾斜し， SA1600とSX1670の1111の耐水を排水する。

SA1640は5Itljう士をt食Il¥し， *1 1111寸.it~は2 . ]m主宇11円。SD1650は治:幅約40cII1で¥刊州[IJにひとカ、ヵ、ぇ

ほどの玉石を立て11111石とする。京消の椛造が不明であるが， SA1640付近の石敷の残存状況からす

ると，全体がi主くくぼみ，周囲の雨水を集めて SD1650にり|水していたと W~定される。

柱91]SX1610・1670は， 一辿の京凶株建物のp}:i側柱になるのか.東I国J}Jfになるのか制査区内の

m見だけでは判断しがたし、。しかし， SA1640を境にー点と凶て、は柱筋がわずかに揃わず，柱抜取
り穴の形や柱11¥1寸法も奥なることから別のWt:&物であった可能性がi虫:jlt、。ただし，いずれのね:

抜取り穴にも焼土が充満しており，同時に焼失した|古川時期の逃桃と考えられる。SX16]0の柱間

寸法はほぼ2.6mで告1Iりつけられるが，京から 311¥1日が3.4mと広し、。SX1670の柱IHJ寸法は若干

のばらつきがあ

るカf，ほほ2.3m 回

である。

柱列 SX1665は

211¥1分を検IL¥し

た。柱 11月寸法は

東からがJ3.5m，

約4.3mである。

燐絶の lI~iWJは

SX1670と|吋|時期l

泊1関4

凶日

石和liil1跡第 10次湖流泣fi'lt l~1 (1 : 400) 
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組周

石事IljU跡A-3)YJ主要(1立椛配ií'，~1立1(1 :2.000) 

と4fI~定されるが.断ち割り調査の結果では，柱

抗iD彩が掘られたH寺WIはSX1670よりわずかに遅

れる。その抹ti'l築成にwい建てられた付M的な
施設と考えられる。

[ B WI] A JYIの泊椛が取りJ裂され.配ii'i:の異

なる建物昨が建設された 11寺JVI。今回は.

SA1600のTti約1.2mにある束阿JMSA 1605を7

問分と，柱ダ1ISX1660を検出した。SA1605は，

柱1111寸法と造営方位は SA1600と一致し，柱佐

世もほぼ正磁に揃う。この SA1605は， 第3次

調査で検11\ した京商事~f.SA560の1'4延長部とみら

れるが，通路 SX1620部分で柱í'( は J，~v 、だきれ

なかった。的3次調査区では，ねJfI!形は SA600

のiP..Iザ上而から抑り込み， 一部でSA600の柱掘

形を壊し，~，pi'iもかさ上げしてI梢誌の化粧石も

鋸えなおしているという所見から.AWIの大垣

のfftii'i:をif.iにずらし.B !UIもその位j?:をほぼ踏

襲したものとみられてきた。しかし，生1:1:11寸法

と柱位ii'l':がSA1600と揃い，通路SX1620部分に

このJ)}f.が続かないことを重視すれば.SA1605 

はSA1600と一体の構造をもち， 一時期j遅れて

付け加えられた可能性も考えられよう。その場合.SA1605はA!YIの遺構とな り，これまでの B

JUIの遺構配W~については再考が必裂となる。 SX1660は. 51:11分 (2.3m等間)を検Il'.したのみで

あるが，あるいはWI'4"棟建物の南側位ダ1Iとなる可能性も残る。

[ C!則り別1] BJY則リ別lの逃イ計i

の土師綜や5忽鋭i兵i!悲Lι，1:(.慌品を合む大小の土坑や主宏創:1行i椛F梓fSD163沼2を検;山L¥したにととどειまる。

まとめ 石初11泣紛;の南北の規棋は京jJ可大.Jn.SA600から北へ160m以上におよぶことが知られていた

が，今回，京iJ可の規肢が140m以上になることが明らかとなった。A-3!UIの遺榔は，この中に 5

つほどの~~ IIII としてまとめられる。

SA600の北には，石敷きを中心、とした~~ II\ Jがひろがる。 井戸 SE800から北へ延びる石組榔の取

には.4材iの建物で問まれた狭長な京区jilijがある。一方.石剥li此のiLEiにはより広大な阿区阿の存

在が解明されつつある。さらに，この北には 石組椛の東に特児な平而形をもっ建物を中心とし

た区間があり，凶には総柱建物が数棟建ち並んでいたようである。このうち，京区jilljはきわめて

コンパクトにまとめられた配位をもち， jf~裂な役151ほ来たした施設のひとつとi!E定される。 一方，

- 4 -



Ï~lj区阿では， 2 械の凶Hlilil i建物が検出 されており，京区jlili より大規紋かっ rl~qg的な他l泣であった

可能性が出し、。今回検11'，した柱タIJSX1610・1670は.このI川区il!!iの北をIliljす建物 Ss1330に刈・泌し

たHil民施設となる可能性も考えられよう。その場合，I'lj区I凶のrH北の脱般は110m近くに及び，京

刊の規肢は42m以上となる。 また，今回の訓査では.i:i1II'遺跡と水治追跡が，SA6∞で完全に11~

てられた別の空IIIJとして機能していたのではなく 通路SX1620によって一体の主IIIJとして利JIJさ

れ，水を利用 した施設が附区耐の中心部に延びていることも確認された。 ;j~年度以降の訓査で，

jJlj区piliの建物配置と，水を利用 した施設のW(，IYJがJUH.¥":される。

2.坂田寺跡第7次調査

りょの環}1i.整備事業に伴う泣11~ þ'(ti器調査の都 2 1r::次に当る。 ïÌÎi回は 節3次郎j査で確認した刊ifli

する仏企の南東|問と lií~IJiliの廻IJ11;を検出 し， i"'iず「が8世紀後半に造営された的1Sc:1'i:きの建物である

ことなどを明らかにした。今回倹IIJしたjit併には， IhiM廻I!!I; とその内外のï:l:j r6-iN~，内j丘の石敷の

ほか，石組l施設 ・消 ・炉や土砂崩れの跡などがある。

南面廻廊SCα18加0 廻h似納附'11悩1;は』撚t於制C引叩川11川川1¥川iリJ1川11川i日川lりlでで、，柱11川l日川1刊jド二寸寸u法去はt桁i行t行 . t柴i於刺5叶11問l目川¥jとも3 m (り]0ωjκ〈心) でで、ある。 ~殺新~}i たに 1悶5 

11間iH刈iりl分を検I山uしし，11 
j'目削'j引判jl川lリlつて平j坦2卸I而訂を形成しし， fil，jfJ!IJのi:I:j務illtを削 り込むことで成形する。その上jMに礎石 を似え，さら

に悲tf'l土にあたる砂n土を五年く杭む。廻1t!1;のけHI!IJti:ダIJには.各礎石IIIJの中央に角柱列SX190がある。
柱は一辺20cm， i奈さ 25cIlIの l~i!~伝を掘って抗日える。 柱艇が泣存した例では一辺 1 2cIlIX7 ，5CIlIのIVfifli

長方形で，短辺を桁行方lí'Jに姉jえる。 刻、例はIIIIJJ守zにあるが，柱侃Jr~は火型で柱川寸法にばらつ

きがある。この角柱列の機能についてはJJ要壁米のー純である可能性がifJjいが，今後知例を1'.¥":って

倹，iすしたし、。

廻廊南雨落溝S0181

SD]81は岩拾を幅1.5-

2，Om， f~ さ 0 ， 2-0 ， 3m ほ

ど削 り，惜の防外方はl隔

が:)O，5mほとεの平担iftiをも

つだけで急傾斜で丘陵に

いたる。岡部構は，当初j

粘土肘をi船長 と し，石で

議jいしていた (SD181A)

が，その後 i梓は基刷結

石と iEj iE の石の1~i え付 け

指形を合め掘り位され

(SD181B)， 10佐紀後半代

に担I!没したとみられる。 以 IIJぇ.'i:;~I，J 1tí1r: ir(t~1 (1 : 2.000) 
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廻廊北雨落溝8D182 SDJ82は調査区の束と附で検11'，したが，両者で様相lが異なる。束では第6

次調査区での所見と|日lじく，建築部材を合む県以色有機n土肘の下で， 中日1.6111，深さ0.3111の素
J掠り械を検11¥した。刊で1立当初幅0.8111の石剥Li昨であったことを雌認した。したがって廻Jl!IIの当初j

の;J，~ti".(I陥は5.4 111 と.Jft定される。 北f:I・i r6悦のl引I[IJ は人頭大の川原石で舗装する (SX]74)。

その他の遺構 石組純設SX175，尚北出SD]創 ・]85，土坑状のくぼみSX186・]87，炉跡;SX188， 

土砂崩れ跡SX]91・]92がある。SX175は，部6次捌査でI況に検出しているが，廻廊の入|防から 2

IIIJ目の内1!!1J磁石ダIJ上に大型の石材を長方形に組んだものである。Jまは岩維を削りだしたままで敷

石などは~!~く，改修後の北m落市j氏とほぼ同 じ山さである 。

遺物 建築部材(柱 .i1lUt .直1:梁:・巻斗 ・給皮) ・瓦 ・土総 ・施希h陶器 ・欽釘などがある。瓦

以外は緩めて少~: I:~で.建築古J;材を除けば. 外11llJ から流入した造物がほとんどである。 土器には

土r.ilH出・ ~J(志保 ・ 以色土慌があり 土r.m慌では奈1:.t1l;¥'代前半から平安時代にかけての灯明JIILが

多い。施Wi!lli句協には緑利!と，型事11しの文様をもっ腕形のいl外而に利政をJ施すl占三彩がある。

まとめ 今回の調査で，Tti而廻廊の規棋がI~~から 17川以上であるこ とが確認された。 悶辺の地

形から廻民11はJ9111J j._)、上には延びないと考えられ，その束問中日は51111以上57111未満となる。廻廊

の南北仰は58111 松!立 と .Jff~定されており ， 廻廊で問まれた空間は，ほぽ正方形に近く ， その規模

は一般的な国分寺とほぼ等 しい。なお，廻廊rHの土砂崩れによって形成された高まりには多)I{:

の瓦や器出土とJLlわれる山土のほか，土製小仏像，余?17iをJ!，'jったi奈製品の|却rnーやガラス玉が含
まれており，丘陵上にlurきの堂J;答の存在が.Jft定で
きる。11¥土した瓦は 7世紀後半から末のものと，奈

良H寺代末から平安時代初jめのものが多く， 丘陵上に

は仏~fif:ゃ廻1Mの造営以前に建てられたものと以後に

建てられたものとがあって，廻廊倒壊H寺まではとも

に存在したと考える ことができそうである。これは

廻廊内に堂塔が存在したか再かという問題も合め，

奈良時代の坂田守のIJAI際会体の構成とl刻わる|問題で

あり興味深い。

ート‘、‘岨....'。

..~園、、

坂田寺第 6 ・ 7 次~OIB'f.i立締l立I (1 : 500) 
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3.飛鳥池遺跡の調査 (飛鳥寺1991-1次調査)

飛鳥寺の南東に位'jr，':する飛13池の担!め立てに1'1'い.明日芥村教77委員会と合同で災施した調査。

検出した逃椛は，抗ii立柱建物8税i，掘立柱1))(04条，炉跡10悲以上，石敷4，石造lI.ilYi:2条， ;11:戸 2

t.t~.素椀り i，Yí:，土坑などである。 i出品は， 平安H手代，藤ll;l'[; '; !UJ. 7世紀中頃にわかれる。

平安時代の遺構 谷 (SD809) に沿った葉掘り泌1:SD771がある。調査区i:t.i四辺では師O.4m，泌さ

0.45 mあり，待筋に沿って北京に延びる。

藤原宮期の遺構 整地土の仁聞で建物，塀，炉跡， ~ I:戸 ， iiYi:，土坑を検11¥した。これらは金属製

品などの製作に関連する遺構であり， fF筋 (SD809・810)にJ!Wtした炭}¥'1と籾l炭府から，金属製

品(鉄 ・銅) ・ガラス製品 ・木製品の製作に|主lわるia一物が大id:に11'，土した。

倒立柱建物は.'1ぽ方11見方位にそった SB748・754・757と.北で京にふれる SB767・785・805・
808がある。SB748は柱IIIJ1.8m (6 )~) o SB754は梁1:¥1，桁行とも2.4m (8)辻)等1111の砕j北械であ

ろう。SB757は東阿の柱I1:J2.4m (8尺)，iN北のHlIIJ3.0m (]O尺)。この 2械はMi:抜しており ，

SB757が古い。北で京にふれる建物は調査区の北半-にある。北辺に位置する SB805は 2111Jx31:¥J 

の建物で.斜而を削って平I山ifijを作り， 111側に2条の釧水i，Yi:SD803とSD804を巡らすot¥'UIl12.2m 

等II¥J.桁行は総長6mを1.8 m (6 )¥_) 2 II¥Jと2.4m (8尺)に3分する。SB808はこのSB805北京

去に重松する建物。 梁UJJ*;~:長は4 .4mで同じ。tli行の柱I/¥Jは1.8m (6尺)0 2械はil!lJ柱筋をほぼ揃

える。新旧は不明。Ss785はSB805の}拘束にあり ，規模は 211¥Jx211iJか。桁行2.7m (9尺)等II¥J.

梁l:tJkf-J3.9mである。i'砕陶ト何n刊j川可の5去k

J釘侃釘崩l立柱建物でで、，~梁i梁さ |間i丹削t円J 2 .4m， 桁行3.2mてで‘あある。北P阿可ヨ妥:E.柱筋は Ss回80侃5のf官似仰側!l即川[lJリl此主柱仁ti筋めにほぼ揃うのでで、. 2 

械は一体のものであろう 。建物内部に炉跡 SX774-776・787がある。これらの建物は内部やその

近辺に鍛冶炉跡があるので工房と考えられる。制査区l周辺にある SB767は211¥]x 311¥Jで梁IBJ].8m 

(6尺)，桁行は 2IlHが].65m (5.5尺). ] II¥Jが0.9m (3尺)である。

f}，il立柱亨IJSA748 ・ 75] は訓査区のíli凶inl ~にあり . SA748は柱I/¥J].8m (6尺)の21/¥1， SA 751 は3.0m

(1 0尺)である。 近般して炉跡 SX750があるので・建物の-'i~l)か。 塀 SA753は大型の土坑 SK770や

炉跡鮮の市にあり. 41/¥JでtU/¥Jは3.0m (1 0尺)等II\J，柱抑JI~は長辺が ] mをこえ大型で‘ある。柱

筋は SA751や SB785の側柱筋とほぼ並ぶ。このJJJf.の闘には従来物のj!凶刊司ともいえる炭府が広が

るので，作業区域の南東を ru~る椀!と考えられる。 SA756 ・ 759は剖査区の西端にあって五いにほぼ

直交する 2条の掘立;j:j))Hで、ある。SA756は柱rnn.5rn(5尺)で311¥J分を， SA759は主i:I/¥J1.8rn(6 

尺)で311¥J分を検11'，した。

鍛冶炉は直径35-40CIll， i深朱さlωOcα叩111前前ii後灸の川1形巴の炉『肋跡丹亦;カがf汁10叫J

ただけのものと.穴を掘ったあと内側に粘土を振りつけたものがある。SX788は6つの炉が軍なり，

古いものの内側に土を入れておii土をt!r'iり，かさ上げしながらっくり替えている。最下府のSX7886

は東iLIi約77clll，m~t50cm 以上ある 。 SX774-776は検1 1\ îffjでは 3~たの炉が{立問をずらしながら!E:抜

していたが，その下府にも少なくとも 2恭の炉跡があり，近Jました狭い範|制で何度も炉をつくり
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替えている。これらの炉跡を 先にのべた抑立柱建物 S8781とS8785が絞っていたと考えられる。

S8805の商聞にある SX800は直径約60cmあり 内部にl早さ10cmほど炭が充満する。炭の中からは

銅釘や銅切り府 ・銅塊が出土した。このほか，捌査区南端に小型の鍛冶炉SX750があり，西部に

やや大型の炉跡SX760がある。SX760は師約50CI1l，残存する長さ約 1111であるが，他の鍛冶炉の

ように内部に炭のj:jE献はない。

井戸SE777はIIII!吻側板を枠とする。枠は一段のみで，掘形径60CI1l， 1111物径45cmである。

建物 S8785や塀SA753の商から*にかけては，多量;の炭 ・灰を交えた造物包含層があった。こ

の居は，調査区南西から北京に延びる浅い谷S0809と，南東から北西に延びるやや深い谷S0810

に堆航したj!と業Jig~物のi!íÆt昭であり，鉄 ・ 3料棒，輸羽口 ， 鋳型， 対p向，鉄製品，銅製品， ~J切

りj百，須7il〈器，土防li器.lI.木器，木fili.砥石などが山土した。

7世紀中頃の遺構 藤原宮!VIの遺構が形成された整地土層，あるいは同|削~Iの炭層の下府で検出

した。石敷逃椛4箇所， 31'戸 1基，石器li荷2条などがある。

石敷SX815は.m側約半分にコ字形に911石を巡らせ，その中には拳大の石を，北側IJには人頭大
の石を敷きつめる。石敷の北辺には列石SX817があり，コ字形列石の2辺とほぼ平行する。石敷

.. ，問 川田

時0・

l 
v喝。。。

飛1';池ii'i:跡訓3b出Ilt図 (1: 400) 
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の南側のi，YiSD813は素抑りで，これを挟んだilji!!lJは一段高いテラスになる。UtflllJの構SD816は，

元来阿側を石で護岸してあったようだ。SX815をはずれると護岸の民跡はなく，素掘りの椛となる。

SD813とSD816はSX815の南東附でつながり，ここにさらに陶上段にある葉掘りの南北構SD811

が注ぎ込む。SX814はSX815の西側で一段低い所にある小石を敷いた石数。SX818は， SX815と北

閣の井戸まわりのSX823をつなぐように作られたf;lIi迫状の石敷で，閥均jが杓 1rn高い。南東側は，

岩雄を向1)り込んで急な斜面iとなる。この斜ITfiと石敷市とのIIlJには葉掘り前 SD819がある。SD819

は下で石組SX820につながり， SX820は斜めに石敷 SX818を横切って石敷SX823のi!B側にある石

組消 SD825につながる。SX823は， ~I:戸 SE822問聞に設けられた石数。 南側の岩般を削り込んで

平:lilTI師を作り，その南端に;)1:戸 SE822を掘る。凶i!!lJを石組市 SD825が凶み，東側にも弧状に並ぶ

石列SX824が残るのでf.'削IlIJを|徐き周回に石刻Li的を巡らせていた可能性が強い。

SE822はSX823の南端にある横板組の井戸である。一辺約80CI1I，i奈さがj].6 rnで， ;fiYi板 ~i~ヒ 3 段，

束とI十]は4段，聞は5段がifi存する。11;(下段だけ内側に横桟をかませる。このほか，藤原宮期の

建物SB805の下用でこの時期のSD809のj:jtfj'(}':'1(以色シル ト問 ・灰緑色料i砂!日)を掘り下げた。

土器・瓦 ・木器・木目ijが出土し，少)11:のf，iliの羽口や漆茄が合まれるo ~ I:戸 SE822からほぼ北北西

に向かつて谷地形が延びていたものと.fft定できる。

遺物 瓦J当{悲[，木附・木製品，金属 ・金属製品，土器 ・土製品，石 ・石製品がある。そのうち工

房|刻係の造物は木 ・金 ・土 ・石にまたがる多税多様な内科をもっ。

土器には土日ili器と須恵器のほかに少:1 1(の緑手111陶器 ・ 灰~III lri旬器 . klA色土器などがある。阪緑色粘

砂からtH土した 7世紀前半代のものと，炭!円 ・事11炭JRから11¥土した7世紀後三|とから 8世紀初jめの

土器が多く ，61世止紀初めと平f虫k川

才滑?土器には，パレッ トとして使用した杯JIIL類と谷器として使用した壷誕iJJlがある。

土製品には，鋳造 ・鍛造 ・ガラスに|勾わる.fhT，;J:j口，士1I"J札とりべ，鋳型，炉壁のほかに土馬，
11)而硯，転用硯，土製円盤があるof，iii;j:::l口はおもに炭!符から山土し，総数520点以上ある。ガラス

土Ir摘は平城京内や石川県守=家遺跡など]0泣跡に11¥土例があるが，いずれも点数は少なく，議は今

回初めて ~11土した。 ガラス|刻辿の造物にはほかに小玉の鋳型 3 点 原材料と忠われる方鉛鉱や良

質の石英塊がある。小玉の鋳型は円または;H'!円形の粘土板の一方の而に直径5mmの小孔を多数並

べたもので，小孔の中央に ]mm米山jのキ111孔が1'(iillする。利l干しにはガラスが残り，下町の刻11孔部分

周辺は他よ りも熱による変色が自1"、。類例は天理Jl市布fli遺跡樹原市四条大田中遺跡、等7遺跡で

出土しているが，士11柿とともに11¥土したのは今回が初めてである。とりべは椀形の厚手のものと，

土r.iIi器のっくりと同様の薄手のものがあり，いずれも片口に作り銅湯玉やカラミが付者ーする。鋳

型のほとんとeは製品の秘額が明らかでない破n.であるが.仏像型と泌Nkiiii萄鈍型が注目される。
石製品では大ll(の砥石のほか，石製鋳型なと・が少id-あるo{i!k石は2.5cm大から50cI1I大までの多様

な大きさのものが約990点ある。大型 ・中型の r.j"}，1;え砥」は少なく， 三角形・ 11)形・多角柱形など

に使い込んだ汁、型の 「持ち低」が多い。
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金属製品には銅と欽があり，製品・米製品・ Mなとず約200点のほかに原料や鉱絡がある。鉄製品

には釘 ・ 鎚 ・ ])子 ・ 鍛 ・ 繋 ・ はぱきなどがあり，刀子や鍬の米製品が目立つ。 銅製品では人Jf~ ，

ピンセット.I'Jiifi釘，主|のほか魚子を打った紋，金銅製の板，透かし彫りの切り政き府八， たが

ねでì~ IJ りとったときに生じる蝶旋形の府なと14体的な製作の工程がff(jJ[IJできる。

木器は務l炭!白から多:l，::に1'1'，土した。金属探工房で朋いた様 (ためし :注文見本).i奈工房用の

道具，木工J!.のほか，祭配具.・遊戯H . 1JIl飾JL ・ 平等 ~ff等がある。 J様には鍛 ・ 鎌 ・ 刀子 ・ 釘 ・|斗金

具，座金J1，illI金Hがある。木簡は，炭!日及び湘l炭肘から103点が出土した。

瓦坤類は整理Jl箱にして60箱ほどi.lJ土した。内訳は， 判:)L瓦. ~q:平瓦， メL瓦， 平瓦， 並木先瓦，

而戸瓦，関斗瓦.l¥!JJfl:.時，土管などであるが，いずれも飛1:3寺所用のものと考えられる。

まとめ 今回の制査で，飛鳥寺近くの谷地形を利用し. 7世紀中頃 (i会・金属)と藤原符JUJに営

まれた工房の存在が明らかとなった。符WJにはほぼliiJじ場所で，金属(鋼 ・鉄) ・ガラス ・木漆

器が生産されていたことも判明し，鉄製品の製作に木製の様を使うこともこのH寺JUJに遡ることが

知られた。この工房の性格については 原料なとεに許制下で、税として集められた物品を使用する

一方 r石川富」や「大作l皇子宮」なと'の下(の物品もJ:T=j1t、ていることから， r~~'日: .X房」と断定す

るには至らなかった。 しかし，飛鳥の宮者11のごく近く で金属製品などの生産地跡を発見できたこ

とがf設大の収艇であり，今後，飛鳥地域の土地利用や当時の金属器生産の実態を考える上で重要

な資本|を~fËfj~ したといえよう。(大脇 i~D 

;凋:l'EJ血区 j立幼:・:刈子「次数 凋:rr. JVJ 11¥1 而 m i桁 考

6i¥JF -S d長1J;('u~~66.;j~ 91. 8. 6-91. 9. 2 315m' ぬ:jI_lj:Ji1~j~r

6i¥JG -T. U 政1J: ('tl首~68次 91. 9. 6-92. 2. 6 1.460m' ぬn国ブnミ:W
6i¥MII-J 藤11;(':;江m66ー l次 91. 4. 1-91. 8. 3 1.200m' 左京十一条三J")iifiiJ.!i呼('，1;'1;::11:ブi遺跡;)

6i¥Jド ーQ 必1);(.~と~'~~66- 2次 91.4.4-91.4.5 30m' 宮西プj官1M

6i¥JF -Q 政!点王(自，';66-3次 91. 4. 4-91. 4.11 85m' 富国;Ji1守l~í

6AJF -Q 必lj;(':~' tf~66 -4 ;)~ 91. 4. 8-91. 4.11 70m' 宮西方1'l"W
6i¥JQ -E 必l月n~.f~~66- 5次 91. 6.17-91. 7. 5 204nl 布Jjt二条二以i北西 ・l軒磁1'1'

6i\ ~IR -R 政1J;('~f !Â~66- 6次 91. 7.30-91. 8.29 166m' 右3jt寸ー条四.WHI来月2
6i¥J1I -P 政'h('8'tr;66ー7次 91. 8. 1-91. 8. 5 60m' 宮西方1守iM
6i¥JP - ~I 政0;(':出・m66-8次 91. 8.23-91. 9. 5 192m' 右京二条-iji'軒来月'

6i\J~1 -s IÌll )l;(.~t!i66- 9次 91. 9.17-91. 9.21 4001' 宮市而大厄

6AJC - ~I 必 1r.!':~f~;66-10次 91.11.11-91.11.14 75m' 左京六条三.tJj北凶1'1'

6i¥jK -C 総1.1;('::..f ti~ 66ーII次 91. 11. 19-91.12.16 221m' 五回而大m
6i¥j1l -S 政1);(H~';66 -1 2次 92. 1. 8-92. 2.19 350m' 右京七条-iji北凶1'1'
6i\~ 1I 1 -J.Q.R・5 機IJ;(Hm66-13次 91目12.2-92. 4.14 745m' 左京十一条三幼I何百1'1'(市!日t;Jjj世尚:)

6i¥JD -P d主 0;('/・::'f~i66- 14;j， 92. 2. 5-92. 2. 6 14.5m' '広rN耳E隅

6AJG -T 桜1(，('r;fm66ー15次 92. 2.12-92. 4.13 800m' 出羽ブi'I~mí

6AJII -P 必1.!;t'[~j'~:;66ー 1 6次 92. 2.24-92. 2.25 70m' 五1酋:Ji"，'¥1笥

6i¥JN -N 藤I{，(':と.f耳目66-17次 92. 3.23-92. 3.31 60nl tl:]j(二条三ijiけ'1l!.!i'mJl!n 
6i\ ~ 1 1) - U 石fillj古跡第10次 91. 7. 8-91.12.17 670m' 飛13浄御1{，':'r~，11~í仁j出

5sST -i¥ 1坂FR"j'~i7次 91. 9. 2-91.12.17 330n{ itiffiif目的d

5si¥S -¥v ilHげ1'1991-1 ;j， 91. 4. 5-91. 8.12 1.190n{ 飛。1・3地直I跡
6i\ ~ IC -N Illmjfl~'; <1次 91. 7.11-91. 7.31 209m' 山Ell辺推定j血

6ß~IY -C 本来自iUミ]'1991-1 次 92. 3.10-92. 3.27 22m' 金:i:i:m .耳I辺

1991年度 飛J~iIi長崎{??I跡発婦別抗告U調子f. j也一位
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藤原宮跡・藤原京跡の発掘調査

飛鳥藤原宮跡発掘調査部

1 99 1年!交はTi~ Jjíl':fI・跡内で] 2件， 3;(跡、で 8 件の発抑制査を行った (1 D!':!-'i.'i参HH)。これらのう

ち.京の三1'"・数近くは住宅建設等にwう小規模な制査なので¥I;IJ愛し，主裂な市I査にしぼって報告
する。なお，宮東方官!nr:l!!!区の第67次制査は本年度にIJfJ始したが.制査の主体は]992年度に持

ち越したため，報告は次年報に送る。

1.藤原宮跡

西方官街地区の調査 第66-2・3・4次市l査は，恒!京市純手|町において相次u、で行った，住宅新

築および駐車場造成に伴う事前調査である。捌査地は限剛池の阿方. j)!i方官街地区北音1¥にあた

るが，後l止のi'jlJ平が訴しく ，符跡|人!としては':2;JVJのilit/ltが比較的希薄なところである。捌査の

結果，藤原宮JUJのJnWtはまったく検/l¥できなかったが. 14世紀頃のものと思われる二重の:D;i涼

を巡らせた正方形の区間が明らかになった。かつて第27-6次調査で阿北|判音1¥.また第63-2次

訓査で南辺の一昔1¥を検1'1¥していた泌による区間の. j)可Ftj lll~ と南辺中央部を今回追加確認し，全

体の規肢を想定できるようになったのである。すなわち第66-4次部l査区で二:!fr:の泌の刊向附を

確認 ì家|付 区間のfY:j北長は約65 111 . 第66-3次別査区で十~~ :B した内 i家鞍古1\ を中 ilQh線として東に折

り返すと東西も約65 m となる。 外泌で、 IJ~ まれた区~hiの外寸は76m . 内・外涼111]の幅は平均4 . 2m 。

この設問地に土星あるいは築地のような施設があったか有かは定かでなし、。n1ijj哀の埋土から]4

世紀を主体に計千]3世紀代のものをittえた土持が11'，土した。区画が正方形でm泌が二重に巡る
と こ ろは，通常の中世JJ;ìi家集落のあり方とは様相を異にし， 土去J~イ，の居館のよ うな施設を想定

すべきであろうが，内部の実態が未だ不明なので判断はJ2える。

藤原p;跡 !;tì66-3 ・ 4 次湖1i'J~i%{区iillifbi lJj(1立!
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第68次調査は桜!京市四分1111'で実施した，市営団地立て替えに伴う事前調査である。訓査地は

西方官街地区南部にあたり，弥生時代の集落遺跡である四分遺跡が広がるところでもある。調

査は東区 ・凶区に分けて行ったが，まとめて報告する。

上層遺構には掘立柱建物 ・塀， ~ I・戸，土坑， NI;・などがあり，これらは古出時代・ 7也-紀前半代 ・

7世紀後半一藤原宮JUJに分けられる。古墳時代に属する
S07.制)6

e‘ 
。

0 ・，0

7回

アミ圏分11下眉
温綱機出飽田

20m 
y 1774() 

藤原宮跡第68次fV!J査泣椛凶 (1: 600) 内では水凹のj也椛は確認できなかった。

のは井戸 SE7355・SE7360・SE7430と斜行する大i1lj:

SD7400など。井戸はいずれも素掘りで，古境時代後期l

Xl幽の土器が出土した。椛SD7400は幅5.5111以上，深さ1.81110 

中央音15には，流れに沿って机の天板を転用した板材や杭

による木組の施設が設けられている。イ材j'(土上!刊から 5

世紀後半一6世・紀の，下回から4世紀末-5世紀初頭の

土器が出土した。 7世紀前半代の遺構には掘立柱建物

S87380がある。桁行4削(柱1.8111)，梁IIIJ2 IIIJ (1.9 m ) 

で，北で西に45J.立振れる。この振れは椛 SD7400や東隣

接地の第59次調査で検出した弥生時代後Wlの水団遺構の

方位と一致し，地形に制約された土地利用が長期間続い

たことを示している。7世紀後半から藤原宮則にかけて

の逃俄には捌立柱建物4棟 ・塀2条，井戸1基， ニヒ坑多

ー醐 数のほか，一辺0.6m前後の柱穴があるが建物としては

まとまらない。建物S87375とS87385は西側柱筋を揃え

て建つ南北械で，柱問寸法は2.1mと1.4mのそれぞれ等

11¥]。南北に東西J}1(:SA7365・7395を伴う。S87405はそれ

らの西北方にある総柱建物で，南北211¥1(柱間2.0m)，

東西111日以上 (2.4m)の規模である。井戸SE7431は，

抜取穴から出土した井戸枠から，本来は横板継lの井戸と

みられる。掘形は上幅で一辺約 3m，深さ1.7m， 2段

に掘り込まれており，底部から藤原宮JYlの土日ili総体・誕

や須!iE器平瓶などがまとまって1.1:¥土した。

東西に長くあけt:下院i)刊の調査区において，緑灰色

ー叩粘土(地LlI)而で多数の柱穴・土坑・椛を検Inした。

いずれも弥生時代中期lに属する。中には直径が30cmを

超えるヤマグワやケヤキの柱恨を践す柱穴もあるが，

建物としてはまとまらなし、。なお，今回訓査区の範凶

の，“



西面・南面大垣の調査 抗原市制手ur[における第66-1]次

訴l査は住宅新築. 1示HI~抑 ur[の第66-9次訴!査は下水道埋設T

事にwう事I抑制査である。66-]1次調査ではi'li耐火駅 -
SA258の柱火を 511t.j検11¥.柱の前径は30cm.柱1111は2.6mで

ある。大引のiI可 3mあたりからj也山が凶へlilJかつて大きく

下降，そのJ二に水質物 ・ 1L器を含むJ1f~和}~1 を雌認した。 こ

れは凶外泌そのものではないが I:，J世までそのl隔を広げて ー
周辺の水を集める i1，~!:冷水路として機能 していたことを示す。 。

. 
，..・"

i卦

66-9次ぷl査は中日0.8m. íh北長49m という狭い純IJ~ の部!
!徐hi〔7::助:白~66- 11次調子正遺構図 ( 1 : 400) 

査であったが.TN聞大町SA2900の柱穴2例と|人l泌 ・外泌のーmsを検11'1した。

2.藤原京跡

左京十一条三坊の調査(雷丘北方遺跡第1・2次調査) 前丘北方遺跡第1次調査は，藤原宵

第66-]次調査として，山市lUI明日香大字需でおこなった。県道新設によって移転する民家住宅

の新築に伴う事前;UI~査である。 調査地は前任の北北ï'li約200m 低い丘陵の商に広がる緩やかな

斜而上の水田である。 îlJiブ'rK，(J100m には飛鳥川が阿北流し，そのil!.i監阪を示す地形カヲil~査地の阿

端部まで及んでいる。 ïl~}j;\J;(の条幼ーでは左京十一条三tJjjlli ，村上l'にあたる。 第 1 次調査の結果，

7 世紀後半から従l:..t ll:\・代にかけての大規航な四Ï(ij JJ:t1 ・nU jJlif~[建物とそのï'li方に廊状に並ぶ 2 条

の市北柱穴ダIJを検11¥.四ifri庇建物は菌防坪の中和"紘にほぼ合致し，この建物を中心に回廊が巡

る ~~IIII i.1{想定された。 建物の椛造 ・ j覚棋や廊をw う形態などから>~て ， i[~"f術ある いはEi の可能

性があり，きわめてiE:~な遺跡であるとの認識から， 県辺敷設予定地とその隣接地を対象として，

遺跡;の範IJij確認を目的として行ったのが第2次訴B'f(藤原山部66-13次)である。その結果，

lfi，;と考えたj立構は]7111]X 2111Jの身舎のw:iJ可に庇が十j・く長大なTti北棟建物で， しかも南北に2械
が並ぶこと.外周にはffi1立柱の桝と泌を巡らせていることなどがれlゆL遺跡の規模は少なくと

も í~i北 2Jtにわたることが官正実となった。

全体のj也形はilli北方へ緩く傾斜しており，古代の逃桃はこの傾斜地に以さ0.5-] mに及ぶ大

規棋な蛙地を行ってから巡られている。検1'1¥した主な迂H，'ltは，:P，土造物から見て，天武朝末期
に造営され. rrf.~Jj;\í;f JUJを経て，奈良時代前半まで持続したと考えられる。そして建物 ・椛に造

り替えがあることから.A' 8の211寺WJに分けることができる。

AWJの迫仰としては姉!立柱建物3材!，抑立柱!)J{2条.j1Y1: 4条がある。

建物S8266]は3111Jx2111fの身舎の凹而に庇が付 し、た京附建物である 。 キニ1:1 11門}l~は身舎の桁行

が12)く. !K~行が11 )て，庇の山が 9 尺。 柱掘形は一辺 2 mに近い方形で，柱はすべて抜き取られ

ていた。北IfEに柱筋を揃えて西 6尺の位i1i:にある 211占|の柱穴は11背段JfJの柱であろう。建物

S82670はS82661の阿16mのところにある市北線建物で，身舎が1711lfx211¥J，その東西に庇が付

く。柱II¥J.J法は身舎が8尺等1I1f.庇の1['.が7)て。建物内部に玉石敷SX2731が施されている。石

-13 -



敷は東庇の柱筋から2.5m東まで線認でき，建物内だけでなく周閉まで舗装されていたようだ。

石敷而は建物中心部が向く，附がやや{止u、。壁のない吹抜けの建物であろうか。建物SB2572は

SB2670の北3.9m陥ててね:筋を揃えて建つ尚北棟建物である。東南のI~~ を検 1 1'， したに過ぎないが，

Ss2670と同;規艇と恕定できょう。ilWSD2671は建物Ss2670・2672のすぐ東を並行する南北悦で，

両建物に共通する京間落減。幅 ]m前後， i深さが}0.3mで， }氏而に賞褐色村土をJUiっており，元

は石翁l械であった可能性が強い。泊i:SD2730Aは建物Ss2670の南約2mにある東西石組消で，

SD2671が接続する。sJUJに造り替えがある。

JjJ(: SA2735・2745は建物Ss2670の南約7.5mと西約5.0mにある掘立柱の塀である。両者は鍵の

手に篠続して区阿の同時J I I I ，____. I川田 1'..10 
I I I ISOお71

|科を形成する。柱問は 四 Eー " ，→ 一....'"'" 

共に 8J~等 Ii\J。 東西J)Jf

SA2735の柱掘形は一辺

1.2mほどの方形で，泌

さ約 1m，北川からのl!z

取りの泌が明|僚なのに対

して，南北J))f.SA2745の

柱抑形は一辺1mと若干

小型。柱線がーヶ所残っ

ており，径約30cm，長さ

約50cmで:礎板上に立つ。

洗 SD2740は討すの区間塀

SA2735のすぐ陶にある

幅約 5m， i*さ0.5mほ

どの東西Ii'liで，北j事には

約 1rn Il\fI~母で丸太を打ち

込んだしがらみの設岸が

ある。BJUJに北岸をi1tり

替え帽を広げた。i!Yの区

画塀の外側にあるのが刊

北 i，Yi:SD2750で， 中日約
2.6m， i奈さ0.4mほどで

ある。*岸を維に石でfiiQ

jギする。

s JVJになると，中心、

定制問一

V陽""

豆沼一ー

SX2l:あ

SXZ732 

広畑

ーー翼‘志望担

l!?丘北方j!i湖;第1・2次調査ill悦凶 (1: 500) 
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建物 Ss2661を廃して新たに Ss2662が建ち.

SD2686が造られ.SD2730などが改修される。

建物 Ss2662以rHの-IIliに大粒の礁を敷また，

の Sß2661の柱!~]形を切る 。 柱はすべて抜き ll\(

勺kー骨川n
"、三f，;<;11I1

られていた。Ss2661と中'MI総が一致する。

木]:[. 出土逃-物には土持.

製品などがあり，

占め， 予告良|時代前半の土器が少iA:混じる。

2回の;-O:，I査によって，規脱 ・占j也・造f/11西日間 .11寺JUIなどについてその一端を明らかにすることが

これを凶而庇付きの京刊棟建物の凶方に 2械の長大なl十j~ヒ棟建物が']tぶことから，できた。まず，

正殿と!日b殿の|刻係と促えると.正殿を中心としJ;jdWIにもliilW.般のIH北籾l建物の存在が想定できる。

lEL~中 'lijMJ~を折また ， 建物のïLi:íとTliに!~]立柱桝と ÙV，'がおiみ合った区制施設カマヂ;(fするところから ，

り返して区画のJUiLyJilI.脱が1If~定可能となった。 正殿の'"1:'心は十一条三以j~Yf.HfI'の中心線にほぼ一致

しており. f.~jJJ仏殿のrH去ーの{川町もほぼfl'の南北二分k:Jitに合う 。 北JJ&bE伎がjI刷ヒ上l'へ波ることは確実で，

少なくとも市北二I、ドを山地していたことも明らかである。ただし.JH辺の区間施設から十一条大路

これらは南IU~ではなく中心建物lrr，を区pll jするものであろう 。 迂ìmまでは約55mの阪自It.があるので，

配i世にも己I'phj七1:が斑える。北脇殿の南妥は正殿の北此と柱筋を揃え 正殿の中!Iijh~設からJ!6b殿の中村l

線までの~~~~If.は l∞).ç， liiJじくmの東西塀までが150)く iJyのけl北1}jf.までが130)くなのである。さら

また柱畑)f~もきわめて大型である。 藤原、京いlで今にまた，正殿は四而庇付きで柱間寸法が大きく.

一上l'山j也の邸宅跡である右京'ヒ条-J;.IjjlYI村上l'の正殿(柱IIH桁行9尺， 梁行7までに判明している，

その大きさは|際だっている。また. ，協殿も東阿弥j庇とよt!依すると，}ぐ，#.113彩の大きさ1.1-l.7m)

付きで.f.N脇殿の171111に11巳敵する長大な建物は京|付では知られていなし、。

この遺跡の性格についてはなお不明な点が多い。寺院 ・12族の邸宅 ・1訂舟 ・しかしながら，

1J[などが候補として挙げられようが建物の)1列車 .)Q脱 ，"'，土地物などからrm二者には依Jlliが
iE殿の北に後殿の存在を:tL!ある。 先に ~fr~定した建物配的について， 北!lお殿を l十!と I ， il 脱十日とし，

定してみると .7;(般の典型とされるj，~ね稲 iJ:a山殿遺跡;のそれと級めて知似した形態となり ， 1i-~' 

しかし現段|併では;-O，¥ljlE而Htもごく一部に過ぎず.

その性格解明には今後の縦続的な部l査をl!J:ちたし、。

-15一
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右京七条一坊の調査 第66- 12次謝授はお;f原市í~1j殿 IlJrにおける宅地造成工事の事前調査である。

訴.Jj'f.J也は藤原宮のir.iiITi西門のすぐ京itiにあたり， ritiiiiおこなった周辺の調査 (第]7・19・62・

63次)の成果を合わせると，小規桜な建物が~ I・戸やめ4 をwって点在し， 戸籍に|刻述した木fiiiの

|付谷や悦 (;1去用硯)の11¥土がi七t絞的多いなどの特徴が認められ， ここには何らかの公的な機関

が存在した可能性が強い。

今回の訓査で特記すべきは便所遺構SX7420の発凡である。これは発掘区の東南I!同で検11'，した

b止さ].6 rn， 幅0.5rnの長桁円形の斗而を;liする2転倒りの土坑で，長取11を南北方向にiFtく。深さ

は現状で0.4mをとと3めるのみだが，周辺のねi火笥:のiii:存状況から4ftしが;ると，本来]m iiir後の

i奈さであった。土坑内には東西30CIII，rH:lt85clIIのIIIJ1lMで4*の木杭が打ち込まれていた。土坑

内のJft杭土からは，木や木附，

1.(1.什などの食物残i~，
鋼作曲次調査

千年生虫の卵などカflB土

した。 l'iJ 定された)~:生

虫卵には，回!U.鞭Ml-

迂I存体の411111'，に採用し

た各舶の科学的分析方

法は. 今後liiJ磁のi立桃

が発抜ilされた場合にl収

るべき指針となろう。

また，

生t~. や í~r~ミ状況， 生活

環境などを復原する手

がかりともなる。

なお， 本部l査の成果

のうち悦所逃備に|対し

ては1j'r.犯!の11Ij-子 『藤原

七条一訪問北呼ーJ (後

良国立文化財研究所

1992年 5月) として刊

行前みである。

土時刻11J-¥' ， ハエの蜘などの見出泣子炉1*，

とお:怒容認jj

i挺所足I仰の彼JJ;(二例

- 16ー



本薬師寺金堂跡の調査 (右京八条三坊) ]992年度から災施する予定の，マj'域やftllid主規桜等を

解明するための本格調査に先だって行った予備制究である。 金堂幼;~十j辺 rll央者1\および束尚III~ に

近い*辺で各一箇所 トレンチを入れた。発i.¥i!ifli舶は小さかったが，訟が{・|併段の地礎石.耐}笹川，

その外方の玉石敷などを検/1¥.造一椛のi註一存状況が21f外に良好であることを雌認.1990年の余1H.:

基刷北辺の調査成来とあわせ，以下の想定が可能となった。

金金t_!:;凶は東西29.5rn. rti北]8.2rnに復原でき，平城薬師寺と|古l規絞。また，東西両塔心を

おりぷ総と念堂心との距出Kは29.7111 UOOk)で，これも平減楽町li寺に等しい。悲13"I.築成にあたっ

て抑込み1lli業を行わないこ とも共通する。ただし附段I)fiの犬走り仰は90cmあり， 平城の40cll1に

比してかなり大きな数航を示す。:兵附の存在を示す遺構は硫認できなかったが，小型の'Inじが

/1\土し，その存在はW~定できょう 。 平安時代初JUJの 'In:]:Lがi'I\土し，その頃まで建物が存続した

ようだ。中央階段正而のj也桜石が紘き取られたのは14世紀後半頃である。 (111本忠)j'，')) 

勝))j( ・ 平減同J;tの薬師寺金也)，~N'lの対比 (※は彼ljil した数111i)

JL1旺1波紋 見t~lH毛 lN;1ヒ長 2.5さ tB 火走似 IH i'再 i ，V，~申iol j也l'il正i

藤I!~O;~ ※29.5"， ※18.2"， 1.5"， 3.2m 90cm 56cm 'IOX 120cl1l 

ユILJ.成J;¥ 29.'1川 18.3m l.if"， 3.2m 85cm 50凹l 36X 120cm 

(sHU 

防段周辺 I?，Vf立申iti 断段u¥ ).ょ必り中i，i i/榊'" 地磁石 lfm内プ〈

藤lJ~n;( ※'1.2m 1.74m 90cm 55cm 38X 10Icm 15X 20cm 

斗主主主);( 4.2m 1.65"， 'IOclII 40cm 36X 100cm 15-20cm 

'OM 

本薬師寺金1i~Jがの;U，'，]1t泣梢凶 ( 1 : 300) 

- 17 -



平城宮跡・平城京跡の発掘調査

平城宮跡発掘調査部

1991年度に平城宮跡発掘削査部は，平城宮跡、内で第二次朝:主院東第四堂，式部省 ・式部省東

官術，壬生門北方，北而大垣，西国大垣，東町大垣(2件)の 7件，平l成京j或で22f牛(頭塔を

含む)，法隆寺で2件の発掘調査を実施した。以下，主要な調査の概要を報告する。

1.平城宮跡の調査

第二次朝堂院東第四堂の調査(第213次)

第二次妙j堂院については， 1984年度の第163次調査以来，継続的にその東半部の調査を実施し

てきた。これまでに束第一堂~東第三堂の調査を終えており，上層の礎石建物の下層に，掘立

柱の前身建物が存在することが判明している。今回の調査によって，東第四堂の下層にも前身

建物の存在を確認し，上層のi閥堂とあわせてその規模と構造を明らかにすることができた。

1991年度平減宮内発掘調査位世図 (1: 10000) 
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下層東第四堂 S815041 桁行17間，梁間 31制の西附の鼎立柱建物である。柱聞は桁行，梁間と

もに10尺等間で，桁行総長50.3m(170尺)，梁間総長8.9m(30尺)の規模を有する。柱穴は全

て上層東第四堂の基国土に離われており 断ち割り調査によって111聞を雌認したにとどまる。

身舎部分の柱掘形のうち，北から少なくとも 6問めまでは， 2.0X1.5mほどの南北に長い長方

形をなし，平面を {i'{~認した 3 柱穴では，各々の南端に偏って柱抜l収穴がある。 抜取穴下音11の収

束状況から復元される柱径は，40cm程度である。またこれらの掘形の北寄りの部分の底面では，

一辺約1. 3 m の方形の先行抗~lJ診が確認されたが，それには柱を立てた痕跡、がない。 おそら く ， 当

初は方形に近い柱掘形の中央に柱位置を予定して工事を開始したが なんらかの事情により柱

位置を南へ移動させることになり，その結果として当初の柱扮!形内に柱が収まりきらず， p有に

掘形を拡張することになったものと思われる。それでもなお 柱位置は掘形の南端に偏してい

るが，柱掘形の形状が長方形になった事情は以上のように解される。ただし，i$i妻のねて掘形は

一辺約1.5mの方形に近い平聞を呈しており，先行する別の揃形は確認できないので，こうした

施工途中での変更は，南端部までは及ばなかったようである。

下層東第四堂の造営過程は， 基墳の断ち割り剖査の成果から，以下のように復元される。ま

ず全体に整地をした後，身舎の柱掘形をその上面から掘り込み，柱を立てる。次に柱揃!'i杉を埋め，

基壇土を積む。この下層基壇は，上!由来第四堂の造営時に削平を受けているため，完全には旧

状をとどめていないが，身舎柱の抜取穴はその上而で認められる。一方，西府iの柱掘形につい

ては，この基壇土の上聞から掘り込まれていることを，東第三堂の調査に続いて再確認した。

したがって，少なくとも工程上は，胸部分の工事が身舎部分より遅れることが明らかである。

柱楓形の一辺が約1.0mと，身舎に比べ小型であることとあわせて，後に付加された差 しかけの

土廟である可能性が高い。

よ層東第四堂 S815040 桁行151濁，梁間 4聞の四国廟の礎石建物である。桁行，梁間ともに身

舎部分の柱聞は13尺等間，賄の出は10尺で，桁行総長55.9m(189尺)，梁間総長13.6m(46尺)

の規模を有する。北寄りの1/3は基砲がよく残っており 根石を残す礎石据付期形を13個雌認し

た。基喧外装には凝灰岩の切石が使用され，その地甑石の抜き取りi荷から，基粗規模は60.7m(205 

尺)X17.8m (60尺)と復元される。また東西に各 5，南北に各1の階段をもつことが判明した。

基壇周囲には，内外二重の牒敷が行われている (SX15042・SX15043)。内側の礁は直径2-3 cm 

と小粒で，外11[11の礁は直径 8cm前後と大きい。内11[11の磯敷が工程上先行する。磯蚊の継ぎ目の

位置は，東第一堂から続く盲暗渠 SD11749の東肩にほぼ一致しており ，両者の関係をうかがわ

せる。なお基壇東側には凝灰岩片の集中が認められる (SX15044)が， 下音1)に磯敷を確認でき

る箇所があり ，二次的なものと判断される。

断ち割り調査によると，上層基町の築成にあたっては，掘り込み地業を行っていない。下層

第四堂の柱を抜き取り ，下層基駐を一部Mった後，その上に厚さ10cm前後の積み土を重ねて，

上層基駐を成形する。本来の基国高は，凶官[11の際政I旧から約1.6mと推定される。

- ]9ー
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第二次朝堂院東第四堂の訓査(第213次)遺構図 (1: 450)と朝堂配位図
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上層東第四堂が瓦茸であったことは疑いなく，粁瓦は6225C-6663Cの組み合わせが用いられ

ている。軒丸瓦6225Cは，製作技法から 「接合式」と「成形台一本造り式」に分けられるが，

第二次朝堂院地区においては前者が主体をなし，とくに東第四堂の場合は全て接合式である可

能性が高い。それに対して第二次大J極殿や内基地区で1立後者の比率が高く，またむしろ同文の

6225A (これは全て成形台一本造り式)が多く使用されるという状況が認められる。一方，車干

平瓦6663Cは，箔の彫り直しの前後で Ca'Cbに細分されるが，第二次朝堂|完は相対的に

6663Caの比率が高く.m:傷進行も少なし、。同時に 恭仁選者11以前に主流をなす曲線顎の先端を

削らないもの(曲線顎1)が多く，とくに東第四堂の場合はほとんどがこのタイ プで占められる。

ところが第二次大極殿や内裏地区から出土するのは，ほとんどが6663Cbで， しかも顎の先端を

削る新しいタイプ(曲線顎[[)である。したがって6663Cに関しては，製作年代の古いものが

第二次朝堂院地区に主体的に供給され，新しく作られたものが第二次大極殿や内裏地区に供給

されていることは間違いない。よって，前者と組み合わされる接合式の軒丸瓦6225Cも，後者

と組み合う成形台一本造り式の6225Cや6225Aに先行して製作された可能性が大きし、。

第二次朝堂院地区の建物配置 今回の調査をもって，南北線の朝堂についてはほぼその様相を

把握することができたので，この地区における建物配置について簡単に整理しておく 。まず上

層朝堂院を区画する築地は，下層の掘立柱塀の位置を完全に踏襲しており，区画規模はともに

東西600尺 (500大尺).南北960尺 (800大尺)である。下層の朝堂は束第四堂まで確認されてい

るが，未線認の第五堂 ・第六堂を含めて. 12の朝堂が存在したと推定される。このうち第一堂

のみは梁間 5聞の四面府で しかも中央に笥・った位置におかれている。第二堂以下に対する格

式の差を示すものであろう。東第二堂一第四堂は南北に柱筋を揃えており，身舎西端が東第一

堂の東端に一致する。 間隔は 第一堂一第二堂聞が80尺，第二堂一第三堂問が55尺である。第

三堂一第四堂問は48尺であるが，前述のように柱位置を移動した痕跡があり，当初は45尺に設

定されたものと思われる。なお，古図によれば同様な土廟をもっ平安宮では，第五堂の身舎の

北端と第六堂の身舎の南端が，それぞれ第四堂の北委.南妥と一致する。平城宮についてもこ

れと同じ状況を想定すると，第三堂南妥から第五堂棟i湿りまでの距離は，当初55尺に設定され

た可能性が高い。したがって，第二堂以下とは隔絶した第一堂を除外すれば，以下の南北の間

隔設定は，原則として55尺にとられたとみることができる。なお位置の基準が，基本的に桁行

方向については建物の妻，梁間方向に閲しては棟通りにおかれていることは間違いなし、

上層の朝堂位置は， 下層の朝堂を基準にして決定されている。第二堂~第四堂の棟通りは下

層建物と正確に一致し，第一堂もその特殊性を失って，これと柱筋を揃える。また第一堂と第

二堂は，その南妻を下層建物の南安と一致させており，一方第三堂は.:1ヒ姿を下層建物の北姿

と愉える。したがって，第二堂と第三堂の問|絹は，上層においても55尺と変わらない。ただ上

層朝堂院では，この55尺という問陥設定を第三堂~第四堂問にも適用しており，その結果，上

層第四堂の北安は下層との防1にわずかなずれを生じている。

の
F
U
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第二次大極殿院 ・i籾堂院の建物配置の復原 単位小尺， ( )大尺
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式部省・式部省東官衝の調査(第222次)

第二次朝堂院地区南方の官術については， 1987年度の第175次調査以来，継続して発掘調査を

行っており，兵部省、および式部省の笑態が判明しつつある。今回の調査は式部省の東端部とそ

の東方で実施したもので，奈良時代後半の式ff;l¥省および式部省東官術の機相を明らかにすると

ともに，後者の下層に奈良H寺代前半の式部省関連官1mの存在を確認した。また壬生門の内側に，

平城宮造営当初に遡る大規模な捌立柱の区間が存在することが明らかとなった。

A期 (奈良時代前半) 壬生門西のSA1765と対応する掘立柱東西塀 SA14400と，その東端に接

続する掘立柱南北塀SA14680が設けられる。前者は l問分(柱fIIJ12尺)， f:走者-は SA14400の北側l

で91MJ分，南lI[IJで2問分(柱問 9尺)を検出した。SA14680は，壬!:I三門の中和h線から275大尺 (330

尺)束にあり，両側に雨落榔 SD11990・SD12030Aを宇1:う。SA14400は，南面大垣の心から45

大尺 (54尺) :1 ヒに位置 し， 今回は削平により残っていないが，同様の悶帯構をi，l~ うことが以前

に確認されている。なお SA14680は，式部省京第二堂のおIl通りの位置にあたるが.これと壬生

門をはさんで対・称の位置にある兵部省西第二堂の下層では，指i立柱塀は検出されていないもの

の，両側の雨落椛に相当する 2本の南北ilY':(SD12998・SD13900)を線認している。したがって，

その中央に塀を想定すると，壬生門の内側に，これらの煽!立主1:!}Jf.で囲まれた東西194.7m(550 

大尺=660尺)の大規模な区画の存在を復元することができる。内部状況の究明を含めて，今後

の重要な検討課題である。

この区画の東方には，奈良H寺代を通じて存続したとみられる南北道路SF11960がある。路心
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の位置は， SA14680の60大尺 (72尺)東にあり，両側に側溝 SD11620・SD11970を伴う。宮南

辺地区において，奈良時代前半にこの種の道路として機能した可能性があるものとしては，ほ

かに東面大垣内側の 2本の南北i梓SD4575・SD4335を挙げることができる。この両構の中点は

東面大垣心から45大尺 (54尺)西にあり，それと SF11960心との距向性は107.0m (300大尺=360

尺)である。したがって，壬生門北の東西550大尺の区画の東方に，これらの道路で区画される

東西300大尺の官街域を計画的に設置した可能性が想定される。

式部省東宮1ftfの下層にある奈良時代前半の官術は，その西南部を確認したにすぎないが，掘

立柱塀によって南面と西面を区画する。南面の堺 SA14681は，南面大垣心の北40大尺 (48尺)

の位置にあり，西面の塀 SA14682は， SA14680の75大尺 (90尺)東にあたる。柱聞はともに 8

尺を基本とする。内部には，梁間 2聞の南北棟掘立柱建物 SB14685(柱間 8尺)が設けられ，

その西方に掘形の一辺約 5m，深さ2.2mの大型の井戸 SE14690がある。井戸枠は完全に抜き取

られており，抜取穴の埋土中から約4800点の木簡を含む大量の遺物が出土した。木簡のほとん

どは削り屑であるが，考課にかかわるものが多く含まれており，この地が奈良時代前半におい

ても式部省関連の官街であったこと を示している。主なものを以下に挙げる。

(1) 天平元年八月五 091 (2) 小心謹卓執当幹 091 (3)口故二品吉備内親王宮 091 
[1，)ヵ1 [);ヵ}

(4)コ口阿倍刺匝広l定位分資仁 (286)・25・16 065 (5) 口考日一千五百九十 091 

(6)掃音li司選文二巻 75・17・4 032 (7)一品会人税 091 (8) 五中上 善六 091 

B期 (奈良時代中頃一後半) 上層の式部省および式部省東官街が造営される。いずれも築地

で区画しており，ともに南面築地心は宮前面大垣心の北45尺に位置する。式部省については，

今回東第二堂 SB14700・東面築地 SA12001を確認し 南半音11の状況が明らかになった。一方式

部省東官街では，南面築地 SA14720とそれにひらく南面西門 SB14725，東面築地 SA14730を検

出し，内部には基壇をもっ礎石建物や掘立柱建物のほか，Vi!銅工房が存在することが判明した。

これまでの調査成果に基づいて，ともに 1-3の小期に分けることができるが，厳密な両者の

対応関係は不明である。式部省の東西第二堂は，桁行5問 (70尺， 14尺等間)，梁間 2問(18尺，

9尺等間)の礎石建ち ・床張りの身舎部分と指!立柱の土聞からなり，複雑な変避をたどる。

B -1期は，式部省西門SB14550が棟門で，築地には廊が伴わなし、。西第二堂は東西二面廟，

東第二堂は西府(廟の出10尺)がつくと推定される。式部省東官mfでは，南面西門の北に東西

棟礎石建物 SB14740が建ち，聞を石敷の歩道 SX14745で結ぶ。B-2期は，式部省西第二堂の西

腐をはずして，西面築地との問に掘立柱塀 SA14559を設ける。式部省東官衡の南縁部には，鋳

鋼工房が営まれる。南面西門をはさんでほぼ東西対称の位置に炉や焼け穴が配置され，西南隅

には 4X 1間の東西棟拐!立柱建物 SB14760が建つ。 B-3)切は，式部省西門が礎石建ちの八l湖l門

となり，築地の内似11に片府の廊(築地心からの出は12尺)を付設する。西第二堂の東府，東第

二堂の西腐を取り払しら f走者は東府(廟の出10尺，のち14尺に改造)に付け替える。式部省東

官街では， SB14740と鋳造工房を廃して整地を行い，掘立柱建物 SB14750・SB14755を建てる。

戸、υ。，副
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壬生門北方の捌資(第224次)遺椛匡I(1 : 550) 

壬生門北方の調査(第224次)

第二次i閉堂院地区の前而，兵部省と式部省の中間地域の調査である。兵部省、は東門，式部省

は西門が他の門に比べて大きく，壬生門から北へ続く宮内道路が重視されたことを示している。

今回は，第216次調査に続いてこの宮内道路を確認し，掘立柱の仮設建物とそれに伴う塀のほか，

儀式用の旗竿とみられる多数の独立柱穴を検出した。また平城宮の遺構とは別に，弥生時代の

竪穴住居や土坑を検出している。宮内道路SF14350は SD14351 . SD14352を東西の側部として

おり，側消it心々間距路f~ は約 23m である。 これをはさんで東側に SB14840 ・ SB14841，西側に

SB14851が対称の位置に設けられる。いずれも桁行4問 (10尺等間)，梁間 2間(8尺等!日1)の

東西棟の仮設建物で，北側に柱筋を揃える東西塀SA1484.z・SA14852を伴号。小規模な南北棟

掘立柱建物 SB14843・SB14853は これらとは時期を異にする仮設建物である。弥生時代の遺

構は，平城宮造営|侍の整地土の下から検出した。竪穴住居は 5棟(SB14857-SB14860・SB14866)

あり ，覆土中に弥生前期の土器を含む。SB14860が比較的大型であるのを除いて小型である。奈

良盆地北部における前期段階の集落をはじめて確認した点で注目される。

東面大垣の調査(第223ー16次)

法華寺!日境内の西官(1). 東而大援のわずかに内側にあたる位置で，南北約140mにわたって調査

を実施した。調査区の帽が1. 1- 1. 3rn と狭いため，迂ì*l~相互の関係はつかみがたいが，建物や

塀を構成するものを含む掘立柱柱穴30数個のほか，石組遺構，土坑を検出した。土坑からは幅

88.6cm (3尺).J享さ29.2cm(1尺)のおf灰岩製の唐居!肢が出土している。筏40cmほどの柱の当

たりとなる半円形の繰形をもち 方立と扉の軸受金具のための方形の納穴をあける。礎石建ち

の門において使用されたものとみられ付近に宮東面中門の存在が想定される。 (小沢 毅)
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2.平城京跡の調査

平城宮北方遺跡の調査(第223-2次) 柱宅増築に伴う事前調査。平城宮北西隅から約90m東

の北方にあたる地点である。奈良時代の東西i1lf:，中世-の南北部などを検出した。東西W;:は幅約

1.5m，深さ0.3-0.4mで 事i平瓦6664C (1 WJ)などが11¥土した。このi狩は宮北而大垣 SA2300

やその前身掘立柱塀SA2330の北24mに位置し，右京北辺二坊二 ・三坪の調査(第112一7次)で

検出した東西構 S0250A'8の東延長上にある。その性格の解明は今後の課題である。

東院南方遺跡の調査(第223-9次) 駐車場造成に伴う事前調査。藤原麻呂邸跡と推定してい

る東院南方遺跡左京二条二坊五坪の北端にあたる。床土直下以下で奈良時代の遺構面を計三面

検出した。奈良時代初頭に遡る遺構には，北西部の南府付東西練建物 S85591，東端の南北塀

SA5593，西端の南北j荷SD5597がある。SA5593は坪の東西中指11線にほぼ合致するが，坪を東西

に分割する施設ではなく 宅地内の区画施設と考えられる。その後，厚さ20cm前後の大がかり

な整地が行われ，調査区南部に大型の建物 S85600が建てられる。S05599はその北雨落構である。

S85600の:tf.l!7杉は一辺1.5mにも及び角材の礎盤が使用されていた。推定される柱の直径も30cm

に近い。また，坪の東西中i制l線上に位置するので，この時期に少なくとも坪の東西が一体とし

て利用されていたことは確実で 1坪またはそれ以上の占地であろう。同じ坪の第198次調査 B

区や第204次調査で確認されたような大規模な区画の改編が考えられる。奈良時代後半に入ると

S85600が廃絶し，南西部の建物 S85590，北西部の東西塀 SA5594が建てられ，奈良時代初頭に

近い宅地利用のあり方を示すようになる。SA5592，SD5598も同時期であろう。

東ニ坊々間路西側溝の調査(第223-13次) 応部i建設に伴う事前調査。東院南方遺跡の左京二

条二坊五坪の束辺を|浪る東二tJi々 間路四側櫛 S05021を19m分検出した。第198次調査B区，第

202-13次調査で検出したものの北延長部分で，第123-27次調査区と一部重複する。 S05021は，

幅 3m深さ0.7mで，西岸には護岸の杭 5本が残る。土層は上中下三層のI佐和土，及びその上の

理土の計四!習に分かれ

る。造物には木簡49点，

緑稿Ii皮斗瓦と三彩平瓦

の破片がある。年代を

示すものには，下層出

土の里制及び郷里制下

の木簡，上麿出土の宝

f屯色4(カ)年の木m簡骨街iがあ H川t

る。1U也lに SD5021Iにこ邸邸l 

宅内から流入するこ条

のiiYtS05608・5609を

検出した。

A 

ニ""除問耐1'11_ーーーーーー一一一一一一ーー一一

州，.山l~ ìI'f _一一一一一一-一ーi

i1IZ2J-ST.:Ilf? 
1I1i1鍋繭

第223-9次部査遺構図 (1: 400) 
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右京一条ニ坊八坪の調査(第223-19次) 事務所ピル建設に伴う事前調査。調査区の南西部約

三分のーには秋篠川旧流路が広がる。その他の遺構は全て古墳時代(布留式)に属するもので，

奈良時代にかかる遺構は検出されなかった。造物は土坑からの布留式土器が主体で，短頚壷や

長頚壷の完形品を含む。

田村第推定地の調査(第223ー20次) ピル建設に伴う事前調査。調査地は，藤原仲麻自の邸宅

田村第の故地と推定されている左京四条二坊東半分の九~十六坪の八つの坪のうち，北京隅の

十六坪の南端中央部にあたる。遺構は調査区東部と北西部に集中し 坪の南辺中央部は遺構が

疎である。SA5656.SB5660などの A期(奈良時代初期)， 10尺等閑規模の建物 6B5651・

SB5661 (SB5664はその建て替え)が坪の東西に建つ BWl(後良時代前期)， SB5652. SB5662・

SA5663などの C期(奈良時代中期)， SX5671の整地が行われ， SB5654・5655・5665(SB5666・

5667・5668はその建て替え)などが建てられる D期(奈良時代後期)，井戸 SE5673が存続し，

SX5675， SD5676. SD5677などがある E期 (平安時代前期)，大略以上に区分できる。

A期は最低3区画以上に坪を分割lして利用していたが， B. C期には最低一坪以上の占地と

なる。さらに， C期から D期への過程で・四条条問北小路側溝が坪内の控地 SX5671と一括して埋

め立てられ， しかもこのあと側溝が再度掘削された形跡はないから， D期以降は最低十六・十

五の2坪を一体とした利用が続いたことがわかる。従来奈良時代後期に十坪と十五坪が一括し

た利用下にあったことが知られており (奈良国立文化財・研究所 r平城京左京四条二坊発掘調査

報告一田村第推定地の調査J)，今回の成果と合わせると，十 ・十五 ・十六の3坪の一括利用が

判明したことになる。ただ，L字型の土地利用は考えにくいから， 奈良時代後半を通じて，九・

十 ・十五・十六の4坪が一括して利用されていた可能性は極めて高いといえよう。

今回の調査でもここが藤原仲麻呂の田村第であった確証は得られなかったが，十五坪の大規

模な礎石建物が奈良時代末まで存続するのに対応して， 4坪以上の占地が奈良時代末まで続く

可能性が高くなった。奈良時代末まで基本的には継続した宅地利用が行われているわけで，や|】

麻巴の死後田村旧宮，田村後宮，さらに右大臣藤原惟公の田村第として利用されていく回村第

のその後のあり方とも合致する。

第223-20次調査遺構図 (1: 400) 
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左京三条一坊七坪の調査(第231次) 美術館建設に伴う事前調査。坪の中央商よりにあたる地

域である。調査地は倉庫や工場として使用されていたため，機械装置や倉庫上屋の基礎による

撹乱が著しい。

i立構はほぼ2時期に区分できる。AJ羽の遺構としては，SB5751・5755・5756・5758・5759・

5760，井戸 SE5765・5766・5767，土坑 SK5769などがある。調査区東端で確認した南府付掘立

柱建物SB5758が中心建物で，柱聞は10尺等間， 掘形の一辺は 1mを越える。桁行は 5聞ないし

7問であろう。SB5760はその西脇殿バ相当する建物で，桁行5悶梁行2問。SB5755とSB5759は，

両姿を揃えて南北に並ぶ。SE5766は，方形縦板組井戸で，南1!l1J縦板と械桟の一部が残る。井戸

SE5767は ~ I :戸枠をほとんど抜き取られ， 縦板 1 枚がかろうじて残るのみである。 SE5765はこれ

を改修したものである。SK5769は平町l不蛙形の浅い土坑で， ~~i投古黛産と 推定されるWi花文と

透かしをもっ火舎状土器片.三彩)十，大型のm:'ti器誕数11自体分 r厨Jr回Jr1JIlJなどの墨iJj:土
器の他.大1，1:の土器がw土した。BJ明のift怖としては， fMl立柱建物 SB5752・5753・5754・5757・
5761・5762，~l戸 SE5764 ・ 5768などがある。訪日査区北京都で検1'1\した南刷付建物 SB5753がr.IJ

心建物。桁行は 7111]であろう。Ss5752・5754・5757は柱筋を揃えて建ち， Ss5752・5754は

SB5753の問脇殿に相当する。井戸 SE5764は円形縦板定ILで中火ιこ1111物を11/1える。1111物内から器痕

不明瞭ながら031型式の木知j1 点が出土した。 SE5768は小型で， 被~征組lの~-Iニ戸枠を持ち ， 機板の

外側に縦板を立てかける。j氏中央にはIIII!抜12段を抑える。SK5770は平而:長方形の土坑で，W-:~: 

土器 「飯」を含む大id:の土器が山土した。

今回の調査地は， 宮南辺の一等地でしかも坪の中央部にも拘らず，建物の数も少なく，規模

も小さく，また建て替えも頻繁ではなし、。奈良時代初頭に遡る造物はほとんどなく， A期の遺

構も奈良時代中濃のものと考えられる。以上のような点からみて，周辺で線認されているよう

な上級貴族の邸宅とするには疑問が 58$751 

大きい。一方， 2時期いずれもが東

西棟の主殿と南北側{の脇殿風の建物

で構成されている点は官術的な機能

を想定するに有利である。平安京の

当該坪には大学寮が所在する。平城

京の大学寮については.今回の調査

区を含む左京三条ー坊七・ 八坪説と，

右京三条一坊七 ・八坪説とがある。

遺備や遺物からは今回の調変地が大

学寮である積極的な棟拠に乏しいが，

その可能性も含めて当該地の性絡を

検討する必要があろう。

~y-~日 s;日目

;:ti"SEEMYE7日
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3.寺院の調査

西大寺の調査

第223-1次住宅建築に伴う事前剥査。右京一条三坊十六坪(西大寺旧境内)北端から一条

北大路路而上に相当するが，大路南側溝や西大寺の北限の築地などの痕跡は検出できなかった。

調査区を南北に貫流する SD5615の機能や性格は今後の課題である。

第223-11次 西大寺駐車場における木造多層搭建設計画に伴う事前調査。調査区のほぼ全域

に池が広がっており，江戸時代末期以降の北岸の堤及び西岸を検出した。南岸，東岸に関する

手がかりは得られず，全体の規模や上限は不明。北岸は四王堂との聞に現存する小池まで延び

ていた可能性があり， i也は何度かの埋立により次第に規模を縮小したのであろう。埋土からは

大量の瓦(平安時代以降が大半)と少量の瓦器が出土した。この他に池の導水施設があり，節

を抜いた青竹を松のー木のジョイン卜でつなぐ。池の造成に伴うものであろう。

薬師寺の調査

宝積院の調査 (第223-3次) 庫裏建設に伴う事前調査。薬師寺北門を入ってすぐ束のこの地

域は，奈良時代の苑院の跡と考えられているが，奈良時代にかかる遺構は土坑SK18のみである。

炭 ・灰を多く含む大土坑SKl1-14・17・22・23は11世紀のもので，恒常的に火を焚く施設が近辺

に所在し，生産に関わる区域ないし厨房的な区域として利用されていたことがわかる。11世紀末

から12世紀初頭になると整地が行われ，池SG20が造成される。深さは0.4ー0.6m，水は南西から

引き南東に抜いているが，北西のi'fltSD24からも水が注いで・いた。処々に石をi置き，出向を設ける

など，単なるi留池ではなく鑑賞用の池と考えられ， 北側の子院の形成に伴うものであろう。この

子院は，埋土上層の焼土層からみて12也ー紀末頃に焼失し， 池自体もこの頃廃絶したらしい。

中世ーの造物包含層，及び池のJ.ill土からは多量の土師器，瓦器，瓦などが出土した。土器では，

平安時代末の薬師寺の土器の組成を示す貴重な資料が待られ，薬師寺に土器を供給する複数の

生産工人群の存在が推定される。瓦では，平安時代後期の編年を紺l分できる重要な資料を得た。

第223-3次調査泣桃園 (1: 300) 
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西面大垣の調査(第223-17次) }占 ~ilì建設に伴う事前訓査。 第123ー 18次調査，第118-27次

調査で検出した基底部地山削り出しの薬Ri!i寺西而大垣の延長線上にあたる。北面大垣との交点

想定位置の北区，そのT朽の南区の二ヶ所を調査した。南区の地表には，西面大垣を踏襲する可

能11:のある比高約1.5mほとJの土極上の高まりがあったが，制査の紡栄これは地山の高まりで

あることが判明した。その西で検出 した南北椛は幅約 4m 泌さ約1.5mを測り，北区北端まで延

びて束に折れる。前内の逃一物は16-17世紀のものが中心である。南北j梓は従来確認しているも

のの延長上にありしかも束に折れるので，奈良時代当初の大垣間の市(西二坊大路束側溝)を

踏襲している可能性が高いが，四面大垣本体は全て削平されたものと判断する。

海龍王寺旧境内の調査(第223ー18次)

住宅建築に伴う事前調査。旧境内北部，現本堂すなわち旧中金堂の真北にあたる。東西棟建

物基壇の一昔1;とその外装凝灰岩の残欠などを検出 した。基埴は， 地山を削 り出して造成されて

おり，残存高さは約20CIl1，発掘区の東端及び西半北側で大きく自IJ平されているが， 15mに及ぶ

発掘区の東西全織に及び，さらに発期区の東西に広がる。発畑区の中央やや北東寄りに，基国

北ft!11の化粧材と11主定される凝灰岩の残欠が1.7mの長さにわたってj京位置を保ち，ここが基壇の

北端部分であることがわかる。位置は現本堂の北側から約30mにあたる。なお，柱位置を示す

明確な遺構はなく，建物そのものの手がかりはない。

これまで中金堂北方では，石敷の存在.及び

推定東僧坊以外にはi立構は確認されていない

が，延文元年 5月の 「南者11海龍王寺寺中伽藍坊

室之絵図」には，中金堂の北に講堂，さらにそ

の北に入母屋造基壇建の食堂と党しき堂舎がtdl

かれている。14世紀と推定される「海龍王寺尼

別受指図」においても建物の位置関係は基本的

には同じで，講堂と中金堂はさほど間隔をあけ

ずに建てられている。従って， 今回検出 した器

問は，食堂の基壇である可能性が向い。
第223-17次訓洗 (:1ヒ区)j立椛図 (1: 400) 

第223-18次制ヨ町立lu:図 (左)地桃図(右， 1 : 200) 
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西隆寺の調査

第227次調査 奈良市都市計画道路建設に伴う事前調査。西隆寺の北面築地から北一条大路に

かかる地域である。調査区北半は秋篠川の氾濫と削平により遺構は失われていたが，南半では

比較的良好に西隆寺関係の遺構を検出できた。SA600は西隆寺の北面築地， 50429はその雨雨落

構。築地本体や添え柱などは検出できなかったが，雨落i，Y;:の状況などから，東面同様北面も築

地で区画されていたと考えられる。SX608は礎石据え付け穴で，ここに門があった可能性もある。

なお， S0429には橋SX605がかかる。SA610は掘立柱東西塀。5間分を確認。西隆寺造営以前の

宅地の北限を|浪るものであろう。また，第210次調査区から延びる 2問X2聞の東西線建物

S8425の北西端を硲認した。なお，北半の旧秋篠川流路には，奈良時代の瓦が大量に投棄されて

おり，かなり早い段階からここに流路が存在したことを示す。

第228次調査奈良市都市計画道路建設

に伴う事前調査。西隆寺の北東11凡第227

次調査区の南西に続く地域。全域にわたっ

て古墳時代の遺物包含層が広がる。;IW;数

の小ピットの他， i也状遺構 5G530，建物

S8511など顕著なものがあり，この付近に

は古墳時代の集落が営まれていたことが

わかる。奈良時代に入って右京一条二坊

第227・228次調査遺構図 (1: 600) 西隆寺旧境内調査位置図 (1: 4000) 
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九坪の敷地となると， S8515， S8517，続いて大規模な南北株朔!立柱建物 S8510が建てられる。

S8510は桁行7間柱間8尺梁IMi2間柱!削10尺で東に閥を持つ。l砲の出は11尺。柱拘!形は一辺1m 

近い。西側柱から西へ12尺のところに柱筋を揃えて凝灰岩2ヶ所とその抜き取り穴 lヶ所を検出

し，縁束の可能性が考えられる。井戸SE492もこのl時期lのもので，開形は一辺約 3mの正方形，

井戸枠は一辺約1.2mの方形横板キlLだが，保存状態が悪く，詳しい構造は不明。奈良時代後期jに入

ると，この地域は西隆寺造営とともにその一|淀として区画され， S8185， S8490A， S8495， S8505， 

SA501， SA506， S8525などが建てられる。S8505は推定桁行71日J，梁|尚21M]， 柱聞はともに 7尺

の東西棟掘立柱建物。その後さらに整備が進み.SC180， S81908， S8500， S8521， SE191などが

設けられる。S8500は第219次調査で検出したものの西半部。711丹X4問の大規桜な南北二回廟付

東西棟礎石建物で，枝問はともに 9尺。このl時期には桁行 711¥Jの 2棟の大規模な建物 S8500，

S8490 (S84908 は S8490A を磁石建ちに建て替えたもの)が中期h を揃えて南北に_;i~ び，iL、堂の可

能性が考えられる。西隆寺の子院であろう。S8521は南北棟礎石建物で線石が多数残る。梁間 2

間柱問7尺，桁行 3間以上柱問5.5尺。この一回はSE491の廃絶する10世紀頃まで存続する。

第223-21次調査 奈良市都市計画道路建設に伴う事前調査。西|怪奇=北面回廊の北東にあたり，

第228次調査区の南西に続く地域である。:1ヒ端で‘検出した池状遺構は 第228次調査の SG530の続

きで，人為的な貯水施設であろう。古墳の周濠の可能性もある。奈良時代の瓦や土器の出土によ

り，奈良時代までの存続が砿認された。S8536は古境時代の繍立柱建物。S8546は，西隆寺造営以

前，右京一条二坊九坪の宅地の建物の東妻都分である。西隆寺造営に伴い，SG530が埋め立てられ，

門S8540が聞く築地塀，及びこれから束に延びる塀SA535が建てられる。門S8540は南北方向一

対の掬立柱で構成され，ともに柱根カf残り，

石と瓦が礎繰として用いられていた。 ~tj の

柱穴では，柱の下に西隆寺創建軒瓦

6235-Cを上向きに詰め込んで、おり，この

門が西隆寺主要仰1]1~整備後に建てられたこ

とがわかる。SA535は8尺等間，西から 3

番めの柱穴には柱根が残り，そのj協には木

製暗渠 SX533がJm.め込まれていた。北側の

蛇行i.~f. SD532と南側の土坑状遺構SX534を

つなぐものか。池の上層を埋め立てる段階

で，まずH音渠，ついで、柱根が据え付けられ

ており，その時間差はわずかで一連の作業

である。回廊外のこの地域は，主要伽掠竣

工後に第二次監備の対象とされた地域で

あったのであろう。 主i'l;223-21次部i査遺構図 (1: 400) 

-33 -



頭塔の調査(第232次)

奈良県教育委員会による複原整備に伴う調査。第181・199次調査で明らかになった頭犠の構

造 ・規模 ・変避などによって奈良県が策定した復原蛙備基本計画に基づき，石和の解体及び断

割を行った (範囲は下回参照)。石積の解体は，基壇及び7段の石積と各テラスの石敷のうち，

原位置を保っていないもの，石の積み上げに|祭し不安定なもの，などについて，実iJ!lJ，写真及

びビデオ娠影を行いながら実施した。その結果，頭i苔には結石背後の袋込めの栗石がなく，石

の下や装側， 目地などは全て土であること，基本的には石を据えるための根石や飼い石を用い

ていないことなどが判明した。

断制はjj主上段の心柱痕跡の東から基壇前面の石敷町に至る長さ18m幅80cmの東西 トレンチを

設け，土及び石積の構築法，改修の痕跡などを調べた。その結果以下のような諸点が判明した。

和土は版築によっている。拐!込地業は行っていない。版築一層の厚さは平均的には10cm前後で，

非常に堅く鵠き固められており，明|際に剥離する嶋き固め仕上げ而を多数硲認できた。特に第

一段から第三段では強固な地盤を築くため途中に瓦や石の敷き込みが顕著にみられる。なお，

第六段以上はそれ以下に比べ層も!亨く和み方も比較的粗い。版築の土は色調や礁の混入度など

から大きく凹種に区分できる。主体は，この地域の地山に近似する礁混じり赤褐色砂質土で，

これに暗灰色，黄褐色， 11音黄信J色の三層の粘質土が互層をなす。第五段から第四段付近にかけ

ての暗灰色粘質土は黒色に近く特に際だつていた。石積と版築は基国を除いて同H寺に行われて

いる。すなわち下から順に石を椋みながらその甚を版築する工法がとられている。基国の石積

には石の据え付け掘形があり，埋土から14世紀以降の羽釜の破片と， 13世紀前後の灯明JJ1Lが出

土し，少なくとも東而基坦石積は14世紀以降に改修された形跡がある。

第232次調査断而土層図 (1: 125) 
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法隆寺の調査

若草伽藍跡の剖査(第225次) 法隆寺の子院観音院の改築に伴う事前調査で，橿原考古学研

究所と共同で笑施した。 制査地は，若草伽政塔心礎の北東約50m の位111で，若草仰n~ti束回廊の

すぐ外側と考えられている地域であるが(奈良国立文化財研究所 『法|監守防災施設工事 ・発抑

制査報告書:j)，司âJ査の結*すま事伽1~~の迫肘tは認められなかった。 地形からみても i~jlJ平は考えら

れない。なお，姶良一 Tn(AT)火山灰陪の検出により，若草OAli1:iの乗る尾恨の北側のFJiい部分

を削り，低い部分に蝶土を行う整地の状況の手がかりが待られた。

一方，中世以降の遺構は纏めて椀秘で，掘立柱の柱穴約100基，チ|ニ戸 3基，桃山数条，大小の

土坑100基以上の他，江戸時代の子院の床下収納胞設とみられる方形石組土坑 SX6311，室町1時

代の池状遺構SX6312と南北方向の瓦組H青渠 SX6313などを検出した。本i:列SA6300-6307には本

来建物を構成したものが含まれる可能性がある。揃も性格を特定しがたいが，南東官11で検出し

た屈折する素掘ijYi:S06320は室IIIJI時代後WJの迫椛で.その規棋 (1陥1.8-2.2rn，深さ0.5-0.6rn) 

からみて，子院の区画を構成するほと考えられる。

北方子院跡の調査(第226次) 法隆寺百済観音堂建設に伴う事前制査で，極原考古学研究所

と共同で笑施した。調査地は西院伽鹿北京都，食堂のすぐ北に佐世する。この地域は r法隆寺

伽藍縁起井流記資j司帳J (以下 『資l!~申~~! と略記) の太衆院の一国と考えられ，また法隆寺に伝

存する寛政九年の絵図などから， 1去に喜多院，弥制|淀，知l是|淀の 3つの子|淀の敷地となったこ

とが知られている。

西院伽藍に関わる建物としては，西|淀似l藍"IJl141J線の仮れに近いJ疲れを示す掘立柱建物 Ss

6510・6540がある。Ss6510は桁行4間以上，柱111J3.6m (12尺)で， ;1ヒ去は未検出ながら梁間

総長約9.0m(30尺)の大規棋な南北棟建物。SB6540は桁行41日1.梁 II~ 211tJ，柱聞はともに2.1m 

( 7 尺)の小規綴東西側i建物。 ただいずれも 『資J!~'帳』 にはみえず，西院仰l藍創建から天平ま

法隆寺詩，'，J査{立iu図 (1: 8000) 第225次f~，'，J 3'ti立椛図 (1 : 500) 
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での問，ないし 『資財帳』の建物廃絶後の時期，いずれとも決めがたい。

子|完に関わるi立構としては，区画施設などを検出した。SA6501は弥紡院及ぴその北の喜多院

の東を限る築地塀， S06700は弥初')1淀と知l足院の境界を流れると考えられるill;で、ある。築地堺や

柵などの区画施設の有無は不明であるが， SA6501とS06550の聞が弥t'(iJ)院の間口となろう。一方，

SA6650は弥紡院北限，喜多院との境を|決る堺で，現存する南|浪築地堺との問が弥初J院の奥行と

なろう。発掘調査で明らかになった弥!日院の敷地の規模は， 1873年 (明治 6)年の 「無住ニ付

御届」とある記録に「ー 境内 間口拾六間五尺七寸奥行 二十一間七尺」とあるのとほ

ぼ合致する。 S86502 は SA6501 に I~f.l く桁行 7 尺の棟門で. 喜多院東聞の門。 「棟門明間 人尺

瓦茸 梁行六尺二寸 桁行壱丈七寸」とある絵図記載の規模とは一致せず，寛政九年以前のこ

の門の前身建物と考えられよう。

その他の遺構としては，井戸7基，土坑2基，石室2基などがある。このうち，井戸SE6560は

一辺70cIllほどの正方形平面の井戸で，上音1¥1.7mは瓦片の丁寧な小口和み，その下約70cIllは径20

-30cmの自然、石の野面積みで その下に板材を縦に組んで繊桟で止めている。江戸時代前期の

瓦が多く出土している。SK6530は大規伎な土坑で， i奈さは拡大て、約70CIll，大量の瓦片，土器片

が出土した。年代は，瓦が飛鳥時代から11世紀，土器が11世紀末から12世紀前期に限られ， 11

世紀末から12世紀前期頃に埋められたと考えられる。SK6680は弥勤院の西端， 喜多院との境界

近くに照られた長j~h約6 . 3111 ，短判i約3 . 0111 ， i奈さ約0.8111の隅メL長方形の土坑で，弥勃|徒に|草lわ

るものと考えられる。唐津焼の陶務， m万里焼の磁器の他 r如法経堂瓦明応元年/勧進始テ明

第226次捌ヨtt迂ì11'~@ (1 : 1000) 
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1;~'.三年/成就スルナ リ」と箆容さされ

た丸瓦が出土した。井戸や石室の他，

多数検出した小ピ y 卜も多くは子院に

関わるものと考えられるが，年代確定

には至っていない。 (渡辺晃宏)

法隆寺子院古Igl(部分)



「地表基準線方式」による遺跡の実測

当研究所では迫ー跡の実il!lJ方式として，造方を組んで基準線となる水糸を張る方法を採用して

きたが，種々の問題があり，第213次剖査では，地桃面に基準線となる水糸を直接はわせる方式

( r地表基準線方式」と仮称する。)を採用した。その方法は以下のとおりである。1)座標東西

または南北方向に，基準Sji間隔で基準杭を設定する。2)トータルステーションを用いて直角の

振り出しを行い， illU距しながら基準級交点にあたる地表而にクギを打つ。3)東西及ひ1+，j北方向

の基準線上に並ぶクギを水糸で結び，地表而に水糸によるグリ yドを作る。

さらに第229次調査では トー タルステーションの座標値表示機能を最大限に生かした，その改

良方式を用いた。 1)基準点(または座標値の確定した空搬用標定点)にトータルステーション

を据えて座標値と方向角を入力する。2)東阻または南北方向いずれか一方の所定の基準線の座

標値を満足させるようにポールプリズムとコンペックスを使用してクギを打つ。 3)所定の基準

線に打ったクギ同士を結んでいき，地表面に水糸によるグリッドを作る。 (小野健吉)

調査地区 遺跡;.fJ:J:1t次数 湖資 WI jifl 而fi'1 11o 一:'~'

6AAV 平城1可第213次 9l.J0. 1-91.12.25 2200111' 第二次~JI金|完京第四~

6 i¥ A 1 平減"t;.; ~~222次 91. 3.20-91. 8. 6 2200m' 式部省式音11ヂIm官!釘
6i¥AX・6AAY 平城.;!~. t再224次 91. 7. 1-91.10.25 1600111' 壬生1"1北方

6AAA 平城宮古1;223ー 7次 91. 7.11-91. 7.12 22m' 北而大垣内(lCI

6ADA 平j成'[B.者;223ー 10次 91.9.4-91.9.6 10m' 西而大垣

6ALD 平械をi ~l223-16次 91.11.11-91.11.19 146m' 東而大厄内!日1/

6ALE 平J成-g.第223-22次 92. 1.27-92. 1.28 24111' 耳I而大厄内fUl
6BSR.6AGll 平城京自~227次 91.7. 1-91. 7.31 500m' 商|糸寺旧境内

6BSR 平城京総228次 91.10.18-91.11. 7 700m' pq険寺旧境内

6 A F J 平城京第231次 92. 1. 8-92. 3.31 2600m' 左京三条-J}j七月t

6BZT 平l成ljt7 第232次 92. 2.15-92.4.15 15m' 政権

6sSD 平j成育E 寄';223ー l次 91. 4. 9-91. 4.15 110m' 西大寺旧境内

6ASA 平j成京百';223-2次 91. 4.23-91. 4.28 30m' 司1:j成k;北方

6BYS 平城京 ~ï223- 3次 91. 5.23-91. 6.29 200m' 器~r.llj寺:3，: -lìW;\;

6AGR 平j成長{ 第223-4次 91. 6.13-91. 6.14 56111' 右京北jll.二坊

6AGf 平j成五〈 第223-5次 91. 6.18 7m2 右京三条-t)j十坪

6ASA 平城京第223-6次 91. 7. 1-91. 7. 3 48"，' 司!.l成冶・北方

6ASA 平減京第223-8次 91.7.29-91.7.30 15nr :o:p:域';i\ ~t1j

6Aff 平城京第223-9次 91. 8. 6--91. 9. ，) 8001' 東院iti方泣湖、
6BSD "r-lJ<<京第223ー 11次 91. 9.17-91.10. 7 472n，' ]14大寺境内

6ASB 平城京第223ー 12次 91.10. :j 3111' 平以7可北1j

6Aff 平械京第223ー 13次 91.10. 7-91.10.16 80"，' 左京二条二校i
6AAN 平城~、 白1~223 - 1 'I ;j， 91.10.22-91.10.23 8"，' 市!定ï~ïJ'(t東辺

6ASA 平械京提~223ー 1 5次 91.11. 7 6nr 平城"s・北方
6BYS 平i成京第223-17次 91.11.20-91.12.5 270m' 薬師寺西而大屋

6sKi¥ 平減京第223-18次 91.12. 6-91.12.20 60m' i毎龍王寺旧t;/:I勾
6AGA :;r- Þ，左京白1~223ー 1 9次 91.12. 9-91.12.18 2oon，' 布京一条二坊八坪

6AHI 平城京第223-20次 92. 1.10-92. 2.20 425111' 凶付第4ft):宅地

6BSR 平j成芸¥ ~;223-21次 92. 1. 6-92. 2. 6 236m' 西隆寺!日境内

6sHU it; I~"Í' ~l225次 91. 4. 2 -91. 6.28 600111' 法隆寺境内

6sHR 法院寺第226次 91. 6.11-92. 5. 6 2800m' 法隆寺境内

1991年度 平城宮跡発品目前，]j!品目発抑lrJ，~Jt一位
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神戸市の歴史的建造物調査 (2 ) 

建造物研究室

建造物研究室では平成二年度に神戸市の依頼により，市内北区 ・同区に現存する文化財米指

定建造物について悉特調子Eを尖施した。これを承けて三年度は，茅ti'民家およぴ.寺子J建築のう

ちの主裂な建造物について詳細nな制査を行う こととした。J共L休的には111

w宇F代の代表的なilifIIt (t民〈家8幻3私材練1(，寺社30件49棟)を選択し訓告:作成.1UJ京訓査，現状平而閑 ・

断ÏÌlÎ阿 ・ 梨椛同作成. 写真~lli;;'与を行った。 併せて会図的にも析な造存状況にある茅茸民家併の

保存 ・前用の施策を検討するための集落捌査をキ111戸芸術工科大学に依頼し，尖施した。

1.茅葺民家

建立年代 m立年代のlI(li尖なものは*本勲家(元禄11!I) ・*木純一家 (3i:J汗七) ・爪生栄之介
家(安永'ヒ)の三線しかない。IJIj二者は小!せだけが当初jで・あり，爪と1:=.家のみがほぼ当初jの姿を

とどめている。その他では元保十四年の祈彬札を持つ前中家が17世紀級末に入るかと想定され

るにすぎないが，前中家も後|止の改造が務しい。18世紀に人るものは10線を数えるが，これも

ノl、}j;:だけ古いものがあって 小院を残して判的1¥をすっかり]収り桜える方式が意外に深く恨付い

ていたことを示している。 ただ何ì~文ノl、h!・だ、けを残さねばならなかったのか易~ I : ij として残る。

平画 部!査地区は平人と芸人 (県-)']型)の混在地:;17であり，今回の司1';)査も平入が57羽1.'*，入が

26r~( となった。 両者ーの分布域は，帰}iJ! と県j:ltの国JJlで分かれ. 以 )'] 型は県j:ltll!ll にしか存主1: しなし、。

平入は二Il¥fl収が4練.iiIj }'i~敷三川]阪が 1 {~( (似し19世紀IJIIJUJ)あるものの，他は四主から六21

の定型的な平而である。一方妥入は①通常の県ナJ'型で， 総の !主~行きがー 11\1 あるもの， ②縁の奥

行きが'=1".11¥1からILY)~しかないもの. の二1iY'に分類する こ とができる。 このことは重袈文化財ーに

桁定されている県)']型民家においても l認められていると ころで，今回の調査対象ではヰ1・g!i-の 7

械 (I'illl町|人jの県灯型部l査数8材O.大沢の 3{~( (lfil 8 {~O . i，f;}，?:の]練 (I'il4株)が②に属する。

特にギr !J!Y'IIIrに②のm型の山める比率が大きいこと ， ②の矧型の小屋創lは純米のみの小l以t~:l lが多

いという点が住目される。①の類型で株京のみの小!i{翁lはiN，:下家のみで，大半は叉首Mlである。

このことは①の知型の殆どが19世紀の新しいことにもよるが，をえ::iK七年の爪生家も父|可制lであ

ることからすると， ②の平而と束のみの小jせ剥lは衛艇な|品!係を持っていたと見てよし、。

主屋のクド ・流し 民家でJI~ も 改造の大 き いのは土 I I\Jjjl1分で，特にクドや流 しの廻りであるが，

近|止末ないしは近世末の形態を存続していた明治JUIの遺桃が少数見11'，せる。近世-末の例では流

し??而の墜には妖双窓を設け，水市1を流し下の??I前側に設け，縦fUi各三尺程度の木翁iの小さな

戸棚をti:に打ち付けている。明治に入ると流しの右端に上水iRIを設け，窓が|経子になり，流し

の上に棚を設けて雄市iiiはされているが流しそのものは似で作り 中央部を一段低くしてili:1止

と変りがなし 、。 なお刊区では主fii7T而iないし側而に fíJ }~ ;:で屯尿を設ける例が目立つ。

東組の類型 調査対象の1付，束剥lの小以剥lのものは27械で.これらの小民組の椛造は大きく，

。xuqJ
 



①オダチトリイ組系 :①一 lオダチトリイ組 ①-2オダチトリイメ川井用，②点立系 :②ー

I .J.!~のみ ②-2 来えI"IlJf:川 の |剖 jJ1~~1 に分けられる。 これらはあるなl床での構造的発展の段|併

を示すと考えられる。ただどの別式をとるかは千Iffiとの関連もあり.またその構造的解釈も小

屋術造だけでは説明は容易にはしがたく， 1むの喪主を勘案して理解する必要がある。

2.寺社

中世遺構 新1'!f寺本堂 ・:;1-T刊11竹本殿の二fJ!iの'1'111:遺|昨を見出した。liij者は本給的な茅.iJ三IlIJ

4;tで. )人j部は一室.背百liに後声を設け，梨燃は一切比せない簡素な土l'i物で，反りtfiiしのある明

らかに中|止と認められる部材が多く残り，棟木3れから主要部分が天正以前に遡る ことが純認で

きる。後者は立匠から凡てさほど古く遡るものではないが， 16世紀後JYJのill築と推定される。

中世仏堂形式の本堂と修正会 調子正した近世の仏':佐8仰の1);1，石楽寺 .t'1:i毎寺 ・近江寺の本官

は内部を内陣 ・礼堂に分けるrj111t仏全形式の、1-:1耐博成で，t'U毎寺が架械を一切見せない|人Jiii¥ '4:: 

問を造るのに対し，1也は梨i昨をよLせて中111:以米の伝統をヲ|いている。近江 ・性海両寺では背l伽-

lí~l に炉を切って， 能りの日I\J主としているのも興味が引かれる。 この li阿部尽に同寺:!I{修正会のJ必

の所作:の手順を書いた板札や鬼の持物が[斤かれて.修正会に使われてきたことが知られる。

有馬温泉と寺院 有馬温泉にはi141良神社のある議集山々i陀にj品泉寺 ・短梨王子・念仏寺が集中し.

i品以の信仰の中心として機能してきた。現在のi品泉寺本全は天I!fJ二年.傾Wi寺本堂は天明元年、

念仏寺本堂が正徳二年のill立で. 変化の激しいj品 ~jU也にあって . 近 111:の宗教施設がまとま って

伐っているのは稀有なことである。また中1":には宗教者ーがIUi泉を竹:.enしていたが.天正i)=:川の
iめ111(祈馬i毘泉)代打三人の|人lの一人のrH絡を継ぐ舟偏寺本吹も方丈形式の上質な逃備である。

農村舞台と能舞台 神十一1:吸いlに出村舞台や能舞台を設ける例が少なくない。I12村舞台は山田 -

i炎infに名3.f'~i. 押告1\谷に l 似.百l'7倣が現存し.近Iltにはもっと多かったら しい。能舞台を持

つや!ttl:は山田 ・憾谷に作!被.平!J!T'に2械が知られる。tZ村株台と能妹台の分布を見ると.111 

明石川城に能舞台が，美麗BIU或には農村舞台が多く.分布J或が大凡分かれる。手保年間成立の

明石記に記された能妹台はいずれも近位以前の郷 .:11:に|刻わるネ111社にあったとされている (f新

修神戸市史 歴史編山 J) 。 ただし北区は中 l止以米総~'との本拠地であったHi皮や県津に近いとこ

ろで，'1'世ぶから近世にかけて悩王流がi炎I"fのj色に似を';Jiっていたことが i:炎I"fの百前家に|υl

iえの{ぷ1:: 1.H~r政されていることから知られる。 こうしたことからすると北|互に能舛台が好iど比

られないことは市民に!dぜられる。近!日:になって秋川伎の流行と共に能T!r:Gが山村舞台に変化

していったとも想定されるが.この点についてはなお倹んlが必1iであろう。

神社意匠の特性 北区内区.のr111-t1:本殿では粁JR似J瓜1.Jとして;切合派手な!J:I圧を用いるものが多

い。 特に去蓋~(~尊神社本殿と八多干111社本殿では身??は二手先， IJlは出議iとして組物を絞符とす

るだけでなく .庇組物の背商側の手先に雲の彫刻を施した花肘木をi町き桁日ーにも繰形を付ける

手の込みようで， この地域のH殿の一つの代表絡に ~j~げられる。 六条八申肘11時J:本殿は大斗に繰

形を付けて絵様肘木を多川した特児な古:1医の-tl:敗としてii: 11される。 (山岸'JR人)
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秋田県の近代化遺産総合調査

建造物研究室

秋 IIIL!i~近代化辿肢の総合前j査は，平成 2 年度から始まった。 対象物件を綱引1:的にひろいあげ

る第 1次部l査からスター 卜し 第2次司I，J査では リストアップされたがJ]，300件の物件のうち約 3

分のlを選定して， ìL~了(，:や現状に |刻するやや詳しい訪日査を災施した。 平成 3 年度は前年度まで

の成よtl:をうけて，とくに霊裂と思われる物件を57ヶ所]11f'1:選びだし，より詳細11な調査をおこなっ

た。第3次調査の対象物件は.産業関係 (4]ヶ所85件)・交通|品l係 (14ヶ所24件)・土木関係(2ヶ

所 2件)に分かれる。

産業に関わる遺産 出業，林業， ft蚕 ・製糸 ・織物救.鉱業(鉱LlI'?i1I庇1)，水力発電，痢逃 ・

隙造業などの諸産業にかかわる逃肢を部l査した。 ここでは ， 秋凹県の近代化を ~ftilliする担い手

として，とくに重裂な役WIJをはた してきた鉱山とilh日:1についてのべておく 。

私 l 日の鉱山 は，佐竹i鮮の J!~-im( と して近世-から稼動しており ， とりわけ阿仁銅山と院内j.j!山が

企図的にその名を知lられていた。維新後まもなく，小坂に C・A・ネ y トー，大誌に R・カー

ライ ル，阿仁に A・メッツゲル 院内にc.パンサ等の外国人が如月号され.鉱山技術の近代化

が1Jt.動しはじめる。その後，明治33年の小坂鉱山における自燃製糾j去の確立を契機として，鉱

山の近代化は大きく前進したが.ij没後.鉱石枯渇により IU'J鉱 ・休山があいつぎ，現在では，わ

ずかに小坂で銅の製糾業務が存続しているにすぎない。こうした斜陽化にともない， 続々と|刻

辿施設は撤去されてきたが，それでもなお多くの遺構が強り .鉱山全盛期の而i訟を伝えている。

とりわけ小坂鉱山には.45件もの|刻述施設が現存する。そのなかには小坂鉱山事務所(明治

381手)や康楽館 (1百J 43年/県指定文化!!n なとεの宏，jH(f胞な i.:~ )!Jl木造建築，旧延針"1場 ( lfiJ 3811~)

や屯練場(同42年)などのたu瓦建造物 さらに旧鋳造イ1:上場 (1古J37年)や元山浄水場il&.過室(同
38年)などの木'丹矧!1C壁の建造物がふくまれる。このほか，院内銀山の動力源として明治33年

に峻工し，現在なお近話1 : に~ t1力を供給しつづける儲山発泡i9í- は，秋凹 L~~ -M:古の発屯所迂i:Wtであり，

特典な石造近代建築として注目に{ilIする。

15. illl回も，やはり明j台の初めから， s. s.ライマンや E'ナウマンが，院内.JI!!川.i~~ 

川・ 以川などのilh回を制査し，良好なれ10百を確認していたが.経営にみあう機械操業:が可能に

なったのは，大正末年からである。 しかし近年， ill耐の品!iiMから次々に1lh聞は閉鎖され，現

在なお探illiを続けているのは|境内 ・組リ11. :u川の3地区のみとなった。

これらのilll凹では，いずれもロータ リ一式の機械掘りをおこなっている。仁賀保IIIfの院内ilh

旧を例にとると，大正1 211~以来394 の illI :J 1のLがほられたが，現在稼動中の井戸は89坑で . 9ケ所

のポンピング ・ パワー (P p) が健在である 。 pp とは， 組数のi ll l :J l : を開削するための動力 iJJ;[を :~.:

l床し.30-50馬ブJのモーターが州えつけられている。このモーターによ って生じる縦回転辿動を.

4オパン ドというTtl(径約 5rnの鉄製リ ングによって横回転辿1UJに変換し. さら に材パンドの下に
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とりつけたエキセント 1)"/クによって水平方lilJの杭復運動を生じさせる。このエキセン トリッ

クに10本あまりのプー リン ク・ロッ トをひっかけ，そこにワイヤーロープをつないで， ;j(II寸t

復逝励をirll:J1ーに伝達し，採集ポンプの{立ji'i:でこの水平方lilJの)Jを垂il!(方lilJの往復逆動に変換し

て，illlとガスをくみあげるのである。きわめて素朴な:t:silll手法ながら，近代H託業技術の九i問;を

示す生き ~iE人と して，口頭;な逃肢のーっといえよう 。

交通・土木に関わる遺産 |注上交通(迫路橋梁 ・鉄橋 ・トンネル ・駅舎 ・機|羽車W)とがiii:上

交通およびi在的施設 (防波技t . 倉庫 ・ 台場跡・上水道水iJ~[地出堤 ・ 砂|坊tl~ :t)ü に|品!する遺産を

部j査した。交通関係のj立産のなかには，江戸H寺代後期lに遡るものもふくまれている。尚磯森台

場跡 ・金iili谷場跡などの幕末の軍事施設 18世紀から建造されていた波|徐石垣.さらに佐竹秋

田滞の務tiであった土111(.[淡御悩などである。建築史的には， 土111年淡に伐る 4練の企Ii1Iがとくに

注目される。4，悦のうち 2械は械J守柱上のJi].)J.j木で練木をうける古風な椛iiiをもち，~~の }~ll

剖lも進んでいるので，幕末以前に遡ることはtltJjJ]1いない。一方，素朴なキングポス ト・ トラス

を梨けたのこりの 2械は 文書記録により明治]3{1~の建造と知られる秋田県JI.z古の洋小出建築

である。I.. Jじiiu:j)s系の倉時でも， II;~ 

と思われる9船;丹j川i港巷の旧均船{n}川合E雌|巨I . 米i合Tは，土械の外壁を石リ~J~ りにした力強い外観をもち， 1)吋li

の小}_3-Hd lにはキ11小1匿とよ'(，小屋の:t)r !l~梨ì lYj: を採用している 。 し寸2れも，秋田の地域性をつよく感

じさせる近代産業建築といえよう。

文化財としての近代化遺産は r生きている」対象として保持対策に多くの性Iljilfをともなう。

また近代産業1/It:iilの解体のなかで j必絶の危機にさらされているfYtlも少なくない。 しかし， 日

本各地で花I1~J いた近代イヒの係史を J-lー体的に物百ff る遺産としての官11耐-は大きく，保存と活用のた

めの早急な対応が盟まれる。

調査の成来は r秋田県の近代化遺産 一日本近代化退院総合前!査報告書一J (秋聞県教育委員

会， ]992年3J'J)として刊行した。 (浅川i*f.男)

I LI こlニ附淡i制IïI~U (l O-~J ' :í~)I I") 

小紋鉱111事務所 ILlU[lJII氷1.'iWi而|立l
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飛鳥池遺跡出土の木簡

飛鳥藤原宮跡発掘調査部

1991年度に実施した飛鳥池遺跡の調査では，藤原、宮期のtl主和層と考えられる炭層及び羽l炭層

から総計103点 (うち削用、9点)の木簡が出土した。出土した木簡の主な釈文，あるいは出土遺

構については次年度に刊行予定の 『飛鳥 ・藤原宮発掘調査出土木簡概報 (ll)Jで報告するので，

ここでは本遺跡、の性絡を考える上で注目すべき木簡を中心と してその概要を報告する。

木簡iの形態的な特徴としては 第一に木日liの出土総点数に比して削用、が少ないこと，第二に

完形品ないしはtlt積中に折損したと思われるものが多く，藤原宮跡出土木簡に顕著に見られる

ような徹底的な割裁を受けたものが少ないこと などを挙げることができる。

木簡の年代については，年紀を記したものが全くないが，荷札の中には国の下に置かれる行

政単位を評と記すものがある[(:D・⑤ ・⑤ ・⑦]のに対して，者1;と表記するものが全くないこと，

また評の下の行政単位について里とするもの[⑤ ・⑦]と五十戸と記すもの[⑤ ・③]とが併

存すること，などの諸点から，大宝令施行 (70]年)以前で，概ね五十戸制から里nHJへの変更が

行われた時点を含めた時期と考えることができる。

また木目Iiに記された内容で，本遺跡の性絡を考える上で重要な点としてつぎの諸点を挙げる

ことができる。1)釘 ・針 ・小刀など製品と考えられるものの記載のある木簡が出土し[① ・⑬ ・

⑪ ・⑬].またそのうち釘の雛型 (様)も出土している[⑬]。これに対してこれらの製品を作

るための素材と考えられる鉄の記載も見られる[①]。これらは木簡とともに出土した遺物に金

属1m工関係造物や鉄製品があることと関連があると見られる。しかし一方で出土造物に見られ

るw・ガラス製造関係のものに対応する製品あるいは素材に閲する記載をもっ木簡が見られな
い点は留意される。2)製品の供給先あるいは素材の提供者として「内工J[⑬]・「石川宮J[①]・

「大伯皇子宮Jr大伴J [1②]などが見え，「内工」は官司名である可能性があるのに対して「大

伯皇子J r大伴」など個人名が見られる点は，本遺跡、の性格を考える上で注目される。なお「石

河宮」と体部外面に鎧脅した7世紀末頃の土師器鍋も出土している。3)評制下の地方行政組織

を通じて当地にもたらされ，消費された米等の荷札がある[⑤ ・@ ・⑦]0 4)付札には工人が生

産した製品に付けたものと思われる付札木簡がある[① ・⑮ .@]。

その他，本遺跡出土の木簡には，次ぎのように注目すべきものがある。])比較的まとまって

出土した伊予国の湯評関係木簡[(:D・⑤]の内包する諸問題， 2) r児島マJr口止伯マJr裕人マ」

など，未知の音1¥が新たに多数知られるに至った点[⑤ ・③]， 3) r大伯皇子宮」 ・「石川宮」な

ど飛鳥やその周辺地域に点在していたと思われる宮が時認されたこと，など，今後に多くの検

討課題を践している。 (橋本義則)
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興福寺所蔵聖教の紙背文書

歴史研究室

興福寺所蔵の聖教には，紙背文書があるものが比較的多くみられる。その主要なものの一部は，

r奈良六大寺大観』等で紹介され，奈良国立文化財研究所年報でも，1960・1970・1981・1983・

1984各年報において紹介されている。

今回もそれに引き続いて， J，l縞寺所蔵の聖教の紙背文牲のうち，鎌倉時代のものについての

翻刻を行うものである。

経箱第十函には，維l1t会関係の論議1iEが9点収銀され，そのうち 6点に紙背文相:がある。経

絡第十函に収められている聖教はすべて鎌倉時代のものである。そのうち，建久四年 (1193)

の具注暦をもっ正治二年 (1200)自:写の論議草や弘安九年(1286)の具注!替をもっ第七品数尋

思別用のごとく ，具注暦の紙背におかれた聖教も存在するが，文書の紙背に脅かれた聖教も多し、。

「論議草 (成定為俗j於此立二所)J (第10函2号)は，建長五年 (1253)六月十日三松末葉承

遍沓-写にかかるもので，表紙を含み15紙あるが，五iL~背文f!?は第 9 紙目を除きすべてにある。 そ

の紙背文書ーが， [1]の (1)から(14)の文舎である。釈文倒械の順序は聖教の巻首からの順にし

たがっているが，いずれも書状で，年付きのあるものはない。しかし，紙背i'i:状の日付けにつ

いてみると， 三月二十三日から四月四日の!切に限られ，一連の書状もしくは一指の哲:状と考え

られ，紙背柱状は，いずれもが建長五年のものと考えてよかろう。さらに，これらt!l・状の充所

は承遍と明記されているものはないが，jJ!，{ね承遍充てであろう。

紙背文牲の多くは，本紙のみや，札紙のみで，内容的に完結するものは少なく，その内容の

全容を捉えることはできないが.そのなかでも，その文言に「御訪」に関するものがいくつか

みられるのが注目される。御訪は扶助的贈与慣行と規定され，それが次第に義務，負担となっ

ていくものである。上京 ・下向などの|祭に御訪が行われていることが，他の紙背文相・により知

ら れる。 その御訪の青|・会は概ね~H~1;t，:が行っている ようであるが，事情によ っては，なかなか順

調には施行されなかったようである。

なお，承遍書写の聖教は第十面に，もう一点ある。それは，「因明大疏私抄J (7号)であるが，

その紙背文作については，年記のあるものを中心に数通釈文を紹介する。嘉禎四年(1238)の

大蔵氏の識論文や弘長三年 (1263)のいわゆるこ字書出(奈文研年報1984p38参照)がそれで

あるが，それ以外にも維摩会竪者の論姐に閲する告:状等に興味がもたれる。なおいわゆる二字

書出は，「相違因(第11函5号)Jの紙背文性に，仁治二年 (1241)八月，九月のものが比較的

まとまって残っている。 (絞村宏)
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平城宮式軒瓦の同箔関係の調査

平城宮跡発掘調査部

考古第三調査室では，平域'f;fおよび平城京J或で11.¥土する軒瓦のliiJ'i1立|刻係について縦続的に捌

査を実施しているが，そうした近年の訓査成果のいくつかを報告する。

壱岐島分寺の軒丸瓦6284A

平城宮~q:瓦編年第 [!UJ の * 1:丸 lf.である 6284A は，ほかの6284型式と同じく，第一次大偲椴地

域に多く分布している。]987年度から開始された壱|岐品分寺の発掘割査で，これと同箔とみら

れる軒丸瓦が出土したため，長崎県教育委員会において実物による]!((合を行った。その結果，

刻lI i~11にわたる文様配列とともに箔備が一致し 阿倍であることが磁定した。壱岐品分寺例は，

平域符1I¥土のものに比べて箔似が進行しており. lI~mJ的に遅れることは IIlJ迫いな u 、。 また， )J台

土や焼成が明らかに異なるうえに，前者は般合式でありながら 1L当裏而下半音11に周堤状のi白i

まりをもっという特徴を備える。こうした特徴は，九州の 7-8世紀の軒丸瓦のいくつかで認

められており，平城山とは異なる工人が製作したことを示している。よって箔が移動したこと

は碓尖であるが，その年代を含めて，壱岐均分苛ニないしその前身寺院 (r延存式』巻2]玄手作者モに

r:_u: 1岐 I~~直の氏寺を嶋分寺となす」と

みえる)の造営と中央官術との|刻わり

を検討する上で:ill:裂な資料として注目

される。本例は，現在までに判明した

平l成宮問箔判:1{.としては，J設も泣|同地

のものである。なお，この成果を合む

壱岐111(~分寺の発J居間査報告(長崎l県芦

辺 IIIf教育委員会 r壱l岐 øl!~分寺 1 J ] 991 

年)が刊行されている。 (小沢毅)

大和輿福寺の軒平瓦6682E

壱岐)::.;分寺 6284A (1 : 4 ) 

本朴平瓦は1986年の第]74-7次で興祈寺旧境内から1'1¥土した。現{I:まで平減宵京をj国じIIf上ーの

発見例である。 瓦当文様と l"I ~~jgjtiの特徴から平城宮ilfr瓦編年第 nlYJ後半(天平初年一]7年)の

作と考えられる。文株左第一単位第二支葉の|付考古1¥の不自然な炎11¥箇所から，下野菜師寺と捕

JP-l ìHí:口 J~1i寺出土の*1'平瓦と同箔である可能性が11\てきた (II(;J本来三 r l司箔*1'平}LについてJ r考

古学雑誌』第60巻第 1号 1974年)0 1988年京都国立W，i物ftl~主1mの~当日IJ展覧会「畿内と東国J 1剃

1t~J閉 IIIJ ~Iコ，興稲寺例と下野菜 ßi!i寺例との同箔|長l係を確認した。 |吋本氏は箔侮i並行によって下野

菜 nili寺から橋燐i昨日廃寺への氾型の移動を桁摘した。 興有~I;寺例は r!lllJ-ìー のため箔似進行による比

較ができないが. :mの形状がHll k4Ît却であるのは指陪消口 ~ti寺ーに近し、。 これに対して下野~Oili 寸­

!YIIは沌い段段iにイト卜げている..... .11-'.十仙の付近では「ならシルクロード‘博覧会」に伴う発抑制究
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下野薬師寺
6682E 

4高磨溝口廃寺lj'
6682E 

大手JI興術寺
6682E 
(1 : ~ ) 

が安良県立極原考古学研究所によって尖施されており，今後残存状況の良好な6682Eが発見さ

れれば.箔型の移動について解符を与えることができょう。 (佐川正敏)

平城宮の軒丸瓦6284Eと6282Fa

両者・は弁を秘的に表現した絞弁 8 弁0j}!，~文で 川弁がB系統 il:l.J且な中11;:の蓮子数が1+ 6， 

外区内総の珠文数が24 ， 外区外縁の科l銭'iWi数が24，外縁の)I~ti~が傾斜縁 日 であるというように，

中房中心辿子の大きさの追いを|徐けば， 祁特徴は一致する 。 さらに阿者の文材~ij:1lI 音11 の位世間係

も一致するので， 6284F'aは6284Eの中民中心迷子を大きく彫り jf(したものと考えられる。とこ

ろで6284Eは平城宮車FIじ制年第1:J日J(手11$同元年一養老 5il~ ) に， 6282F'aは節 目JUJ後半から第111

Jmにかけて (天平初年一天平主宇元年)それぞれ位iiiづけられている。6282Faはさらに弁を彫

り直してF'b となり，天平宝~二年IIIj の平減自の改作への使mが考えられている ( r平城宮発抑制

査報告 :¥IIIJP.337 1991年)。 つまり6284E -6282F'の氾型は平城7iI造営以来約半世紀に波って

使用し続けられたことになる。目下知られる奈良川代で'1，立も，口、の長い氾型といえよう。

(佐川正敏)

マ~E 6282Fa 何者の比1肢

- '19ー



平城京出土の祭木

平城宮跡発掘調査部

袋良そごうill設に伴う左京三条二JJjの発掘のうち，]97次(jlo]j主(1989年]月一 3月)では.長

j設王山iの北に接するこ条大路上に京j!出向。SD5100を検/1¥した。この桃は737年 (天平8)-739年

(天平10)頃にfkllったごみ給て肌で，仙の幅は約3m ， 京I川の l~ さはが~130m におよぶ。 さて，

土保や木fiiiなど多ill-の造物がJft航した111，'を抗liり進むうち，，W:I犬品がWj!fj60cmXIN北50cmの純IJij

に幾J(にも折りAなって見つかった。旅の長さは15cmから25clllほと¥太さは 5-6mmあまり。

やや大きめの'，1111り特に似ている。体状11111の下部には伎のーi:il;がみえる。7Kの身のi:if)分は羽lい網

代総ーみ.総はUh';とする。網代は 3-11 mm~G\に整えた材を 1 lii. f立が2cmG~に細み. かな り |組問

がある。?I(の大きさは，結がが)40cm残イf:するのでこれよりやや大きい程度であろう。絡状品は

旅の紘をおおうように散乱している。はじめは未使用の木附かと考えたが，ややキ111いJニに宇や

:.n ~J~があるものはなく.料iI巧15オド ;ð~がギUJ となった。 おそらくf.G~木を 7Kに雌った状態で泌に投

棄したのだろう。

rけには)I!-f史の|絞に)ji..を拭う本のことで，糞べら.f蚤*.m本とも呼ぶ。id近では. t;，j liuJ市の
太宰J(.f鴻11幻'ff遺跡やj底原京右京七条一坊の1'l!)~r跡から凡つかっているが. 197次の(J，¥]j'f.当1I.¥;rま8

世紀に遡る明確な例は未詳であった。珍しい事例であるので，記録 (閃と写:点)を作成の上.

jI(を中心とする日1;分をとりあげ，保存処理した。鈴木や然は P.E.Gの20%浴液をイ討えしたあと

凍結乾燥し，土のi:il)分はイソシアネー卜系合成樹脂の 5%治械を合以させて硬化した。

(余子桁之)

野木のIL¥土状況 (1: 10) 

ハU
F
h
d
 

保存処理!がすんだ潟水



動物遺存体の調査(8 ) 

埋蔵文化財センター

本年度行った動物泣存体|刻述の主要な部l査には以下のものがある。

千梨県文化l!~セ ンターの行った多古IIIJ・雨情当泣跡の?J，'，J :tEでは.向然河川の古明時代から中近

世にかけてのJjHW土からウシ，ウマ.イ ヌ，ニホンジカ，イノシシなどの什と，ニホンジカの

中手什と IJìif(j を川IT した I:I~lH:特有の鎧の古1¥品，符などが11¥二1'.した。この結果，この遺跡では中

世の人述が弛!I'..'九の処理に当りながら uii f(jゃ什の刻IITにも係わっていたことがIY.Jらかになっ

た(松:J1:l;n99]rHi併当追跡11¥土の動物迫存体J『多rLi111]" IH 11'，'当迫tU*J 千葉県文化l!~'センタ­

pp.]30-142)。

藤原市M査部が;II.~ß;(京社i };( 7条 1目的Jlli北1'1'において検，"'，した似m逃椛と思われる土坑の土撲の
分析を，粉川lI(j平氏 (大阪千代田短期大学:純物分~[学) . :.t. s;t正ly'J氏 (天理大学 :花粉学). 
r.IJ !Ifj'益見氏 (;:i~:"よ宙産大学 :コプロステノール分析).1:(止kJl.ifi犬氏 (大阪ili自然史博物館 :昆虫

学)らの協)Jを得て行ない， 1付脊物を明かにした。 その車内~. 千宇都の糞Hl，消化器千(を経て排

illl:されたコクゾウムシ，ウリ，アサ，ナス，カ タクチイワシの+W')'l'なと'の干'r::('{をI引かにした。

さらに待生出の検11'， を幾人かに依頼した結来. 金h;1正子氏(元~liJ院臨床検査技ñîli ) が，土成'11

に大;I(の回lIt，縦!.l!，Wi川l以!.l!，JJFI放出などのql.jが合まれていることを発比し. 考古学での日

本で!~初jの得止!.l!の報fi? となった。 微刻lIili物の綜集には. 一般にはふるいを使うぷ洗選別法，

J~!.l!や敏子なと'の比mの小さい造物を如上がらせて採集する i手遊造物j:i!I ~J Jj (フローテーション)

it~ なときが有効で， さらに小さな花粉. 寄生虫1mなどについてはiJi.: i似分自IW~が必裟て、あることを

確かめた。金原氏らは平城山二条二!)j坊IIIJ路il4'IH1Ji，'l;:にもJ，iJ線のtゐ4ニリ!qJ.jが存在することをW9e

比し， その紡栄を符て.松:JIーはその上流の樋状j針l'lt(節202-13次.1989:'1三j立tl先羽()を弘仁6(8] 5) 

年 「太政'U杓'J の記述 r立絡i出1110ifli近保之家。大分:水門H絶i昨流。J司法凶悲f.f!投。道上為之

iil!思。 公平三之:t:f[~民不縁此。 絶世11此之~[.îE:加禁止。 1JI. 記在公..f'l.fi'l偲ii'I':倒引水。不f.!}困22流11'，iラ綴

i位指iili断。若手1・迫犯之者・。」に合致す

るものとし，これを平安時代の便所

の別名 r樋殿」のJl.体19リと考えた。

;(j問はその想像閃である。道路lJ!1J

i昨の水を，水制によ って築地の内に

引き込み，おそらく上泣みのみを科

び官!IJi，VjにJ.J;'l流させる。側敗にはjポが

あり.あふれた場合に汚れがひろが

るのを防いでいたであろう。

(松:)1: i';'i:) か』般の1l.!f創立l

'h
d
 



遺跡の磁気探査 (3 ) 

埋蔵文化財センタ一

世界的にみて，遺跡探査に応用される磁気探査には二つの方法がある。三成分ある地磁気の要

素を総合した， すなわちベクトル訟の総和である絶対値をはかる全磁力 (TotalIntensity)測定と，

鉛直成分の差 (Gradient)を;)とめる方式である。考古学探査では前者がまず開発され，1960年頃

より世界的に採用されはじめた。わが国でも60年代後半より導入されて普及してきた。後者は，

1980年代になってから開発されたもので，日本でも最近導入され急速に応用されてきている。

これらの内会磁力iWJ定では，普通，プロトン型の磁力計2台を使用する。ノイズに影響され

ないための工夫で， 2台を同時に作動させて各々が観iJ!IJした値の差をとる。プロ トン型ではセ

ンサー を固定するために，様を i也I而に突き ~ilJすという作業が必須でjJ!IJ定にH寺1mがかかるが，深

い府{立の造十11tも特定できるというのが特徴である。

一方，垂直成分の差を;Jとめる装置ではフラックスゲート型が主体で，考古学探査専用に開発

された挑帯型装置では，これを携行して対象地内を移動するだけで測定が可能で，測定速度は

非常に速し、。しかし，プロトン型に比べると有効探査深度が浅いという欠点がある。深度とし

ては，例えばj並有の須}iE器窯跡であれば，プロトン型では地下3m程度までの存在が推定でき

るに対して，フラックスゲート型では1.5mよりも浅いものに限られる。

ところでこれら磁気探査の方法は，わが国で‘は欧米にみるように，あらゆる種類の遺構探査

には有効で、なし、。窯助:のように然残留磁気を;出;びた遺構を対象とした測定に，限定されている

といっても過言ではない。その型自としては わが国では水田土擦にみるように，地表に情磁

率の大きな土府が存在するため，それよりも深い位置にある逃桃が示す僅かな磁気の異常が，

地表而にまで反映され難いという点が考えられる。

このような状況にある磁気探査の限界を克服し，より多様な遺構を探査できることを目標と

して，新たなiJlリ定装置開発に取り組んでいるので，今までの成果を紹介する。

それは，地磁気の三成分それぞれを別個に測定できる装置で，携新型フラックスゲート三W1h

グラジオメーターと呼ぶ。装世にはリングコア型の磁気センサーが，上下50cmを|煽ててそれぞ

れ3例ずつの合計6例設iu':しである。それぞれは，地磁気の異なる成分を測定するもので，も

し鉛直成分の差を求めたければ，その値のみを取り出せばよい。全磁力が知りたい場合には，

三成分すべてを使用して計~iすればよい。

というように，この装置では必要ならば従来求めていたような形の成果も提示できるのみな

らず，地磁気が本来持つ成分を独立してiWJ定できる。はじめから成分が合成された形であったり，

ある一成分のみしか求めてない不十分な地磁気iJ!IJ定と比較すれば，遺構を探査する上で今まで

にはない有効な1'i'r報を提供できることが!切符できるのである。
従来と異なるiJ!IJ定成果の一例を別に図示して紹介する。 (西村康)
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愛媛県松野町の近世地形模型図化

埋蔵文化財センター

愛股県北宇和郡松野町の目以ふるさと館に，宇和j斗rllから松野町地内のlbi知県との県境に至

る山岳地'，Iiの地形模型が展示されている。この地形松型は，銀杏の木を彫刻したもので， J!'~文

5年(1665年)吉田務目黒村と宇和l向滞次郎丸村の境界争いに決着をつけるために，幕府言、l'定

所へ捉11'，された裁判資本|である。江戸時代に作製された地形脱型としては，鳥海山張校 ・|リIj:長

土図がしられているが.両者とも18'111:紀の作品である。 したがって， 目黒ふるさと館の地形模

型は，わが国では故も古い地形脱型の一つであり，江戸時代初期のil!lj}，~: 史 ・地図!とを彩るWÆ

な資料である。 この地JI~模型のことを地元では il l Jf~ とよんでいる。 il lJ隠の大きさは，長い方向

で266cm，短い方liiJで191cm，!Iえi出点で、の前iさは20.5cmある。江戸まで迎搬することを考l革して，

全体を六分割し，裏側をくり l'tき'限量化をはかっている。分割された部分を並べ山形を再現す

るとき合い口がズレないようにホゾで11二めるようにコJ夫されている。

山形の作製に|刻する資料として， ill lj訟の野中IJ~ .斜距雌を水平距瑚uこ直し， 縮尺化した計算約 ・
基図となる絵図を作製する前の起請文が山形と一緒に保存されてきた。起請文は 3J並あり，務

の役人たちのものが一通，村役の人々のものが一通.そして. il!lJi，l:を担当した人々 (他の文献

山形の垂直写山
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ではurrJ，'!'(:jliとよび.すでiこiJ!IJ1lkの早!lI"J家がいた事を示している。)と， iJ!lJil:の成果にもとずいて

山形を彫刻した大工たちのものが一通である。

tl!ì-帳には.杭の千件号 ・ 杭間の距I~I~ ・ J) 位 ， i~:j Il~が記 さ れており， J己fNIIIjと符筋に杭を打ちコ

ンパスによるトラパ-iJ!lJi;:::と. 1~川 部械(;1:分からないが.Mらかの水準ìJ!lj lll:が行われたことが

伺えるo~.t・ tH~~ を比ると，縮尺は百 11\f をーτJ ---分 ( 1 /5500) にしたとあり . 尖|祭にそのように

なっている。斜距雌を水平距離に変換するには現在で、はピタゴラスの定型を使うが，当H守どの

様にして:;}とめたかは記載がないが，主;1距離が水平Ui(VJlfにj[しく変換されている。

ハッセルブラッド MK'vVを使って山形を;J:iiiJ亡約1/40で垂jl'(JMjj;;し li削li-図化機 AC-]で尖物

の1/2.5の図 (空払有線1I¥f1悩2.5mm)を引い、た。国土地早11It'j仁発行の]/2.57jの地形図と比較すると.

縮尺は，約1/6060になり，言I'jilijの1/5500より 10%ほとツl、さくイ1:上がっている。足似がl陥広くなっ

たか谷が不自然に位地状になっているところもあるが.J己艇や芥の分布は，おおむね]/2.5

7;の地形!支|のそれらと一致する。

I1 r~巴の向さは ， I11麓線を基i¥f;jfljにして決ま っている。尖|僚の山総線は.サ:午rr山市|人jで海抜10m.

尚知とのりiL境付近では160m， ~-j -:和向市と松野IIIfの III I I\ J では250m もある 。 240m も比高のある山

路線を!日lじレベルにしたため，rJiさは不iEMliになった。ただし. Ilr施からの比日であると考え

ればかなり正E徒にできていると干すえる。 (本会l~Xil':& .1111車字紙)

山形のそ::;; i'.':j~創立|
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飛鳥池遺跡出土遺物の材質

飛鳥藤原宮跡発掘調査部

飛μi也遺跡の発抑制査によって，ガラスおよび漆工・金工等に|刻する工房が発見され多数の

逃物が出土した。これらの逃物については，理化学的分析と保存科学的処理が求められており，

)llri次その作業をi止めていく予定でいる。出土造物の中でもガラス工房関連の造物は，原料ヨミ材，

士11桶および叢，ガラス小玉鋳型などで，古代におけるガラス製作技法を解明するうえでもi'i・11l

なデータを提供するもので，今回はその一部について行った，材質・技法の復元研究について

報告しておく。

ガラス工房関連の遺物

1.ガラスの主原料と考えられるものに鉛鉱石および石英がある。鉛鉱石は方鉛鉱で顕微鏡制

祭からIXITIII鉛鉱および「小idの黄銅鉱，黄鉄鉱を伴うものであることが=I:IJ明した。石英はペグマ

タイト中のもので，比較的広範聞に分布しており，たやすく採集可能なものである。以上の事は，

この遺跡ではカレ ットからでなく 主原料を用いて原料から鉛ガラスの製造をおこなっていた事

笑を示す。(鉛鉱石および鉛ガラスの鉛同位体iJllJ定により. 日本産と確認された。)

2.ガラス刈楠内壁に践存するガラスは，緑色系，赤禍色系，黄褐色系の色調でいずれも鉛ガ

ラスである。酸化鉛 [PbO]含有訟は45ー70%前後で二階化珪素[Si02]含有企は45-25%前

後である。ぱらつきが大きいのは:t1j"J向壁からの混入物や風化の程度による。鉛，珪素以外に検

出した元素は着色斉IJとしての銅，鉄マンガンで，他にアルカリおよびアルカリ土m元素がある。
3 . ガラス対I.~品に残存する白色物質(銀化しているものも含める)の成分は主として炭酸鉛

[PbC03]でいずれも PbC03含有訟は70%以上で， Si02含有益は25%以下である。透明なガラ

ス本体に比べて二酸化政素は減少し，酸化鉛の量が見かけ上増加している。

4. ガラス土It楠には，ガラスとその風化物である炭酸鉛以外に黒色粒状物質の付着するものが

ある。これは，硫化鉛 [PbS] (方鉛鉱)であり，黒色粒状物質の分析他は PbSが50-70%，

Si02は45-25%前後であり，このうち Si02は石英によってもたらされたものである。以上の窃

実は，この黒色粒状物質は溶融前のガラス原料素材である可能性を示すものである。正倉院文

書「造物所作物帳」から復元される方法では黒鉛から鉛丹・ (Pb304)を製造したのち鉛ガラスを

製作するものと考えられている。 一方，当遺跡:から鉛丹・は:検出していない。鉛丹が変質して硫

化鉛となった可能性は少なく，鉛丹が炭酸鉛(白色物質)になったならば石英粒も伴うはずで

ある。また，当遺跡からは金属鉛片も出土しており，ガラス対|楠の日記者1¥に残存した可能性があ

るが，いずれにしても，これらの関係については今後実験的に再現する必要もある。

5.ガラス小玉の鋳型と考えられていた 1つには，孔の中心部分の紺|孔に径約0.8mmの灰緑色の

ガラス片が残存していた。分析の結果，鉛ガラスではなく，ソーダ石灰系のガラスである可能

性がある。いずれにしてもガラス小玉の鋳型であることが科学的に証明できた。当遺跡ではソー

《
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ダ訂以ガラスの製造がなされていたのかは不IYJであるが.少なくとも))11"1:していたことは中尖

である。

6，赤色系ガラスrl-'より，釦l似切Jl'J¥を発比した。従オとから赤色系および緑色系ガラスのず}(立方IJ

としては剣イオンの存:(1:がft'{Ci，とされている。この剣イオンの供給物質としては文献!と李|などか

ら制鉱石であるイL1鉱石(.I'j)t.性炭般剣)が考えられていたが， 今回の発見により凶鋼板の昨)'，'

もしくは.あ!iびた3トl似(11=""を利用 した可iiEtl:も光分に与ーえられるようになった。

7，ガラス:1:11摘の)Jfi土の鉱物品ILJ主から，111')刈が加熱されたj鼠!立を.f!fi定した。これは，jll')前の製

作H・I-に受けた然によるものか，ガラス浴WI，U:SのilllU立かは純定できないが.少なく ともIDI'l火illlU立

を知る手がかりになる。分析のがi栄.鉱物組成としては，石英.ムライ ト.クリストパライ ト

で)1台土に含まれている長石却は光全に浴成してガラス化していることが観察できた。以上のこ

とからガラス士It.111，¥は少なくとも1，100度以上に加熱され.またこの位肢のililditには光分耐えられ

るように製作されたものであったと考えられる。$nガラスの製造にはこの4目立のi加支部抗と長

|昨川の山jft環境が必弘:ーであったと1m定する。

金属製品

当地跡から出土した金以製品は鉄，剣製品および、鍛::tl:製品でありl順次分析調査を進めている。

なかでも特記すべきは.剣一叙合??伝の造物がよLつかったことである。これは正確には化合物と

いうより不均一な出合物と行って良く ，1∞μ111径のマ ッピング分析では似合手.J:; I ~: は90-30%

で 1CIll碇Jitの純11lIでみればおおよそ60%ïìíif去を示す。 また~]合平f:11tは微少f;fi峨の分析では 7-

68%で 1CIll程度の純I!~でみればおおよそ40%前後であり . 微少飢域ではかなり不均一な物質で

ある。分析他から考え仰るに叙蝋の浴接持の可能性がある。ちなみに. ;} I~μマ'j:問北方に位 ii'i:し，

7世紀中頃と考えられる水務遺跡;11'，土の小剣色:のjJ!樹iU'i]¥分は銀合平1・td:は55-70%，~]合平.r:I:~は

45-30%前後である。これは.古代の金工技術のW(oIYJにはきわめてR裂な発見である。

(J]巴塚|任保・川越俊一 ・凶仁1):['生)

ガラス鋭}~'I{こ伐イ長する '}jラス JII'.lI:，¥11守にfJ<イがするガラスlボキ|
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飛鳥地方出土石材の保存科学的調査

飛鳥藤原宮跡発掘調査部

lLl土地{I'~や造物を保存処理するには， その材質と風化 ・ 劣化に|刻する正確な情報を予め把握

しておくことが主要である。今年度はこの意味から飛.山 ・篠原、日制;近辺の遺跡;から山土した岩

石の材質と風化・ 劣化に閲する特徴について調査を尖施した。

当地械の地質は附単なもので.f，fi家花尚{i煩を基散としてそれを拙うれ11布'(1¥"1より成り立って

いる。11'，土する岩石の多く も現地性の花尚岩類が11占も多く ，次いで火砕岩:mゃ取和岩mで.こ
れらの岩石が大半を占めるものである。以下それらの概裂について記峨する。

花iホiお知 : 遺構を ft'It t{~する花的iむ煩は少数の例外を|徐くと， 当地成でl子 1 1'.する nn門冊石英 I}~l

緑岩 (f{)IXl石黒芸l手石英閃緑岩)で， ときに変斑紙岩線の岩石も混ざっている。石像物や礎石

をはじめ玉石に多il(使用され，制11粒のものから組粒のものまで各被である。玉は川礁ないしIlE

川礁であるが，すべてが河川から保集されたとは考えられず， J瓜化したIXl緑岩J¥'，1に残存する核

部分から探~ したものも相当数あるものと考えている。 /Jl土後において風化・ 劣化の顕若-なも

のは， 手~I手煩を含む中粒の石英IXJ*示岩で，1'1'.土直後において応急処理を要する。

また， これらの岩石は花両日・にくらべて鉄分を多く合み，風化して地表付近で般化すると茶

褐色を孟し，その鉄分を土にì;t~Yi:することがある。

火砕泊先11:寺院などの建築物構築部材と して使用されるものが大半である。もちろん，古杭

には相当数使用されている。当地減で11'.土する火砕岩%((立大きくみると産11¥1也は 2つで，岩Tf

も巽なる。 ]つは室生府群中の流紋宕t'e浴車i!i凝灰岩で，他は二上肘1作中の流紋岩fT凝灰f{)際岩

である。例外的には，古|;{路般性お・知(飛，fHJzなど)もある。

室生火山岩の浴結凝灰岩は，白色と黒色があり，白色の浴結凝J;/<.{iが圧倒的に多く 出土する。

石材 ~I として榛原石と4かされるものである。 この岩石は柱状ないし板状節理が発達しており ，

遺構から検出される大半のものは節理而から採集されたものが使用されている。また，いずれ

も浴結1立の高いものが使用されており風化・劣化してiiM践するものはほとんど見られない。む

しろ，土仔ーなどにより制れているものが見られる。

二上!間作中の凝灰f{)際岩は，出土するものはそのほとんどが閏結J立が低く，かつ合水比がi心j< ， 

風化・劣化がかなり進んでいる。IH土後において早急な応急処理を裂するものである。急激な

乾燥はひび訓れ発生のj京国になる し 冬JVJは凍結による1ii似も大きい。

I佐有i岩fli:砂岩がもっとも多く利用されている。なかでも火1.1"ゲラス，パミス，化石を含む

凝灰t'e砂おで，藤原府群i:Jt岡県肘中のものと4ft定できる。この岩石は新鮮なものは灰色を呈す

るがj瓜化がすすむと淡黄土色と化す。回結!立はi止く かっ合水比も日い、特徴を有する。上記凝

灰角際岩liiJ椋に，急激な乾燥による大きなひび割れの発生や凍結によるiIJi岐に特に注意が必要

で， 11¥土後の早急な応急処理!を裂するものである。 (肥塚|役保)
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古代壁画の自然科学的調査と保存

埋蔵文化財センター

鳥取県西11:11111淀江JIIf.上i問先手Jごから彩色壁画のIfJf}'lが多数山土し，その自然科学的な訓査と

保存処理!方法について般会lした。壁IllljはJlll没以]IIiに火を受けており . したがって顔料 もほとん

どが変色し.あるいは焼失してしまっている。分析の結保， g1 ~lij に使用された顔料の税:mは，赤

lYt .緑 ・背 ・思 ・自の 6系統で.およそ 8- 1 2続m と~f(;定した。 すなわち ， 欽成分を主体にす

る顔料には.ベンガラのほかに赤紫色の紫土 ・米土などU呼ばれる顔料があるように.主成分

カ'I'IJじ顔料であっても色調が微妙に民なるものがあり， J1f'.t~; も 違 う 。 本壁日jlÌの赤系の/jJi料部分

からは鉄 ・際化鉄，およびごく航かの鉛を検出しているので.ベンガラや紫土 ・米土.そして

鉛)'jが使われた可能性があり， 1百j系統の色~J，\jながら微妙に異なる色の顔料が巧みに使い分けら

れたものと忠われる。

~.t ~lI j には |士J IIJ{でJ担える こ とはできないが， ある f!r(の保体| は火を受けて浴副! し壁土にしみこん

でしまったり，下絵がJ111かれているなどの可能性が考えられ.赤外線ビデオカメラによる制祭

を試みた。 1 1 '，土 J1~J・には細而のおだやかな表的と いう印象のや1i;J守俄であったが， 赤外線ビデオカ

メラで新しく1i9.!:し11'1した顔の輪郭似では加が仮っており ，1iilがふくらみ.出 しい呈していた(写

兵参11(0 。 また . ほかの目印刷f) '1ーからも 随所にいくつかのtUi ~':Jjt を新たに時認 し 壁岡は慨して力

強く. しかも精巧なおitで村iかれていることがわかった。

壁~lIîI折 }"c は ， 長年 i!ll~ った土の中 に JlIl もれていたために過分の水分を{~んでおり ， それらは1乾1吃ど

史H燥3決:するにしたカがf九しづ-挑や顔未料iのj川刷』川i務がf危ιω，悦!
なお，壁土にはi1o¥気を吸収したり放11¥したりするl加IJk品川ーがあり，壁nlljの強化処世に|探しでも，

この性質を損なう ことなく硬化することが望ましし、。今回は， こうした性質を保持したままで

壁土を硬化する保存材料として，エポキシ系をベースにしたものやアルキルシ リケー トの総合

物などを特別に合成して使用 し た。 さらに ， 必~に I.î::.じてアク リル系合成樹脂を しみこませて

位体の土粒子 II\J の 1!iI析をはかるよう ffi意した。 U}~田正lI {j . JJ巴Jぷ|世保 ・村上 |任)

彩色以川和11将{象 (tζ) 功、外線ビデオカメラによる映像 (右)
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平城宮跡・藤原宮跡の整備

庶務部・平城宮跡発掘調査部・飛鳥藤原宮跡発掘調査部

1.平城宮跡の整備

1991年度に実施した宮跡挫折iiは，朱雀門ie:担当復原.宮内省i!B北殿復mt，兵部省地区整備，北
而大垣地区整備，第一次大極殿地区盤11mなどを行った。

朱雀門基壇の復原 当工事の 3年度目で，すでにでき上っている基国コンクリー卜躯体に外装

の石材を取り付ける作業を行い，本体部分についてはほぼ完成した。石材は石川県小松市沌ヶ

原から産出する凝灰岩切石を用い，基壇の立上り部，正背聞の階段者1¥および基極上而の張石ま

でを施工した。今回特に留意したのは.基壇外装とコンクリート躯体との桜合而の処理で，大

而mとなる基国上而から浸透する同水をいかに誘導するかであった。種々の方法を検討した結
果，師7.5cll1の羽目石裏側空Ijjn部に，立上り約1.6mのうち下約3分の 1は砕石を詰め，上3分

の2には新たに開発した小バルーン状で透水性のあるスチレンポールを適度にエポキシ系の接

着剤lを加えながら詰め込むという方法をとった。 ~檀M上のお石はかなりの重誌があるため，

その下には空練りモルタルを敷いたが，約 1m 毎:に前記充填材で雨水誘導路をつくり，またilIl:

下の地礎石下には塩ピパイプを挿入して自然排水するよう配慮した。

礎石は事前の再発掘調査の結果，自然石であることが判明したのでこれにならったが，石材

は岡山市犬品産の花両岩自然石を用いた。ただ，将来建物本体を復原する|努の補強方法が保定

していないこともあって，躯体同様鉄骨補強iの有無の両家に対応できるよう，礎石下の詰物に

は磁石の据え替えをしやすくするため雨蛮漆喰で処理した。

今後の工事として，既設左右築地との取合せ部分および外周の整備工事が残されており，こ

れらは来年度以降の施工となる予定である (図中 A)。施工而積653.74m'，総工事費81，360千円。

十寸剖 iidlt 宮内省西北殿の復原 仰に続き今年度
-r関斡晶、封印l から山の伽にとりかかった。西北殿は

よr:"-::J ，r ~'~ ，.~:...- j'. IJ JrlL.:..品川耐出 1: iL1fi'Ii殿の北側に位iu:し，やはり'*1北棟の掘立

平城宮跡整備位置図

柱建物で収納庫的な建築であったと考えられ

る。ただ，西南殿より桁行が3間分長く 12間

分あり， 北から 2111]・3111)・7問と 3室に分

割されることが発掘調査によって確認できる。

建物の様相が西南殿と酷似するところから，

椛造 ・JJ':匠とも西南殿にならい，舟JJ.J木 ・叉

首剥lとし，外周には土壁 ・扉口を設け， i百官IIJ

には明かりとりの連子窓をつけ，屋根は杓j主

立と考えた。今年度はi凶Ilf而までの却"土から
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はじめ.迫ー櫛の保護.基礎. ~~I凶甘から 'Iif垂水までの刻l立てを行い. 次年J立で完成する予定であ

る(医I ~I' s)。施工IIIIfi't208. 86 m'，総工事計116.236-f・1'J 0 (制凡作三)

兵部省の復原整備 Hドド!立は袋良市道より西方主主の復似準備を実施したが.本年度は引続き兵

吉lí約の*~p.部と ， 壬生1"]から第二次仰J :主院へ北上する~: ; ~. I付迫路追桃の彼原強制iì を~施した。 兵

自li1'i外周を囲む築地桝と礎石建物/tf:とをj也上it:jl.2m.築地塀内側のn'，白l回以1;と郭内の区下lJiJ)Jf.と
を地上高O.8mの市さに 2段|併に分けて立体的に復原した。建物や築地J))f..区間坊fは空洞コンク

リートプロ・ノクを航み上げて壁体を:iTI~ ，側而にリシンのl次付を行って|土1~，Vrll 1:1:上げとした後，

上耐を IVr而表現の一手法と して土色の自然色~11ì装イ 1 :上げと した。 建物と 回lJiliの柱礎石は生駒山

系ri'ill'，の花尚岩を新たに使用 し，朱裕柱(キシラデコール皮脂，オイルペンキ捻装)と礎石と

を縦に1't通する小孔lこステンレス俸を通してナットで締めて固定した。建物の基1ft化現l:Iま迂HIIt

に倣 って花尚岩自然石の二段杭とし， 1L出上ïfli と î:l:i部i伴氏音lí を自然色~iIì装とした。 W~定市 I"J か

ら北方へ延びる際政1ii跡を検11¥しているため，京l川1均川附H可山ω仰il下引1，1μ，1山州1，
き IÎI引詰J出iiめ . その他を張芝とした。 また[1;-部約京方のl十j北道路敷ではìn似の左右対lfJ;の{立 ;rl~ に独

立柱t前13診を検1.1'， しており.儀式等に立てられた肱竿の1ii跡、とiff;定している。今回はこのうちの

3対 (計6本)を遊び.正合院に伝存する宝物やtj，・ 近世の即位儀式に|刻係する史料等をもとに，

i:.4さがj6 mの鉄製ポール(J旦色ペンキi寝袋)を立て，その上端部にステンレス製の鉾を取 り付

仁コイ問砂利数 じ己 自然色舗張 [:=]lll芝
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けて象般的に復原した。 2か年にわたる兵部省の復原整備では，市道を走る自動車や近鉄線の

車両のIII窓からのみえがかりを考慮しでかなり立体的な手法をf.f:Jいたが，実|祭に区閣内に人聞

が降り立った場合，悦点高に比較して桃造物(とりわけ外周築地桝)がやや向くなりすぎ，遺

構の全体i象を把握するうえで雌点があるとの批判もある。立体表現における山さの問題は今後

の検討議:組である (問中 C)。施工而和5.577rn2 • 総工事q~86.308千l 'Jo (渡辺};j~史 ・ 本司 I J~) 

北面大垣地区整備 この地区は平城宮北而i大垣のうち，朱雀門からのびる平城?苛の中 ~~h線上に

あたっており，北而中門推定地として1988年に発掘調査を行ったi場所である。その結果，ここ

には北而中門は存在せず，大垣の前身をなす指!立柱桝が辿続していること を確認した。平城宮

の北而大垣.fft定地は*端・の水上池尻の堤をなす部分を除いて，そのほとんどが佐紀11fTの人家密

集地内となっており，そのために北而大垣，つまり平減宮の北辺を型解する上で大きな障害と

なっている。そうした周聞の状況の中にあって今回保存，整備した場所はかろうじて確保する

ことができた部分であり.1991年6月10日に特別史跡に迫力11指定された。

整備ii対象地の而郁は1.18]rn2であるが， 同|捌はすべて人家にlf~ り閉まれている。したがって，

整備ではまず第一にここに宮の北而大垣が通っていることをわかりやすく具体的に示すこと。

第こには周辺の住民の方々にとっても親しめる場所となるように多目的に使える広場を確保す

ることとした。

大垣の表示方法は当初，柱を本来の前iさまで立ち上げ柱頭に笠木を淑り付けるというと|土復原

方式とでもH乎ぶべき裟を考えたが，人家経集地であることなどによる管理上の問題点、が想定さ

れたために，少し日ijllli';な柱を80cmの高さまで立ち上げる従来の方法をとった。大垣の北約 8m

の位置にある北腕は両岸を花尚岩切石で護岸し 構成はモルタルに玉砂利を埋め込むイ1:上げと

した。消の採さは危険|りj止を考胤し. lOcl1lと浅くした。大垣の周1mから北Jj:iiまでの城地部分は

インターロッキングブロックを!肱並べた舗装とした。大垣および‘服地部の整備ifijと南側の市道

而とのIf¥jにレベル発が主tじるため，大垣の表示整備jのできない京市部に擬石製の階段を設け見

学者用/1¥入口とし，北原iにはJ疑木製コンクリート板(総幅3m)を敷き通路とした。幼l!の北官[lJ

の本来は路前敷と考えられる部分に真砂土舗装の広場を確保し，また民家に接する外間部には

生垣を設け目隠しとした(図中 0)01.181m2
• 8.73Q1-l-J。

第一次大極殿院地区の整備 第一次大極殿院地区および南に接する第一次別企院地区の暫定的

整備iiの基本方針は1987年の年報に記したとおりである。この方針は]978年に文化庁が策定した

『特別!と跡平城宮跡保存整備恭本椛忽』を前提とし，将来的な建物復原，器出佐原に至るまで

の問の暫定的整備を行おうという考え方である。この基本方針に従って，第一次大極殿院TtiI"](第

[1 WJ) m側までの整備と1989年!立に終了している。本年度は第一次大極殿院中央部を京から西
に流れる統制石説;.~~:水路およびヒューム管のH庁渠水路を，次年度以降に予定している・町定的整

備および将来的な本絡整備に備え，少しit.iに移動させボ yクスカルパート (600X600)の恒久

的時渠(延長約170m)に改修した (図中 E)0 2. 224 111
2

• ] 6 . 305千l'Jo (正:ji~(t要一)
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大型遺物処理棟新営 研究所では水質造物の保存処理装i位として 平城?な-跡発抑制査部に PEG

合反タンクや真空凍結乾燥機等を設問していたが，近年大型 (長尺)の建築部材が多数n¥土し
たことから，それらに対応した大型処理装i丘の導入を}Ijf[次行ってきた。 しかし，大型PEG合法

装j.'rゃ大型真空凍結乾燥機は，既存の施設に収納で・きず.応急抽出としてそれぞれプレハブ造

の別棟に設出していたが， クレ ー ン等のjlli搬装 i~l: もなく， 作業空間 も狭|錠で，作業効率や作業

の安全性なと処理業務に支障をきたすことにもなっていた。そこでこれらの処理装-ili:を集約し.

作業環境の改普や設備の効率化を閃るために，大型地物処理械の新築を行った。新築場所は第

4収蔵庫の酋(W)とした。なお，建築工中は建設省近織地方建設局が，装(tJI:移設及び外椛工事は

研究所が，平成2・3年度に亘り尖泊した。

大型造物処理!械は鉄骨造折版刀平民建 (システム建築)約lOX28rn (建築而研274.7nn で，

壁は銅製サン ドイツチパネル紋を使用し，色彩は既存収j山市に合わせるようにした。

主l付にはPEGfr.i込タンク(大型・J:I"形 ・ 小型)及ぴ真空凍結乾燥機(大型 ・ IH!~) の移設を

行い，ホイストクレーン 2T吊り 22，~を設iR し ， iF:~ I ~物jlliJ般 ・ 造物入柱時にも対r.i:.できるよう

にした。外部にはili物保有好!の;;)<.f'l'i(5 X 6 m)と造物搬入用スロープを設'illした。総工事担

は 1 00 . 538千円であった ( 1豆j~I:J F) o (阪本男・ 小園秀彦)

2.藤原宮跡の整備

m事原宮大極殿|淀東方j或に十字形の凶路を設置して'id定的な整備を行った。この闘路は古跡東

方集落 (市i殿)の住民の要望を受けて，学lli'のjj]!手:路整合iijのために尖施したものである。|主|路

の佼置は，第58次司M査で検出した大級敗|;72東方官lhjの区画i訓に基し、て設定した。すなわち，}4i

i出方向の回路は}4げ)'1芸術の問を京iL4"にj必ずる道路地桃 (SF6640) に心を合わせ，大級殿!記 .~U ) 

堂院*方を Þii北に走る市道から大相i殿I~t

に至る延長115.7rnの施工範聞とした。ま

たI'ii北方向の回路は， 内装束外事1¥.tIlfと東

方'j!.f術とのIU)を南北に縦れする道路地{/It

の来日.に困路の東日UIiを合わせて音1'~lii し

た。施工範囲は市道小房JlTi也尻紋から

1983年度に笑施した案内小広場に至る延

ある。 (本中真 ・渡辺康!と)

藤町、宮絵~Hi平而図
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飛鳥資料館の研究展示・特別展示

飛鳥資料館

研究展示 「飛鳥時代の埋蔵文化財に関する一考察J 1，主近にあった埋蔵文化財ーの旋掘など

文化財盗維事件に|刻わる造物を展示したものである。盗難にあった造物を展示したことは.こ

れまでに例がなし、。造物は，周到な発掘調査による11'，土データが揃っていてこそ，その一つ一

つが腔史を復原する重要な資料となりうる。したがって，このような方法で以示することには

問題があるが，逃-物の重~i~1:はそれを filì ってあま りあるもので，研究資料と してこれらを役立

てるために，あえてこの展示を企画した。通常，このような事件の造物は.調査事務所や， 博

物館の収蔵庫の片líl~ におかれたままになってしまう場合が多い。

造物は川原寺.火太j先手}=，ifïj:会ミ~:など，近畿.東海，山陽の47迫一跡， 約2 ， 000点に及び，これ

らのうち塑像， J噂仏，軒瓦 土器などの主要遺物300点あまりを以示した。

特別展示 「飛鳥の源流J 1985年，飛鳥保存財団と共催で「日本と斡国の塑像」展を企岡し，

好評を博した。今回は，資料館15周年 ・ lþj 問 20問年の記念展として，再びl~\国側の協力を待て，

飛お文化を検証する展覧会を企聞したものである。

7世紀の両国の出こ!こ品を一緒に展示し 特に百済文化の jlu.~への伝橋と交流が一目でわかる

展示をめざした。特に，最近めざましく進展している日 ・斡両国の発掘調査による宮殿，寺院，

古墳などの迎合併 ，].宜物の比較によって，両国の添いつながりを示した。また，扶余陵山旦壁画

古噴石室の笑大模型.益山弥lf!)J寺の石人(象模造を作成し，飛鳥高松塚古ぜy.絞石と比!絞できる

ようにした。この他に使器 (韓国扶余) と奨ベラ(鴻!J虫館)は，古代人の生活に密着 した異色

の展示品として縦覧者の目をひいた。

国立中央博物館，ソウル大学校|単物館をはじ

めとして，斡国各地の博物館からI，Ji新の発掘造

物を借用して展示することができたのは幸いで

あった。 (千田剛道)

研究展示 ・軒平瓦 (慈光寺)
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公開講演会発表要旨

平城京の荷札木簡について 荷札本間jが国.illl・郷のどの段階で作成され.それはどこでの肋

検に用いられるためかというIIIJ凶で，今日議論がうヒ-わされている。本報作では， 1可札木附jの大

正|三が~ll ;で作成され， それは岡山ーでの肋検に資するためである . とする平lブJな説に対 して. :iiJi-II'， 

の二条大日鈴木仰を主たる材料として分析し検討を加えた。その結果，1::i札木附作成において

は国・ 1m・郷毎にそれぞれ共通点が見いだされ./11;の役:，Ijリを過大に詳fllliすべきではないこと，

国lHでの勘検を示すとされる!と料が十分な棋拠をもつものではないこと.などからあくまでも

京における納入時の助検のために作成されたと考えるべきことを論じた。 (寺山lI保広)

弥生社会のはじまりー木葉紋と流水紋からー これまでの研究で， 'JfJ~ ~l:人が好んでiNi v 、た

紋tf(のうちに実は純文主|会で1::みだされたもののあることがrYJらかにされている。その代表的

な紋どYdJ"，水禁紋と流水紋とである。 しかも この二つの紋線は ともに日本列山に弘、生文化が

広まったごく初めに採用されているにもかかわらず，そのあ り方がこの二者で大きく民なって

いる。二つの紋椛の制lIi}liを具体的に検討して.①木荒紋のうちのあるものは流氷紋より古く.

i!1:j日本の前!UJ初引にfii:ii"，':すること，②純文社会の紋tf(をJよL尖に受け入れたのは流水紋の力であっ

たこと，③それには時Ii¥J的なiif:行|見l係が派くJ!，¥J_/]していたこと.④的、生化する過程で， 'J!J、生社

会自イイょのヰキ殊な十114i主がかかわったこ と，などをJ出向した。 (涼111弘:+St)

ワット・プーとラオスの文化遺産 ワ y 卜・ プーは，ラオスI判部にあるヒン ドゥー寺院で，現

存する建物群は1J 111:紀初出の建立と考えられます。壮大な石造遺跡がパサック山の山似から山

IJ主に述なり，京を正jfliとし 上段に主'i*-:• tY: Îr~走 '1'段に六つのス トゥーパ，下段にごつの1:(股

と U~ ! I '.殿，さらに米にはパライがありま す。京ïL4'の IJ"1411線上に参道が通り.附段と1"1の拡JI/'lが伐っ

ています。しかしすで、に建物のJポ艇は失われ， 一部は倒l裂していて早急に保護と援助の手をf守

ち211んでおります。ワ y ト・プ一以外にも， 北部ジャール平原の1-':石文化や原史的な王百1)ルア

ンパハンなど，さまざまな文化泊旅がありますが，ラオスにおける文化財保護は絡についたば

かりといえます。幸い.このたび日本の文化財保護の状泌を学ぶ機会をfりましたので，この経

験をラオスの文化財保設のために{立政てたいと思っております。

(ラオスWi報文化省|導物館考古局長 トンサ ・サヤヴオンカムディ _I.:.M'HII一抄)

文化財の保存科学と国際交流 保存科学とは自然科学的手法を応!日して文化l!1'の保存修彼技術の1m

発とそれに必要な部l査に当たる研究分肝である。当研究所で紋初jに抑制した海外からの保存科学研

究者は，バイキング船の化学:処理IIを成功させたデンマーク同rn功物館のク リステンセン保存科学部
長であった。197011三のことである。以米.当研究所と世界各国の研究川おとの交流布例は百f'1ーを数

え，その4訓が保存科学関係者で、あった。そのなかには， @:Il¥jil:や国↑!?のちがし、が保存科学技術交

流以前の障害になることも多かった。しかしながら.技術と文化の国際的交流をとおしての新H刊に

の椛築は，こ うしたハードルを越えようとする五いの自引にこそ託されている。(iJ'~FIl JEllíj \

F
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中国と二つの交流

近年，文化財の分野においても，国際的なi司iJi)Jが11Eんとなってきている。1991年度， 条良国

立文化財研究所は中固と本格的な研究交流をIlfJtLfiした。これまでにも中国の関係WJIIIJとの単発

的なうどiたを行ってきたが，将来を見通した日|刊'j的なものはなかった。

1 .友好共同研究議定書

1991年6)'J 19日，北京において奈良国立文化財研究所と中国社会科学院考古研究所とのIIIJで

「友好共liiJ1i)f究議定告'J を訓印した。これは 9条の本文と 2件の付.t!lJからなるもので，本文で

は同研究所の学術交流をはかるため，計間的な :!~ I日l研究を尖施し， 研究者の交流ならびに学術

的判i-資本|の交換をのべる。また，協定の右幼JUJ川を 5カ年とし必裂にLιじて延長できるとする。
付UlJには当j(ijの研究課題を「日本古代官11械と中国有11城との考古学的比較研究」とすることを明

記している。

j~ I ， iJ研究は文部省科学研究有IìllJJ金(国際共同研究，代表鈴木必吉)によって開始し. 6月に

は鈴木が背 .IIJf回4t・木全i政政 ・絞村宏が中国に，吐き，議定t!?の調印を行うとともに河北約の

業liJ)，えをはじめとする代表的な歴代の者11域を踏査した。 9JI 2 EIから 2カ月 初1.考古研究所の劉

娠* ・'iI¥'Wが来日し平城宮 ・藤原7:{など日本の者11減遺跡を剥査し 日本考古学の現状などにつ

いての研究を行った。10月4EI からの 2 カ J~ 川にはI知事労樹 ・ 玉田芳英を考古研究所に派iiJI し ，

者11域追跡:の尖|僚をiV，¥1査するとともに各地の|刻辿遺跡を踏査した。1992年3月の 2;色11111.考古研

究所から刷所長のi余光撲をはじめ劉tfJll(.王山 ・段目的J(，iが来日し. 18日には奈良国立文化財'研

究所において.r EI ~I寸11城研究の現状」と姐する公IJfJの研究会を IJfHlli した。

2.芸術文化振興基金助成金による中国の調査

古者11訓査保存協力会 (会長背山茂)の袈請にもとづいて.中国における「伝統的文化H技術

の捌査研究」を尖施した。これは日本ではすでに滅びさった文化財に関する保存技術を中国な

いしは':VJ鮮半山で>.!.いだし実態を訓盗し日本における文化財ーの保存技術を向上さそうとす

るのが主目的である。今年伎は伝世建築部門と埋蔵造Wi;';li門とにわかれ，つぎのような剖査を

':Il図で行った。

] 99]年10月，伝世建築部門 :i賞品正士 (国立j疋!とlえ肱博物館) ・浅川滋男。有Htt.広東 .'l'l 

州約で古建築の予備訓査。埋蔵古I¥I"J:.!.jニ川刊さド・IIIfl11Ì~i ・川越俊一 . 111崎信二(以上iIllU，::. tI必

然).71¥田正lI{j(1呆存il'o'ij'D. 1 1 11幹雄 (写真~illi 1;{3) ，先(，I~発凡された|州国省成|場市郊外で発凡さ れ

たi'liii'J怖の木造杭i肉I(]号析は前i英代.2サ橋はJJf代)に|刻する制査。

] 992:f1~ 2月.)盟蹴i'i1¥I"J: TNI:i，'Ui (大阪府文化財・センター) ・森{郁夫 (ホー者11国立時物館)

IIIfIJl î;'t ・ 3射す:一郎 ・ 中村肌一， 江過半約件j古líにおける Tti ':VJ JI:~代の石造j立椛を中心に訓査。

3月.f云世建築部I"J: WJ京忠司 (文化財建造物保存技術協会) ・杉野丞(愛知l工業大学)

制>.!.'，ヰ三 ・品目敏男. fi，iill省において古ミ'j:刷や民家などを ;~~J査。 (1町田 平)
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保存科学の国際活動

文化財eの国|際交流の坊が広がるなかで，当研究所の保存科学研究は海外からも古|叶lIiを受け.

その前助も-}¥"<'i!可発となっている。

まず平成2・3年度で.当研究所と似国の川で閏|際学術研究 rl]，;咋における考古造物の材Tf的

検討と保存法のIm ~合研究」を行った。 研究の 1"1(10は.1:1怖で11¥土する』立物の村民間trJとその保存

法のIJHする比'1史研究である。主な研究テーマは.①北海道江主れl'の沈没船IJ出場丸.幹回の祈'id'I'

の11劾市{}の刷新-を中心に船体の保存;ii.去のlU史研究.②i?!.製品の材Tf比牧}JIr1査， ①余M製品の保

存法.糾特二に )J脱l悦見引1埴孟法の効果に|限閲具刻jする j比ヒ凶il絞l肢皮引1川u川f究の 3.'点~iである 。 i以lは土 i終i冬冬年!皮立のエ|刊Z勺/J比 4 :年，

で、:'1凶見刻j官係3手者T刊15印O人の参1加'11川11を4仰!9}て開{官悦i能tした発表会では. _I-，記テーマに加えて 11-1(iI!lJから迫ー物 ・泣仰の保

有-に |品Jiiliする研究分野として，遺跡1Á~ :ffé と造物の写t~iJ! IJ :J'::に |品lす る研究成採も報告 し た。 以上

には工楽~g.j且・fJl京大作 .i!lHJ ，)J~ .)J巴Jぷ |髭保 ・ 村上 院 ， i)~凹 ïEII(jが参加|した。

次に平成元年泣から平成 3年!立にかけて，文化，'j'とアメリカ・スミソニアン研究機怖との:!t

!日J'国際学術研究「京アジア地域の，1，文化!!1の保存科学i'101i}f先」が行われた。当研究所も研究

分担しており， ①w:アジア文化l!1その以来|についての鉛j;iJf立体分析のデータベース作成， ② ブ

ロンズ病と 'fT釧腐食のメカニズム. ①古代京アジア ì'{}I， iJ (，~における鉱余. ④'1'lil製 ・';VJ鮮半.':，)

製 ・ 日本製背銅 23の鋳型作成 ・ jJH\~技術 .if-ì~学的問也 ⑤純文土保の技法 ・組成のli}f究をお

こなった。 なお . この:Jt l ïi]1iJf究は 3 .11三iiI・ jlhjて'~~施したもので.平成 4 ilミ泣からさらに新しいテー

マ「科学技術を利用した文化財研究法」で共川研究を縦続することになっている。 この研究の

分担者はイ!ell;t 1ft・凶村 山， )J巴以降保.{'_;-1k約三 ・村上 |在.i){1I1正lI(jである。

また.村上研究員は国際交流拡余の助成によりワシントンスミソニアン研究機構と Fドストン美

術館の冶:員研究日としてアメリカ合衆凶に滞在した。研究テーマは. rW:j!4'文化における古代余

T技法の比較研究」である。アメリカでは，ギリシャ・ローマをはじめとし中近東からタイや

'.1.1凶に亙る京市アジア祐j也j或の古代金'，~~の~~・ft と製作技法に IV，J する fi'j判iが都桁されてきている 。

また. I:I/j;:では馴染みの少なし、'IJIH米地域にIJ¥Jする研究も僻んである。今回のiff氷'IJに多くの美

術館・ |専物fr.~i.大学:を訪れ， これらの研究にJjtわる研究者ーたちとデイスカ yションし.うどiJt[を涼

めることができたことは.大変なf?ii;i来いことであっ

た。スミソニアン研究機桃では，特にフ リア一美術

館において， トム・チェイス保存科学部長のもと，

古代中国青銅器の科学的調査を災地に行うことがで

きた。また，後賀県富野山古噴出土の「学1.1:'.銘三角

総凶ヰ111四joiXi克」と同型鋭とみられるフリア一美術館

所jほの日本出土鋭の前l査を行えたことも今回の大き

な収穫であった。 (沢田正IIH.IJ巴塚|後似 ・村上 陸) フリア一美術館における鋭の研究

勾''
du
 



在外研究員報告

前文明期の社会組織と構造の研究 オーストラリア大陸にはその起源が数万年前に巡る作民 (ア

ボリジニー)がJ，+住し.41引i採鋭、の生itiをしていた。彼らは土慌を釘lらず，利時は石持と木製

品が主体であって.利慌による時代区分で行えば抗出H年代の段階にとどまる。18世紀以降の

向洋文IYlの流入は，彼らを一挙に近代の欽~;::II-S:代に移行させた。 石持から鉄時時代への変化を

1:1木に求めると， ~fJ、生n:.'r代の初期lに対比できょう。 稲作社会への移行はId大な変革を 円 本にも

たらせ，その後の日本文化の基礎となった。このj也て酬起きた事象を研究することは，リf);/1ミ11;¥'・代

初!Ulを追体験する引に等しく，また'1副免JUlの祁1111組を考える上にも参考ーとなる。今回は，変中.

!Ulにおけるアボリジニーの物質文化に焦点を絞って訓べた。 (余千裕之)

発掲調査先人の足跡を辿る 文部約千1:外研究員として.2ヶJlli¥l，イギリス ・ネーデルランド ・

ドイツ ・スウェーデンの舶に4カ国を駆け巡った。研究'-1的は「発抑制査法の研究J・主たる受

け入れ機関はケンプリ yヂ大学。ピット ・リヴ7ース (キリル ・フオックス)とフ 7ン・ギッフェ

ンが発則した現地に立ち， 1事物館および報特i~:によって二人の{拡大な先覚者が来たした役;刊を

N隊認するための旅であった。ソールスペリー博物館のピット ・リヴアース特別室の民示がiiI

も印象に残る。 iJ~III緋作を通じて日本考古学にどの棋な;β料があったかという点に多くの示唆

を与えてくれたのである。 i71~欧中 ， ここに列糸できないくらい多くの研究者・機関から恕切な

扱助・指;ft.を受けた。深く感謝したい。 (111本忠尚)

博物館活動の地域社会に関する研究 今問の在外研修では，主に2つのことを日的としていた。

1つはスカンジナヴィアに初めてi1iから人1111が移住したと考えられる地域，メルモ，ゲーテペ

ルグ，ウダハラ周辺の遺跡，造物を現地て';JI，Jべること。もう 1つは， 北欧の博物館と地域社会

のかかわりを比聞きすることだった。後者については， 北l伎の小数民族ラップ人の過去と現{I:

の生活と深くかかわった前動をしている。ヨックモックの「ラップと山の博物館J. ノルポテン

リ，~の県立 1~1j.物館を訪ね.対談. fi料交換を行い. さらにスコアラ県立博物館，ポーフスリム3tW

物館で館長以下の学芸員と話し合った。また学校教育と陣物館の交流という而では，フ 7ル

ショッピングあるいは Skovdeなどの.IIIr立|事物館の活発な!fi)Jiきに興味をひかれた。(岩本求刑!i)
地中海沿岸諸国における瓦の起源とその伝播に関する研究 という長いテーマで，エジプト ・

イタリ ア ・ ギ リ シア ・トルコ を歩きまわった。 jI可方起ìlh\の]七の尖1l.~ を知るとともに ， jllj問 (紀

元前11世紀)に始まる来アジアの1・しとの比較研究を行うためである。今回，実見し科たiは古の

例は，希IJ/1lアルゴス市近郊のレルナ遺跡の'N剣時文化 (紀元前3000年)にMす建物のI~村長艇に

のせた1~/ さ 1 cmほどの滞いタイルである。これから.MLブ7起il，t;¥の瓦が土色:をほ)J台とし.それを

分'，IIIJした1111而をもっ丸 ・平瓦に発脱したのに対 し. jllj方起ìl~\のそれは，タイルを l引Jfì としたパ

ン・スタイルの「平瓦」と.その|制1¥]を鋭うi祈而三fl)J彩のけL瓦」を使う「コ リント式」とし

て発脱した点に大きな述いがありそうだ.という比通しを得た。 (大脇 i訳)
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海外研修報告

現から唐代を中心とする中国古代造瓦妓術の研究 11本学術娠興会特定|則氏泣 (長JUJ)により.

'1 '1巨|で研修を行なった。-t=.たる受け入れ機 l'hl は当研究所と者11城lIíIJの J~ I ， i]研究協定を結んだばか

りの'1'1 "1社会科学院考古研究所である。この研究所のフ ィール ドである荒1¥域.治1;易J).主. l~ 'b.:JJ，主.

拘州城.元大昔11のJiに加lえ. r}}J i毎 rmji~/{.j- . 金I~'JJJ~ C.I.¥ iìli d~省)などの瓦について.主として製

作技術の観点から制査を行なった。rl'国の瓦の研究はJJUI:もなお必i先代'1'心であり .u本がii2
2じ技術を学:んでいるそれ以降の11.¥イtの1・Llりf究は進んで‘いなし、。一般的な印象として‘JEll代の):L

当文総が日本の古代Jiのそれに劣るFTを中国人のli}f究者に符げると.航法{!U]の]:Lは何処も)Jを

入れてiiEるもので.IJ'凶でも従i先代の瓦は美しいから研究者も多いとのj語科であった。そうい

えばn本でも.IJ'近|止Jiはようやく本俗的な研究対象になり始めたばかりである。なおli)f究成

以のーi'iI)は 『日本'1'1"1 )5Îlï~f:会会幸I(J 出 2 サ (19921ド)に発表した。 (fり11正敏)

日韓馬具の比較研究 限必の研究テーマのもとに. 1991:'1'-9 J.J 1 11から3011までの LIf~l~ で. 11 

本学術J辰興会特定凶派jiJI研究u として A~i島氏I~lil を必れた。 特国文化財研究所のお世話・になり .

仰凶作j也で-三岡IIHtの!日Hを制どきすることができた。ソウルでは折しも'1'央w物館で rf担1J[II以」
がIJfJ1m されていたのはキ辺であった。 ~:ti{1:JUJlII]の約二r・分は特同|λj各地を旅行しながら泣跡;迫温喧. 

物を}凡L学した。訪11川!日川!リlυj地也{はま iií刊けjけけr~ナjナ'1札|

で |ド附B母h物館' 文化財研究所. 大学校1~1，ì:物館が，~引はする.I.!~ J~. を制察したほか.遺跡も多数見学し.

研究者と立見交換できたことも収挫であ った。 1i~も興味深かったのは.伽Jflí地域の造物. ;m~; 

のj山崎色である。 大伽J[líjf合の悦成国を~・ 8学的に íWJ;(できそうで.九々の固と LI 本とのl対辿

を迫;]とすることが可能になりつつある。，11出H、.¥=(にの11~'i(.関係研究も，vrたな民IJf.]がJVJí .fできる。

また . 度~1'!i文化財研究所が祈縦j也岐について 行1I城.手|弘 II IJJ~ . J1't必を総合的に調査研究し

ているのを知 り . わが，Ol，] ~任 i~i~ と _10_'.v 、合わせてうらやましい|取りであった。 9 月 26 日 には文化!!1

).~:四l!，，)で r1:1本11¥土の鉄製特」と起して発衣を行った。 (花作 i:'; ) 

イタリア庭園の意匠・構造・立地に関する研究 1991 {I'. 9 Jll 0 11から出{I.:1月]01二lまでのIIN

で. 11本学術振興会特定1.1派jiJI研究11としてイタリアを，訪問した。ICCRm.1における名悦資料
のI1又柴の他.北イタリアおよびローマ.ナポリを小心として現存出|主|やj立幼;1.怠凶の尖j也断査を

行った。 作!必年代，組悦， :)t:J也条件などにもよるが.イタリアj必|坐lの多くは概ね傾斜地に造成

されたM段かの長方形テラスから仙成され とりわけルネサンス以附の例では整形式のM政や

|宝Ii也 あるいはイタリア特右のイトスギのii~木によるビスタの必，UIo]なと 11 本出|童| に比してき

わめて人_U10なデザインとなっている。 しかし 日 本出 I~ìl と Htlι 外白1\の自然 JitWlと人 I:的出|由l

jit制との悦覚的結合を立|χlしたf/ltl広が主流となっていることを.各，H(のヴ7 リエーションの'1'

に縦認することができた。また こうした構成手法のi!J;(流や発以;tlf'~に|刈わる続々の事f~IJ を行1I

ilil人lにj立存するオープンスペース悦造の'1'に発見することができた。 (オζ'1' !-'O 
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海外活動報告

特別研究 南アジア仏教遺跡の保存整備に関する基礎的調査研究

時jアジアに多数政る仏教追跡の保存3警官mに協力

し，文化財保護のïfliでの国際協力に~:与しようと

始まった当事業であるが.本年度も111，11o1立に引き
続き.仏教発祥の地イ ンドを対象に行なった。イ

ンドでの訓査はインド考古同の協力の下.石町寺

院を中心に，多数の仏教・ヒンドゥー教遺跡.陣

物館等を訪れ，遺跡;の現状，保存整備の手法 ・課

題等を司，11ft した 。 (メ~1J6I)i~~ . I大l回II( ニューデ リ ー ・ デリー械の修1~JンJi

タイにおける史跡の保全整備に関する研究 当研究所と京京大学工学部都市工学研究主および

タイ図チュラロンコン大学との共同研究として行われた「タイ国北部における大規悦!と跡の保

全整備を中心とした地域計画に|刻する研究」の現地部!査に上山tと高級が参加した。本研究は大

規模な史跡の保全推古iiiを悶辺の古1I市 ・地域を含んだ広j或的なj也j波発展計岡の中で位ii'，I:づけるた

めの百 I- jillj手 j去を確立する ことを目的としている。三か年制~:続の訓査であり第二年次である本年

度の訓査のうち，我々はスコータイ王l:UJの前者1Iスコータイを中心としてこれに|品JJiliする北部タ

イの者11市逝W1F. 寺院遺跡の保存挫11m状況を把Jtijする前査を分担した。スコータイはタイ政府が

1977-88年の1mにユネスコなどのJ"t:UJJを受けて雁史公悼lとして彼!原控11iiiした遺跡である。寺|淀

肋;を中心とする遺跡中級i}l)の復原整備が充実している反前! 王山 ・m住地区 ・城壁・域1"1.幼1:
などの.i:ii跡がなおざりにされているのが目立った。しかしラテライトやレンガを他造体とす

る迫十Iltの復原とそれらを区間するJ)/I:や池，周閣の芝止や他殺などによって悦成された遺跡全体

のjit観形成は配慮が行き!吊いていた。また 復原主主市mの|人j符を記録した判ifIT511:の刊行はされて

いないようであったが，公凶|付にある問主i:館に整11m前の写広が相当数保管されていることを確

認し1nたのは収挫であった。 (出i煩w:ー)

シンポジウム「変化の時代における歴史的都市の保護J 1991の初夏，カナダ・ケベ γ クにお

いて世界遺産として保設されている世界のJE史的者Ililiがあつまり IIIf.iIf:.みの保護司'i-t;{:;を制介し，

問題点を交換した。各地は保存ミj玉栄をJftJlliしているものの，観光や新鋭の建設との整合性をm
紫している。各地の.'JH'r'iが異なるので，必ずしも共通の理解は得にくく ，具体的な解決策を共

有するのも国主If:である。しかし大きい原tIIlはやはりjU並であり ，交流は立義深し、。シンポジ

ウムではケベックヂ1・吉を発し，交流の綱引続.共通の111)題は共同して解決，個々の問題は各地で

解決，を合;なした。|止YAi也p医者11i'行のネットワークを確立し， 日常(10な交流，情報の交換をする

体i1t11を匝lめた。参加l当H寺. 日本は|止耕地J主条約を批iHiしておらず，私はオブザーパーで参加|し

たが.]992年夏に日本は条約を批准した。 U:tll日1Iー)
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調査研 究葉報

高梨氏館跡の発錨調査と復原整備 ld!j-りよ '1'リザïIîのft~舶により. 1 6 111:~~に jlrFl- された+!~.~ ， ì~の県

指定!と跡に |品l わる佐原政側Iìの占.楽と発HIi ，U，'，J 1tの~fí i停を ~i った。 本:11:. 1立は主主1\ ( 1 30 x 100 rn )の

京市|科部にj世存する出陣1illtllfの部分的な発品1出M在にとどまったため.建物ill怖を合めた本術的

な訓査は次年度iliりとした。 (制比・本'1')

薬師寺典籍文書調査 京大資料制};Wi'とのJC川1制作。節目-23.26阿の盤以分m.，V，'，j.， ，下作成およ
び写11似肢を行った。 うち都18.20. 23i:f:jについては訓JF作成を完 fし.部げ-19.21雨について

つ:ょ，'~ ~lH影を終えた。 各医iには多川な近世文乃がl以められており . 舗紺緋t

( 車絞安+村J. 111川1. ね訂飢.1(汁1伊肝Bザj'. 三イ守Y干'j:曲附々 . 政j主) 

醍醐寺文書調査 限醐寺文i'rの写.m佐子5を継続'1'であるが.ノトir:1立は節14.15mにつき紋枕して
尖施した (91年8月)0 (絞村 .1111・波法)

文化庁所蔵品調査 文化庁所磁の「キ11:制本十純」および 「乙木;jE絵l文IJの'1J:!'~1Jli;j与を文化liづT

22にて行った (91年 3月)0 (絞村・官11)

石山寺調査 訂111'.'i:の依舶により iA~?制攻!?l教訓i慌に参加1 (91 年8.12 J J ) 0 iý'~ti ~仏教委の依舶に

より竹生向主出先手』仁川の，~I;J査に参加 (921ド 2 JJ)o *X峨尖術州大の依頼によりlI'!教訓，Jnに参加1(91 

fド9月)0 (絞村 ・4元本)

奈良博所蔵金属製容器の調査 公良凶3i: I '，'j:物館J~í" I'百(仇:行) の1'i' ~"J事~JJく j阪 . J本などJ2.'.'.(をぷ'，J脊.

11本のほか中1"1や';iJJ鮮製品があり. 11刊には 6- 1 0111:紀に及ぶ。 次il~)支はセに村 氏分析を行なう

予定。 (余(-.毛利光・杉111.五111.小池・'1'村)

荒鐘資料の整理・出版 1:1:姉研究の大家.jfJH:..¥.平氏が.k1ドにわたって収集した資料を常明し.

11 \ 1恒を予定している 。 今年j立は ，部，J~l i: の 1\';1)本を作るとともに， 1以下作成のために.尖iJ!リ|χ1. 1'ii 

本を怯写した。 (杉111)

低湿地遺跡の研究 英国エクセタ一大学でIlfJfmされた先史学会の内科については， 111:年の年報

で靴作した。作IliJ:Jtに低i!II¥J也泣附;の，UI.Jをにおいては治機t't造物.特に木材の取り上げ. f~~イ，:処

J'H技術の向上がlil J.:.の llil :ffiであった。 発衣~行を英文で先ぶした。(必JI:) 

埋蔵文化財写真技術の研究 平成

2年度から )'11/';主文イヒJ!1センター

の研修において'勺点課程I~が Ilfl(lfiさ

れたことにもちなみ.これま でに

IJfl~e .都千fiし.あるいは新たにliJf

究した技術の公衣に勿めている。

(rJ'I!.文写真研究Jvol. 2) 

(f111 . JI:上 ・'1'.的) íl 然光山;影 (toJ とストロボを1lJ~、た 11 '1' シンクロ ~;Ii;~;; (ザi)
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奈良国立文化財研究所要綱

I 事業概要

1 研究普及事業

公開講演会

(I) 1991年 6月 1日 第68回公|例議出会

「平城京の荷札木日iiについて」 手1'jJ.'j 保広

「繍生社会のはじまり一水禁紋と

流水紋から一」 深沢芳樹

(2) 1991if-ll月16日 第69回公開議ì~(会

「文化財の保存科学と国際交流」 沢田 正日目

「ラオスにおける文化遺産とワ ット・ プー」

トンサ・竹内ンカムデイ

現地説明会

(1) 1991年6月1日 平以宮跡第222次

(式部省跡) 小池や11彦

(2) 1991年6月15日 沿丘北方泣跡第 l次

山本 Jぶ尚

(3) 1991年9月7日 平減宮跡第224次

2 1991 ~手文部省科学研究費補助金による研究

(壬生門北) 森公1戸

(<1) 1991年10月19日 石神逃跡第10次

大協 淑

(5) 1991年11)12日 坂田寺巡跡、第7次

西ロー寿生

(6) 1991年llJJ30日平減7%\跡目~213次

(第二次J;VJ:ì:~院京第四立) 佐川 正敏

(7) 1992年2月29日 包・丘北方遺跡第2次

安凹飽太郎

(8) 1992年3tJ 7日平減ai*第231次
(左京三条-J')j七坪) 杉山 洋

平城宮跡資料館・遺構展示館

'li科鉛は1970ipliL泣術展示Jili(;1 1963S1~ 1.n:以降のlf~at

経別| 研究 課題

総合 研究 (A)I泣跡発担の機会化に伴う測定および似目IJ機械の開発研究

一 般研究 (A)I データ ベースのI~J発による近世社寺建築研究の総括

" 寝殿造のま?合的研究

一 般研究 (B)I石器製作経過復原と製作迫試笑験研究

一 般研究 (C)I 平域首 ・ 京出土須!~:~~の分類産地問定

I ï'ì代地方11ìf~rにおけるW司の研究ー|ヨfij .官1討を中心として-

l古代I!.l都における内畿の基礎的研究

i日本古代の木製良緋Jtのi担保的研究

。 i奈の貯蔵・巡搬方法に附する基礎的研究

1 2， 3 世紀における中図鏡の跨返しと所，~11朱代訪漢鏡の研究

|百前身;の考古学的研究

奨励 研究 (A)I正合院文舎による後良時代の写経所研究

'" 鎌倉時代の軒瓦の地滅的比較研究

古Is凶の景観保全施策に|刻する研究h 

の
J
unr
 

研究代表者 | 交付額

鈴木務官I4.500千円

鈴本修自 I1，000 

牛 川~.{.幸 I 2.4ω 

校以~~生 I 5∞ 
袋 詰'{-P.l11 400 

山中敏 !とI 500 

僑本義則 11，∞o

黒崎直 11，300 

川悠 俊 一11，000 

立木修|制

金子1ft之 I 9∞ 
波 辺 晃宏 I9∞ 
佐川 正敏 11.∞o

本中 n I 9∞ 



" 北方ユーラシアにおける173iTの系議-~Lltアジアを中心にー 1見)11i設9j 900 

;ぇ験研究 (B) コンピュータグラフィクスに よる~P.Ai文化財官i憾の代理シλテムの開発 よ*普通 1.600 

~ 航空写J'i情報データベース情築におけるデータ入力法の開発研究 伊東大作 1.200 

~ 7ラックスゲートを111いた訴しい健気探覚後置--紬グラジオメ-';-ーの開発 術村 !It 10.8∞ 
1.1際 学術 研究 円本jJî代都械と '1'問附r.'f都減との-J5・ Ili・ザ:(I~Jt較研究 鈴木嘉吉 10.側

~ 日仰における考~im物の材質的検討とmú方法の1>>1発研究 iJ~ 111正lI[j 5.000 

研究成拠公HII促進費 山政文化財文献情報データ ・ベース 伊東大竹:6.930 

2十 211'1 53.530 

総合研究(A)(新規)
一般研究(A)(継続)
(B)(絞絞)

一般研究(C)(新規)
(C)(紋絞)

奨励研究(A)(新規)
試験研究(s)(新規)

(s)(縦続)

研究成栄公I~I促進1l( (新規)
凶際学術研究(新規)

(請を絞)

3 飛鳥資料館の運営

展示

第一展示室 ，~~.設)l~示

第二展示室

存JUJ特別展示「飛13時代の~!蔵文化財に|刻す

る一考'f，fJ

1991.4.27-5.26 30日1111

秋JUI特別l展示「飛μのilf，l流J
1991.10.5-11.24 51日1111

特別講演会

1991Sf:.10月5日

r kl:近の百済王1主・.l1tの発4~!J

1991年11fJ 2日

「宵済と飛μ」

ヲト 武柄

JlHm -lftJ捗

普及

インフォメーションルームにおいて観覧者のn
jillに応じている。また，特別展示の刊行物として

「飛鳥時代の脱政文化財に|刻する一考-祭J(A 4 J仮

63只)及び「飛鳥のil!，lVlU(A 4 版52:r:O を I~I行

した。

ト

r
-
r
r
F
F
-
F
e
F
F
l
F
I
F
l

hv
I
h
v
'
ρ
a
e
h
v
t
ψ
l
h
V
E
h
V
E
ρ
l
h
γ
e
h
v
s
h
v』

h
v
'

1
2
1

5
2
4

1
2
l

l

i
幻

人館名数(1991.4.1-1992.3.31 開館日数314日)

IR分 個人観覧 同体制覧 イi科 黛科 合計

41.793 9.803 

向.)，:I[ 7.841 17.412 

小・中生
128.似7 10.∞l 138.().18 

9.757 41.381 

59.391 68.656 

陳列品購入

':VI!ljlj代石像処築仏教関係資料~:良

市松塚壁画問{象解析のビデオテープ

4 埋蔵文化財センターの研修・指導

研 f修彦 担m肌11硲文化l財M付.のの{似以必にf資tすることを目的
として主に地方公共|ド問E司Hイ体本の担m以lR{h縦迩文化l!則!~

当手者l' を』対J象に次の1研H引f修をL尖lた~h施省した。

(1) 平成3年俊足11磁文化財・発品i!技術者専門研修

(iii:跡探査諜松)

1991 ~p 5 )~ 8円-5 n 18 日 (参加者10~.)

(2)平成3年度組成文化財允州!技術者専門研修

(環境考古諜おD
1991 年5fl28円一 6)J 1 9日(参加者23~1 )

(3) 平成 3 年度以版文化1I~発品m技術者一般研修
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(一般諜程) 1991年))JJ26日一]2月7日 (参加者31名)

199]年7月2日-8月9日 (参加者32名) (9) 平成3年度桜磁文化財発銅技術者ト特別研修

(4) 平成3年度主II蔵文化財発掘技術者・専門研修 (漆器調査;課税)

(文化財写JiH*松) 199]年]2月17日-12月20日 (参加者28名)

1991年8月20日-9月7日 (参加者21名) UO) 平成3年j立製民主文化財発tli!技術者専門研修

(5)平成3年度組成文化財発姻技術者専門研修 (純文時代泣跡調査課程)

(遺跡il!IJ益課程) 1992年 l刀8日一 1月21日 (参加者32名)

1991年9月18日-10月17日 (参加者15名) (11) 平成3年度思疎文化財発銅技術者特別研修

(6) 平成3年度JA蔵文化財発御技術者叫I"J研修 (JÆ蔵文化lI~îJ左礎日課程)

(保存科学基礎p~日程) ]992~ 1 JJ 29日-2月6日(参加者29名)

1991年10月22日-11月1日 (参加者22名) (1時平成3年度以政文化財発躯!技術者特別研修

(7) 平成3年度.Il1!蔵文化財発掘技術者専門研修 (城郭湖査課程)

(保存科学応用課程) 1992年2)'J 13日-2月18日 (参加者40名)

1991年11月6日-]1月20EI (参加者n1名) (1功平成 3 年度.I.m磁文化財発品~!技術者特別研修

(8) 平成3年l立法政文化財発掘技術者時門研修 (有機'j'{逃物応急処理!諜松))

(水岡遺跡湖査課程) 1992年2月25日-2月29日(参加者16名)

研修只 一 覧表

11:: 名 ijr bi 受入 れ矧1111 受入 れ筋1.;j 研冗・研修内容

l司 l勾

石川股 nt.二m~，l~r.斑文化財センター訓干~è J :~ 
1991. 7 .1-1991.9.30 平披'i'跡~èJIllI凋荊~ß官 発J組閣1..研修

主lJr

浜 口 元 同 上 1991.8.1-1991.10.31 藤w.宮務先抱.凋先都 1"1 上

l‘l 外

金 苦手 起 大仰民|‘li綱雄J.i術館保イi科学側究r'.l 1991.10.14-1991.11.13 l!l¥文 保存科学研究

リチヤード ・ 共同ヨ-~ íIi考古学 トラ ス ト 上級制 1992.3.22-1992.3.29 I"J 上 考古学研'先
ケンプ 資Jl

5.1'.ムヲカルジー インド.Jf古局主任研究H 1992.3.4-1992.3.21 向 上 仏教追跡研究

K. Pプナー ナャ 1，，1 上 ドl 上 同 よ ドl 上

1:! 進展 'I"'~人民共卯l耳放'8'博物院q:.;~!~ 1992.2.28-1992.8.24 1，，1 上 保存科学研究

発錨調査 ・保存・整備・探査指導 (神奈川県)1日太図家住宅， 三殿台考古館住居跡，

(北海道)手宮ìl~J líì!， I符川遺跡. ('j'f繰り;u高野
川(2)遺跡. (岩手県)盛|品i減跡.志1皮減幼'.柳之

御所助;.(宮減県)多n減跡. (秋田県)波字志別
神社神楽殿，秋田成，払回初跡. ( I.LJ形~n 西沼

田遺跡，上杉家基iYr. (福島県)出目苛:跡， 会津

松平氏.大戸古熊跡1伴，薬師盆石仏，似j苧巡跡，

(新潟県)八附林遺跡. (石)Iit'n 鎖的蝦夷穴省庁l.

(稲井県)野々宮Jだ寺跡.うをii'，'fi1"1(旧御:Jil.水屋敷)

l必凶. (長野県)高梨氏館跡，校本減跡. (岐阜

県)尾崎城跡，野古f貨群， (静岡県)久野減跡，

i脳幾山古噴，げWi幻滅跡，大知l波峠廃寺跡，勝1111

悶 JJ~WF，巴川遺跡出土丸木舟. (愛知県)i'i'塚有

償， 三 i可国府紛京郊11廃寺~1F. 赤塚 II J古5足跡，(茨城県)三村山171冷院極楽寺跡及び尼寺入廃寺

跡. (栃木県)法界寺跡. (東京都)品JII台場， (三重県)ヒタキ泣跡，減之越遺跡，赤木減 ・図
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王子子峠JfIJJ'&i'1r..純正E.I売手T:跡，伊質問!削ft定地，

(iff.幻 ~I;~ ) 安土l成跡，木村古噴群，大計Ill ï~i噴昨，

主~i:l!i，\JlJ氏遺跡， 1~!f，frff.;立跡， 兵主事li'~J:治tlt， 水口城

跡. (京都府)円Ll lr1ïttt. 政ヶ崎ia-跡，長岡京~~;.

恭仁1出~~;.瀬後谷jfi跡.大覚寺御所助;大沢ìili. rJ、l
単八丁泣跡，宇治Ilêt~ 院j定凶. (大阪府)狭山ダ

ム，住友銅l次所跡，難波宮幼.大隆寺鈴1~~;. (兵

H1V;~ )赤息y.減跡，餓JJ::jiH車|遺跡，西条Jig寺跡，飾

}jt 2号古f丸 小犬丸遺跡石底111遺跡.l'前Jf!}凶分

尼奇跡，玉津田中逃制;.-1毛足宅!京迂H占;，I此相手f境

内地遺跡"篠山城跡 i目安団長野泣~;.袴狭遺跡，

剛 Ill ï~ï墳t.~; ， 1111 ill跡， 5'(:谷古境!洋， (夜良県)i*i 

紀寺巡跡，杉山台.tl't.於美阿志村i'fJ:石燃後. (付.r

I取収仰lり県lI県引iZ川1り)梶LI山1.1古噴， 持l谷大111遺跡， 上ÌjどJjt半\'，~~、. ilt 

主1;見遺跡，鳥取城ï~; ， (.!:~J絞り九)荒事11谷逃助天

寺Ijt :#~~、，松江城. (1高i山県)馬!主治跡，側j中必

Ill iJH舟， 美作図 IfH~; . (広 I:b!!;~)三ツ減i1iげt.広

):占城跡，吉川氏以f!ni'1r..冠泣~;'m:. 1.江戸千判Ilffill

跡. (ILJ口県)絞縦水郷遺跡，萩城跡・萩械j成下

I lIf . 事II$MI古岐，大内氏遺跡長~釧11 1跡， 三回

収I毎回記念公園釜厄i，問|坊図府初'.科医lilI';主古川

家主E所.(香川県)讃岐国分寺跡，弘福寺符1讃岐

図111E日'1m回図，十一而iioHf立像. (愛媛~I，~)来tl:

Ij~寺跡， 古!!世遺跡， (縞|即日)上の原古然~~;，太

宰j好史跡，鴻!溢館跡，紋付遺跡. (佐fIl収)茶|重l

b;〔巡跡，名護!尽.減紛;・IW跡，築山経1家， ti'!J!lケ盟

j立跡. i1主婦f城跡， 大出附遺跡，)j巴TIIi図I{.f跡， (長

崎県)海中ill跡，知lノjJ12足跡. (大分県)I:f:ノ原

泣跡.L.'ii.?l::il歳寺瓦鰐助;， tE:光寺u!ii.:ii仏， (宮崎県)

図1，~1 ・ lmW1 ・ tiミ子跡， i!11ケ 1也被穴1作. (鹿児山県)

郎総院墓地，凶丸尾泣跡， th水際iニUf1.. (i'HJIlV.'，) 

iili添減跡，北谷域紛. i男回古銭跡，今j.，ti仁減跡

埋蔵文化財ニユース刊行

第72号 1989年度以蔵文化財統計資料

負1m号. .I1JI成文化JWçj:只業務笑〈岳部:)11:の占;i'iM~

~74号 1990年度出版文化財統計資料

5 その他

委員会等

第18回11~ß資料館主ß'::~.協議会

1991年 5月14日 於 lIV:He科目ll
平減 ・飛μE事h;17主跡訓1f.整備指導委只会

19911H 月13・14日 於平減;:if跡資料館講堂

外国出張

松;11:i;J: 先史学:における 「低湿地遺跡、革命」に

|刻する会議にIJ¥J市及びケンブリッジ大学におい

て琵琶湖lにおける発品I!の講義及び文献i~'~ ff.のた

め，イギリス医iへn~~J~

1991年4JH日-1991年4月16日

村上 院東西文化における古代金工技法の比l校

研究のため，アメリカ合衆国へtl~~.長

1991-"1'.4月6EI -1991 -"1'.10月 5日

佐川正敏 中国主l会科学:1淀考古研究所におけるIi)f

究所iTOJのため， "r :i{<:人民久-和国へ I Ll~)~

1991年5月15日-1991年 9月1日

鈴木};rr古，1町岡 町，絞村宏，木全敬政 日本

古代者11械と中図~f'iI，1問11械との考古学的比較研究

のため，中華人民共和国へ11'，張

1991 年6月18日-1991年6月30日

上野:J'il一 変化時代における歴史的都市の保護に

|刻するシンポジウムにILlrfl;のため，カナダ図へ

lJJ~.長

19911ド6J'128R-199J1I'. 7 J'I 6日

1:1'1 rl' 啄，沢悶正II!J.1犯塚隆保 シベリア ・アル

タイ地区パジリク文化王慈の発品:1:訓査における

指i，[~ . Jl)J言のため，ソビエト iili邦へIJ'. ~J~

1991.'.1'.7月1日-1991年 8月2日

t伝子桁之 前文明JU)の社会組l織と構造の研究のた
め，オーストラリアへ，'B板

1991.'.ド71'120日-1991.'.Jo9 1'119日

111本忠l河 シベリア・アルタイ地区パジリ ク文化

王g・の発品l日E1tにおける指導 ・ ω~ü・のためソ ビ

エ ト辿邦へ出張

199111'. 8 JJ 9日-1991年8)'130日

コ.楽i'(1.j_凪沢問正1I!1， fjf}j[太作 目斡共同研究に

よる，考古ui物についての材質的検討分析資料

の収集及び保存処JlIlの技術についての比較研究

のため， 大韓民間へU~~，長

1991"1'.8月13日-1991"F8月24日

凶村 J;)t 考古手I'~r~会議に II IJ市・ 発表及び資料収

集のため.イギリス悶へ11.¥張

1991::1'.8月31日一1991年 9月15日

花谷 rj';- 日悦.I.!~Hの比級研究のテーマの もと，

似国内の馬具その他の研究のため， 大仰民国へ

山~J~

1991年9J~ 1日一1991年9月30日

本中 共 イタリア庭|車|のなl忌・椛逃と10山原境

に日
ワ
d



に|刻する研究のため，イタリア国へ出張

1991;F 9月10日一19921F1 YI10日

山本忠尚 発銀調査法の研究のため，イギリス.

オランダ， ドイツ，スウェーデン図へ出張

1991年9)'J24日-1991年11月18日

玉田労災，i采l事芳樹 rl-'国社会科学院考古研究所

との共同発掘調子'dえび共同研究のため，中華人

民共和国へ出張

1991年10月4日一199111=-12.F12日

町回 f;t，牛川B-・幸， 111崎信二，川位俊一，iJt回

正ss，1111 幹雄 伝統的文化財保存技術の湖資

研究のため，中華人民共和国へ出版

199111'-10月5日ー19911ド10月25日

岩本主制 |事物館前!]i1!と地域社会に関する研究の

ため.スウェーデン，デンマーク，イギリス国

へ山政

199111'-10月10日-199111=-12月10日

浅川滋9) 伝統的文化財保存技術の湖査研究のた

め. rt繁人民共手11匝|に出張

1991年10月11日一1991年10月31日

工楽普ー通 福岡県教'(f委員会が199311'-にl制m予定
している「アジア文明交流展jの腿示物の予備

制査のため， 大~!"民凶へ出張

19911F10月23日-199HF10月30円

細見啓三 幌国と日本における逃跡i羽査及び技術

の比較研究のため.大韓民国へ出張

19911F11月11日-19911f.11月17FI 

上野手11一，高瀬~ー タイ国北部における大鋭敏

史跡の保存撃備を中心とした地j或，汁薗に!刻する

研究のため，タイ同へILI張

1991年12月24日一199211=-1月18日

大脇 i奴， tm!l!f布l己.内凹i昭人 インド仏教逃紛:

の保存整備に関する基礎的調託研究のため，イ

ンド悶へ111張

1992年 l月8日-199211'-1月23日

西村 Llf，沢田正IIs スミソニアン研究機構との

研究打ち合わせ及び資料収集のため，アメリカ

合衆国へ出張

199211'-1月10日-1992年1月18円

工楽普通.i邸付 11t， i代田正附.fJ~Jlf太作， J肥塚

隆保，村上隆 日仰における考古遺物の材質

的検討と保存法のIlII発研究に附する研究打ち合

わせ及び研究成染対i論会Ll¥l.市のため，大仰民国

へ山~H

19921F 1月22日-1992;1'-1 }J 25日

IIrfffi i::t，紫淳一日11，中村慎一 伝統的文化財保

干n支術の;湖1.f.研究のため，中華人民共和凶へ出
張

1992年2月1日-1992年2)'110日

JI巴塚隆保 アメリカにおける文化財資本|の保存平|

学的研究及び悦祭のため，アメリカ合衆凶へ出

199211'-3月2日一19921ド5)'12日

上野手11ー アンコール逃跡の保符修復にl刻する科

学的 ・技術的;淵1i:.及び研究のため，カンボジア

|重lへIL¥張
1992年3月7日一1992年3)121日

大脇潔地中海沿i~~諸国における瓦の起Ui!とそ

の{討論にi刻する研究のため，エジプト，イタ リ

ア，ギリシャ， トルコ閣にILI仮

19921ド3月14FI-199211'-5 )-1 14日

絢l見砕三，品目敏リj 伝統的文化財保存技術の湖

3'f.研究のため.中華人民共和国へ出張

1992年3月16R-1992年3):126日

西村 11t 東アジアi也I或の古文化財ーの保イF科学的

研究のため，アメリカ合衆国へ出張

1992年3月18円-199211'-3月31日

協力事業等

文化庁では1971年俊から特別史跡藤原宮跡の図

桁化を進めており，197211=-肢から当研究所が文

化庁から支出委任を受けてri収事務を位当して

いるが， 1991年度の状況は下記のとおりである。

区分 | 而秘 | 金制

1991年度 1 3.342.141 271.569.976 

閏布地合計 I 334.258.03 I 71ω，391.359 

E 図書及び資料

医1¥"1::128， 982111t 

区分 種目11 購入

1991年度
キlIi:XiW 1.035 
i芋 {I~ 96 

持: 骨|
和li災{I:: 50，139 

i平 fIF 5，896 

写真 464.678点 (1991年度末)

(1992.3.31) 

術:11g liI 
4.611 5.646 

102 198 

71.437 121.576 

1，510 7.406 I 

-76一



E 研究成果刊行物

1 1991年度刊行物

:Y， 利:

!と キ1-~33 f11~ 111内i-.'fリj考古資料 3

約34fII~ 111内W)J考古資料4

第35 f11~ 111内7i'i-:9J考i1i資料5

lχl 録第24fII~飛鳥時代の1111磁文化財に|刻

する一考す長

第25111~ 飛13の iJf，l流

判ii1711F与 1 990{lõj主>f波宮・跡発品I!川抗日11発4~1山!

11:慨t!<

飛鳥 ・l漆原宮発品f!訓1t概t!(21

>1-:減'lh-発品I!調査出土木間概判(24

)IV:~ ・ 藤原7f};発品I!制資 11\土木附概十!(

10 

2 前年度までの刊行物

奈良岡立文化J(..j'(r)f究所学暫i

年皮 | 名 称

1954 I第JfII~ 仏師述艇の研究
~ 2111~ 修学院離宮の復JJ;(的研究

1955 1第311時文化史論叢

1956 I官官411け 奈良時代{¥YII]}の研究

1957 I ~ 5 fII~ 飛13寺発掘調1.叶!日?

19581第6fIIt 小1":脳陣l文化!と

第7fIIト 興編寺食堂発品d訓資判H'r
19591第811時文化!と諭i終日

~ 9 fII~ 川原寺発抑制作怖竹

1960 1 第10fll~ 平l成町跡第一次 ・{云JltCH反益~:;.;

S占発似調査報iff;・

1961 1 第 II III~ 院の御所と御堂一院家建築の研

究-

19621 ~1 2111~ 巧111:安阿弥陀仏快度

~13 1H~ 寝殿造系!庭園の立地的考祭

第J4 1R~ J，lf1!l提言年磁 「レースJ と 「金f色

合利権」に関する研究

第1511片 平減'出・発掘調資報告11 官i街地

械の別殺

19631第1611片平減自発J拒!淵fii羽<1'i'lII 内裂j也
j或の調査

19651第17f11t平城'出発掘調査報作IV 官i街地

成の調査

員ïl8 f11~ 小川迷州の作JJ ~

19671第1911時 総IJ;(氏の氏守とその院家

1969 1 ~2011庁 名物裂の成立

-77ー

1971 1 ~2 1 fII~ jiJf究，命集 l

1973 1 ~22 1叶研究論集 H

1974 1 第23 f11~ 干減日発w.調査靴作v1 平域j;(

lr:京一条三j}jの訓査

~24111~ ，¥':jlllーIIIJjt'，川計十1H';--

1975 1 ~"ï 2511It τl'ー減京左京三条二坊

~ï26 f11~ 干城主{発品1!;.I.H't報告¥D

従第~2幻711附11昨|昨f 月飛E巴.1.μ1

提第'i2811附11叶|昨ト "研f~究先j論命3集l長.~111 l 
~ï29111t 木作奈良~I:-IIIJjt'W/，Ef，正報告-

1976 I ~ï301l1t 五条一IllfsiT.訓11:の記録ー

lω97η7 I ~第lï3引1 11附H叶|昨ト 月飛vμl

完第B辺211附11肘|昨} 研，究允i論論1集i長HVV 
第33f11t イタリアrl'部のーIllIIi集務にお

ける民主k・;V，'，Jll滑i代

百'i34fIIt T~成7i(発4~1!~凋1ì'報告 LX

1978 1 ~35 f11t 研究論集V

針'i36111t 干減'::~'専従備訓1t報告 I

1979 1 ~37 f11t 成.0・jjffi.}J;(':守党4k1!調査制作111

~38 f11t 研究論集刊

19801第391叶 平城~・発4~1!訓1dlH!:j-x

1981 1首i40fllt Ir'減出発射訓1t報告XJ

1984 1第41fIIt 研究論集¥D

調'i42f11t ' 1<城 I'~ 発品i! ;刈資者H!ï- XIl 

自'i43f11t 11本における近1":民家 (IE家)

の系統的発民

1985 1 ~'Ï44 fIIt II>: J)}(J;~ta;(三条二j}j六上1'5~4~1!;JI.I

1f.羽iit?

1986 I t削5fIIt 薬師寺発4~1!訓読報告

19881白i'I46111t 半減京17li〈八条-j}j十三 ・十l別

.tf1~4~1!;O品千f.tUjり{'l・

1988 I t削711昨研究論集団
19901第4811昨 年倫に!夜史を読む一日本におけ

るi1i年輪CI:.の成'11ー

~ï49 f11t 研究論集収

Z'i50fllt '1'ば':~f ~1J;5~UI!;測究報告il):XI Il

公良lfil弘文化財研究所!と科

年J支| 名祢

1954 I ~ï 1 IlIt i何無阿弥陀仏作持集 (絞製)

1955 I ~'Ï 2 11庁内大寺根部伝記集成

19631第3IIIt1:痢l寺!と科 寺誌編1

1 964 1 ~4 f11t 俊:l!WjÆiJJ;l !とキl~成

1966 I自由5111ト ヤー域官木附1 1刈版

1967 I百九6IIlt 仁和寺!と料 守必制2

1969 I約5IlIt 平以下;木間 l 解説(jJIJfIIt) 

1970 1 ~ï 7111ト J，lf1!l徒主，Ij:~と科 l



1974 I第8illt ~乙減白木f!1i2 隠IJ仮・解説

第9IRt 日本尖~j院彫刻等修1m記録 I

1975 第10冊 目本美術院彫刻さ手修JMl記録日

1976 第1HHt 日本美術院彫刻令;修理J[記録m
1977 首n2iRt 藤原古木間1 |語版 ・解説

第13illt 日本美術院彫刻等修Jlll記録lV

1978 I第141貯 日本美術院彫刻等修理!記録V

第15i府東大寺文作目録第1j巻

]979 I ~íH6冊 目本美術院彫刻等修理Il記録VJ
費}l7iHt 平l成宮木簡3 図版 ・解説
~18illt i悠B目白木附2 l;gl版・解説
第19iHtm大寺・文4!?目録第2巻

1980 I第20冊 目本美術段彫刻苦手修JlIl記録vn
第2HHt ];巨大寺文{I}目録~3 どさ

1981 I第22illt 七大寺巡礼私記

第23illt 京大手!j:文科 目録自~4 巻

1982 I ~24仙東大手!j:文役目録~51~

第25i冊平減富山土退作土23集成I
]983 第26i時東大寺文合目録第 6J~

]984 第27illt 木総集成図録一近畿古代編ー

1985 第28il骨平減'出.木Nii4 図版 ・解説

首~29iHt 興稲毛j:典籍文件目録第1巻

1988 I 第30冊 111内的労考古1t科 l :u福寺貝
塚資料他

第3lillt 平減宮出土E塁手F土縦割~J必 日

1989 I第32illt 山内ii'i:!JJ考・古資料2

話百五i国立文化財研究所基準資料

年度 名 称、

1973 第I官It 瓦制 l 解説

1974 第2illト瓦縦2 解説

1975 第3ilサ瓦編3

1976 第4冊瓦縦4

~~ 5冊 1[，制5
1978 第6iHt 瓦縦6

1979 第7illt 1i.編7
1980 ~ 8 iHt 瓦制8

1983 ~9 iHt 瓦編9

飛鳥資料館図録

制支 | 名 称

1976 I第l情 飛13白鳳の在銘金剣仏

第2官It 飛鳥白鳳の在銘金銅仏銘文符

1977 I第3iHt 日本古代の墓誌;

1978 I第4i11t 日本古代の芸誌銘文筋
第5illt 古代の誕生仏

1979 I第6illt 飛鳥時代の古噴-~'r，.j:公塚とその

周辺一

-78 -

1980 第7111ト 日本古代のl路地

1981 第8iRt 山田寺展

1982 第9IIIt 高校塚拾年

1983 第10lllt 波楽人の寺一桧m~寺と坂田寺一

第lllllt 飛鳥の水l時計

第12illt小建築の世界一Ji([輪から瓦絡ま

でー

1984 第13illt 藤原富一半世紀にわたる調査と

研究一

1985 第14111t 日本と幌国の野~f象

~1 5illt 飛13寺

1986 第16illt 飛鳥の石造物

1987 第17l11t;，時紫J'J衣食住

第18illt壬巾の百L

1988 第19111t 古.tttを科学する
第20lllt 聖徳太子の|止界

1989 第2HHt 仏舎利埋納

第221l1t法隆寺金堂盛岡飛天

1990 第23illt 日本f!?記を掘る

N 定員

V 予算(19911手度)

人 {!I二被 646.719千円

巡営費 861.770 

!r~ 業管理Il 6.026 

一 般研究 57，107 

特別研究 61.428 

発掘 i湖査 512.909 

宮紛:教側)j'理! 69.967 

飛.113資料館・迎!':~~~ 52.513 

組成文化財・センター述営 49.803 

新庁舎維持管理等経費 27，655 

飛鳥藤原m跡発抑調査部 24.362 

施設新':~.に伴う経~ÿ

施設資 406.373 

施設毅仙波 67.252 

平成宮跡令;絵{的資 324，553 

各所修 t普賢 14.568 

百十 1. 914 .862 



U 施設

土地

奈良国立文化財研究所所包- 47.890m' 

本庁舎 8.860m' 

飛鳥政1J江主1・跡発品I!ft刈査部 20.5]501' 

飛.1:}資料館 17.09201' 

郡llJ術令口 80出F

飛鳥資料館宿舎 ] .34301' 

文化庁所W(関係分) 1 A2] .668m' 

平城IA.跡地区 1.082.585m' 

藤Jht:;-;跡地区 334.042m' 

飛鳥柿iJ:~宮殿跡地区 5.04]m' 

建物 28.521m' 

1.庁合 28.035m' 

区分 本庁舎 平械 勝JJ;(料HE，Ft:isift d長JJ;( 日1'::ml; 

m' m' n】， 打、， m' m' 
事務当i 568 122 197 90 977 

研究 ' ~llll~iI 1.419 1.642 1.205 77 4.069 

資料・図作室 1.021 383 36 1.440 

会議室 338 129 42 509 

Jf -;:'( 384 210 89 683 

展示 ji 845 254 648 1.747 

写真率 79 256 149 64 548 

i世俗展示機 1.408 1.408 

!I[ w 島4 968 352 94 1.498 

ftW・収政w 123 4.728 2.041 480 7.372 

研修 N[1.416 1.416 

そ の 1也 1.6731.818 1.506 1.061 36 6.094 

百十 6.721 12.171 6.426 2.681 36 28.035 

2.宿舎等

重姿文化財!日米谷家住宅

郡IIH討会(二)

飛.13資料館宿舎

48601' 

2]301' 

48m' 

225m' 

主要工事

(1)平城宮跡地等盤側資 ー千

平域宮跡朱彼門;u;担ïi.反 JJ;\工~J~ 81.360 

平減宮跡宮内省i!!i~ヒ殿復原工~~ 116.236 

平減宮跡兵部省地区復JJ;¥終似i工事 86.314 

平峻宮跡北而大垣地区監備工~J~ 8.724 

平減宮跡第 l次大極殿地区j也形造成工事 16.305 

平減宮跡大型造物念日Wij辺外併殺制ii工事 2.091 

一79-

藤防l':!i~:亦東方官i街地18:予[路造成工事 13.112 

(2) 行li"公純資

奈文frJf大m~泣物処Jlllf~[建築工IJ ~ (平成3年度分)

55，826 

奈文句f大型遺物処理棟設備i工事 1l.423 

(3) その他(各所修緋 ・庁資)

飛鳥資料館給水設備改修工事 1.648 

本IT令非常!照明)lrf，i~11池取杯工事 2，781 

tfi 3 IIXil>J1Jo1! ~I，磁波分析尖験室笠間設備改修工~J~

1，782 

羽人事移動 (れ199引].'1.1-1凶99幻2.3.3幻1)

4υy月1ハl日 I庶n:悶:f務方削郎11.庶h花引:河1務方針i謀県庶j務主係t妖2£Aに5昇l
美波占泣盛 進

庶1務革刻部;会百計l'員詰訪謀!耳果~経迎係主f任壬にs釘昇1干.イ{任壬

林正一郎

主I!政文化財センター教務室長に占1.任

白井 国l狗

飛13資料館庶務室庶務主任に抗1・任
CIJ凶.世tt夫

庶務部会計課専門股uに転任
模:fl・雅樹

平城71(跡発抑制査部考古第一;OI，J:r-t箆に

転任 中村飢一

文部技行(平城宮跡発話i!調査部考，11第

三訓貸主主)に採用 岸本直文

事務布Ii依U(庶務部庶務総)に採用
IiYi上総子

事務布Ii佐U(庶務部会;iI諜)に探J羽
米間 i辛子

研究補佐艮(飛心J議ljZ宮跡発!¥J汗lI'l安

部)に係朋 伊藤武

研究補佐日 (飛nil長}J;lB'・跡発品IliJHi:
部)に係朋 村田裕一

文化庁ill造物課主任文化財争調査'I~' に '1伝

任 宮本長二日11

和歌山大学学生部l以生課長に転任

登り似故

大阪大学I."(f.務部人{J~a探専門職員に転任

大総 宏

奈良女子大学会計;i採用度係長に;1伝任

新~I: 緋治

大阪大学工作センタ-!J庁長掛会制主任
に転任 岡本宏司



国立民族学時物館情報管理t施設制調iシ
ステム燃に11伝任 今中弘行

4月16日 事務補佐日(庶務部会話11県)に採用
森本はぎ子

4月29日御逝去 吉村司印1

4月30日 鮮総 吉凹利子

昔辞?戦 酋川 lβ:fJI勝l傍幸

7月1日 平j減成宮宮.紛跡:発侃調査部主任研究官にJ列1イ
杉11山11 i洋羊

飛1鳥:~U膝露l原京1白宮与!!t"跡発掘i誹謝H制j査剖部i主任研究官に

芥f任壬 岩永ぞ劣;三

7月1叩0日 Z事J~務布初補Iì佐只 (庶務剖部l会計.i線思)に防採，JfI

小中本 玉美

~r~務有Iì佐貝(庶務部会計謀)に係月i

7月31日 静職

辞峨

林 利子

河村京子

総11:)1・ 維子

10月 1日 雄政文化財センタ-f，'j報資料室に配位

換 森本 41:
1月 1日 文部技官 (平城宮跡発掘調査部考古第

一;消査室)に採用 臼杵 勲

文部技官 (平城宮跡発御耐Ei't部巡tl~f3o\J

査室)に係用 藤岡山児

vm 組織規程
文部省組織令 〈抜粋〉

1I{j利59年 6月28日政令第227号

第2章文化庁

tii3節施設令:機関

(施設待機関)

第108条文化庁長官の所轄の下に，文化庁に国

立国語研究所を位く。

2 i狗項に定めるもののほか，文化庁に次の施設

等機関を位〈。

(中断)

国立文化財研究所

(国立文化財研究所)

第114条 国立文化財研究所は，文化財 に|則する

調査研究，資料の作成及びその公表を行う機関

とする。

2 国立文化財研究所には，支所を位くことがで

きる。

3 国立文化財研究所及びその支所の名称、， 1立il.t
及び内部組胤は，文部省令で定める。

文部省設置法施行規則 〈抜粋〉

昭和28年1月13日 文部省令第 2号

第5i注 文化庁の施設等機関

第4節 国立文化財研究所

ti}l款名称、及び{立位

(名称及び位i丘)

第116粂の9 医|立文化財研究所の名称及び佐佐

は，次の表に掲げるとおりとする。

~I 科、 1立 .IY¥ 

Lll 

東京国立文化財研究所 |東京都台東区

奈良悶立文化財研究所 |奈良県奈良市

第2款袋良国立文化財研究所

(所長)

第123条議良国立文化財研究所に，所長を世く。

2 所長は.所務を学理!する。

(内部組織)

第124条 奈良国立文化財研究所に.庶務部.建

造物研究室及び歴史研究室並びに平城宮跡発偲

調査部及び飛鳥篠原宮跡発搬湖資部をî~ く 。

2 前Jflに定めるもののほか，奈良国立文化財研

究所に，飛鳥資料館及び.IlI¥成文化I!tセンターを

i泣く。

(1;校務部の分繰及び事務)

第125条庶務部に，次の二課を位く。

一 庶務課

二会計課

2 m:務目黒においては，次の事務をつかさと'る。

一 般日の人事にl刻する事務を処理すること。

二 戦日の稲利厚生に附する事務を処理!するこ

と。

三 公文{I~郊の接受及び公印の'Ìj:~J-=その他庶務

に|刻すること。

凹 この研究所の所学事務にl均し，述絡調絵す

ること。

五 この研究所の所掌に係る遺構及び遺物の保

会のための符制Iiに関すること。

六 前各号に掲げるもののほか，他の所得に属

しない事務を処理すること。

3 会計課においては，次の事務をつかさどる。

一 予$1に|則する事務を処理すること。

二 絞ql(及び収入の決算その他会計に閲する事
務を処理すること。

一 行政財産及び物品の管理に附するlJ~務を処
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llliすること。

凹 庁舎及び設備の維持，管理にi刻するZJQ)5を

処理すること。

五庁内の取締りにl刻すること。

第126条削除

(建造物研究室等の事務)

第127条建造物研究室においては，建造物及び

伝統的建造物静に附する調査研究を行い，並び

にその結来の公表を行う。

2 H霊史研究室においては，考古及び!と跡!iT..びに

歴史資料にl刻する淵査研究を行い.並びにその

結来の公表を行う。

(平城宮跡発掘削査部の六笠及び事務)

百;128条 平域宮跡、発抑制査部に，考古第一淵主計

室，考古第二部:J:fE~包， 考古第三調査室. iliWt訓
査室.計jJ!lJ修jit調査室及び史料制331室をlI!く。

2 i両方iの各室においては，平城宮跡、に|刻し，次

攻iから第6項までに定める事務を処JlIlするほか，

その発却!を行う。

3 考古第一調査室，考古第二調査室及び考古第

三i調査室においては，別に定めるところにより

分担して，遺物 (木簡を除く。)の保存撃事!及

ひ"i(!，¥j査研究並ぴにこれらの結来の公表を行う。

4 遺構調査室においては i立怖の保存絵里II及び

調査研究並びにこれらの結果の公表を行う。

5 剖'iJ!IJ修長淵査室においては，逃桃の計il!IJ及び

修)j(3T..び‘にこれらに|刻する調査研究並びにこれ

らの結果の公表を行う。

6 史料淵査室においては，木簡の保イ子殺到及ひ

淵査研究，史料の収集及ぴ淵査研究設びにこれ

らの給来の公表を行う。

(飛鳥藤原宮跡発t百!調査部の四室及び事務)

第129条飛13藤原宮跡発品m調査部に，考古第一

;羽1f.室， 考古第二刻査室， 逃椛調査室及び~料

;出IjjiE室を位く。

2 前項の各室においては，藤原宮跡;及び飛.(JJ也

肢における宮跡その他のilif~;に |刻し，次JJiから

第5Jjiまでに定める事務を処理Ilするほか.その

発御を行う。

3 考古第一調査室1えぴ考古第二制査室において

は. ~JIjに定めるところにより分担して，遺物

(木簡を除く 。 ) の保存整理及ぴiJ~1f.研究並びに

これらの結果の公表を行う。

4 illfllt調査室においては，江i1/IIの保存毅J.m及び

制ヨ't研究.jí'H;~のîllilllJ lえび修荻並びにこれらに

|則する捌笠研究政びにこれらの結栄の公表を行

つ。

5 Iと料;u，lJ査室においては，木簡の保存雑草11及び

訓査研究，史料の収集及ぴ訓査研究並びにこれ

らの紡糸の公表を行う。

(飛13資料館)

第130~長 飛鳥資料館においては，飛鳥地域の股

史的JJ:義及び文化財に|均し，国民の:g][解を深め

るため，この地j或に閲する考古資料.!恋史資料

その他の資料を収集し.保管して公衆の縦覧に

{j~し，あわせてこれらに|刻辿する部l査研究及び

-l.F~を行う 。

(飛1.3資料館の館長)

~13 1粂飛鳥資料館に， 館長をi丘く 。

2 館長は，館務を立政!する。

(月E.1.3資料館の二釜及び事務)

第132条飛鳥資料館に，庶務室及び学芸室を'(8:

く。

2 I.i!:務室においては.?I~XJ資料館の庶務. 会言|

等に関する事務を処理する。

3 学芸家においては，次の事務をつかさどる。

一 飛，fJJ也域にl刻する考古資料，肢史資料，建

造物，絵画，~IJ~主1). !)1!$1L古文科その他の資

料の収集，保管，展示.m写.{良造.写真の
作成，捌査研究及び解説を行うこと。

二 飛鳥地域に|刻する図件，写真その他の資料

の収集.~在理!， 保管，展示，閲覧及び澗査研

究を行うこと。

三 飛鳥資料館の事業に関する出版物の編集及

ひ刊行並びに普及宣伝を行うこと。

(JA版文化財センター)

第133条主Il殺:文化財センターにおいては，次の

~J ~務をつかさどる。

- .IlH磁文化財に|均し，訓資研究及びその紡来

の公表を行うこと。

二 .Ill!.蔵文化財の榔資及び保存務理!に|均し.J也

方公共団体の即時E文化財ー刻査関係l段目その他
の関係者に対して，専門的，技術的な研修を

行うこと。

三 割l磁文化財のi~I，J査及び保存整:g][に|刻し. j色

方公共間体の機関その他関係の機関及び|到体

得の求めに!必じ，専門的，技術的な指~q.及び

助言を行うこと。

。。



凶 型l!磁文化財に関する情報資料の作成.収集.

務理.保管及ひて凋査研究を行い..3tぴに地方

公共同体の機関その他関係の機関及び団体令E

の求めに応じ.その利用に供すること。

(組成文化財センターの長)

第134条山政文化財センターに長をi泣く。

2 liillJlの長は.J1I1磁文化財センターの事務を治

理する。

CJ.m絞文化財センターの内部組織)
~~ 1 35~ J!ll蔵文化財センターに，教務室，研究

J恥宇都及ぴ術省i資料室をi丘〈。
(教務室の事務)

第136粂教務室においては，研修の実施に|則す

るZJ~務を処理するほか..I1Il蔵文化財センターの

庶務に|刻する事務をつかさどる。

(研究指導部の六隻及ひ竺l~務)

第137条研究指導部に，考古計画研究室.41!務

追跡研究室，発制技術研究室，造物処理研究室.

iJllJ公研究室及ぴ保存工学研究室を泣く。

2 考古iil聞研究室においては，第133条第 1J，]・

から第3号までに掲げる事務(他の室の所fitに

以するものを除く。)をつかさと'る。

3 ~長前年ill~:占:研究室においては，集務ill跡に|均し，

~~ 1 33g決第 1 号ーから第 3 号までに拘げる ZJ ~務

(発拍!技術研究室，遺物処理研究室.iJ!IJ:iif研究

室及び保存工学研究室の所学に属するものを除

< 0)をつかさどる。
4 発w.~支~flí庁'究室においては， 遺跡の発御技術

にl刻し. t.il133条第 I号から第3号までに拘げ

る司L務をつかさどる。

5 泣物処理研究室においては，遺物の処理に|刻

し. t.ìl 133~民第 l 号から第 3 号までに掲げるZJ~

務をつかさと'る。

6 測位研究室においては..I1Il蔵文化財のiJllJiil:に

l均し，約]33条第 l号から第3号までに拘げる

:rJ ~務をつかさと'る。

7 保存工学研究室においては.逃跡の保存鉄側

に|剣し，第133条約 l号から第3号までにj11げ

る事務をつかさと'る。

(制調i資料室の事務)

努~]38条 情報資料室においては，第133~長第 4 サ

に掲げる~l~手Eをつかさどる。

(客員研究員)

第J39~ 奈良悶立文化財研究所に客員研究flを
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位くことができる。

2 :s:n研究員は，所長の命を受け，奈良函立文
化財研究所において行う調査研究に参両する。

3 :&只研究只は，非常勤とする。

改正昭和43年6月15日 文部省令第20サ

II(J利45年4月17日 文部約令第11モ;-

IIIl和48:{~4月12日 文部省令第6号

1I(j和49年 4月11日 文部省令第10J，]・

IIH手1150年4月2日 文部符令指113J，}

昭和51~手 5 月 10 日 文部省令W，16・37・

H自利52年4月188 文部省令t.illO号ー

昭和53年4月5日 文部省令第19~~・

II[!稿153年9月9日 文部省令努~33号

H白和55年4月5日 文部省令t.il14号
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